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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







「うぎゃああ～～～～～！」

　フレリカ王国の王都ルイユノークの蒼そう天てんに、シエルの悲鳴が響ひびく。

　初めはそれに驚おどろいた衛兵が度々部屋に飛び込んで来たものだったが、それがエナとシエルの情事（？）である事を悟さとると、ばつが悪そうに下がっていく。そして三日もすると、誰だれもが「ああ、またか」と思うようになっていた。

「はあ、はあ……おはよう」

　頰ほおを紅潮させたエナが、シエルの腕うでから手を放して挨あい拶さつした。

「何がおはようだよ！　朝から何でこんな目に遭あわなきゃならないの!?」

　涙なみだ目、いや涙顔のシエルが訴うつたえる。

　この日のエナは王女ミオの声色を真ま似ねてシエルにドアを開けさせ、ドアノブを摑つかんでいたシエルの手首を捻ねじり、そのままぱんつ丸出しで飛びつき腕十字固めに入るという変則的な動きを見せた。

「毎日毎日かんべんしてよ！　僕の身体からだがもたないよ！」

「えー、そんなに激しくしてないわよ？」

「そんな事ないっ！　日ごとに締しめつけが厳しくなってるよ！」

「やん、そんな大声で何言ってるのよ」

　涙をぼろぼろ零こぼしながら訴えるシエルの後ろに、人ひと影かげがあった。

　白金プラチナのツインテールが目を引く王女、ミオだった。

「お前、またそんな卑ひ猥わいな事を……」

「卑猥!?　そんな、ミオは僕がエナに虐いじめられてるって知って……」

「シエル」

「え？」

　ミオの眉まゆはつり上がり、瞳ひとみは涙で潤うるんでいた。

「婦女暴行罪だ。罰ばつ金きん１０００エルンな」

『僕が!?』




　今日もフレリカは、平和だった。
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　第一章　新たな軍師







　時は帝てい国こく暦れき三九年一月。

　ラーカス全土を制圧し、天下統一を果たしたトーレ帝国。彼らがその武力を背景に暴政を振ふるい出すと、各地で叛はん旗きを翻ひるがえした者達が現れた。

　ラーカスの北東、首都ブランキアで挙兵したリュナス。同じく南東、皇都グラミナ・アールでアールビー教信者を集めて復興したパルディナ。

　そして南西、新王都ルイユノークで再興したフレリカ王国である。

　現在のラーカスはこの四国が勢力として数えられるが、国力は圧あつ倒とう的てきにトーレ帝国が勝っていた。

　絶対権力者であるトーレ皇帝の下に、ラーカスを統一したトーレ帝国軍最高司令官である大だい元げん帥すいジン・ローディがあり、同じくもう一人の功労者である大軍師アルセル・ディオラと、帝国の四将と謳うたわれた将軍達が各地に睨にらみを利きかせていたのである。

　そのディオラは門下生である天翼狼ジオードの軍師アレイア・スカラーと天翔虎カルーデイアの軍師シエル・スノーハートの離り反はんによって倒たおれ、この世を去った。

　そして四将の一人、征せい西せい将しよう軍ぐんレンギルはフレリカとの間で起きた「トゥルネー平原の戦い」で天翔虎カルーデイアの軍師シエルに敗れ、命を落とした。

　今やフレリカ王国は、れっきとした一勢力である。

　心優しく善政を布しく王女ミオ、民の為ための政策を打ち出し財政面で国を支える左尚しよう書しよエナ。反はん帝てい国こく軍リヴェラルウイングで暴れ、フレリカ軍を育て上げた将軍フレイ。

　トゥルネー平原の戦いで征西将軍レンギルを討った将軍マギー。元ゼルバーグ王国大将軍として旧国から二〇〇〇もの勇士を集め、片かた腕うでを失いながらもしっかりと本ほん陣じんを守り通した猛将ザグロニア将軍。そして精強な帝国征西軍を策で破った天翔虎カルーデイアの軍師シエルの噂うわさは、冒ぼう険けん者や旅人の口からラーカス中に広まった。

　ミオを救出し、帝てい都とを脱だつ出しゆつした時は僅わずか数百に過ぎなかったフレリカ軍だが、降こう伏ふくした帝国兵を麾き下かに加え、更さらにザグロニア将軍と元フレリカ王国将軍マードックの檄げきによって続々と兵が集い、今や七〇〇〇を数えるまでになっていた。

　この兵力を使い、どう版図を広げるか。目下、シエルの課題はそこであった。

　第一候補は帝国征西軍が支配していた地、エリューディンである。

　エリューディンはラーカスで一、二を争う鉱石埋まい蔵ぞう量を誇ほこるガーネ山があり、天然の要害があり、ガーネカモシカという馬によく似たカモシカの生息地でもある。森と山、隘あい路ろと断だん崖がいが多いこの地を得れば、帝国と渡わたり合える国力を手にする事が出来るのだ。

　だが、帝国とてそれは重々承知のはずである。事はなるべく速やかに、かつ念入りに調べた後に行わなければならなかった。

「それで、エリューディン方面の調査は進んでいるのか？」

　ソファに腰こし掛かけたミオがシエルに訊きいた。

　ミオの傍かたわらにはエナがソファに座り、メイドのレネリーが淹いれてくれたコーヒーを飲んでいる。その隣となりにはマギーがいて、テーブルの上に置いてあったシエルの朝食を迷わず口に運んでいた。

　シエルは徹てつ夜や明けでぼーっとする頭をわしわしと搔かき、ミオの質問に答えた。

「今は蜂はち蜘く蛛も隊たいに命じてエリューディンの地形を確認させてるよ。昔、商人から買った地図があるんだけど、今とどう違ちがっているのか知りたくてね」

「ふむ、それは大事なのか？」

「そりゃそうだよ。今まで僕らは知っている土地で戦ったから勝てたんだ。でも今度はそこが大きく違う。僕らが帝国領に攻せめ込むんだから、いくら敵の兵力が少なくても地形は知っておかなきゃならない」

　エリューディンは現在、征西将軍レンギルの後任としてシュルツという将軍が一〇〇〇の兵で守っているという。その七倍の兵を擁ようするフレリカにとって、彼らは大した障害ではないと思われた。

「ふむ……だが、遠えん征せい軍の編制くらいはしたほうがいいと思うのだが」

　ミオがそう言うと、たまごサンドを口に入れたマギーが口を挟はさんだ。

「ボクらは既すでにあにきの命令で、遠征軍の編制と調練を行ってるですよ」

「ほう、そこまで準備していたのか？」

　シエルは窓の外に目を向け、頭を搔いた。

「相手がユミカだからね」

　シエルが恐おそれているのは天竜姫テユリオンの軍師ユミカの存在である。学問所時代、シエルは幾いく度どとなくユミカと盤ばん上じようで模も擬ぎ戦を行ってきたが、ついに一度たりともユミカに勝つ事が出来なかった。

　帝国は現在北東リュナス王国と交戦状態にあり、南西に兵を向けられないのではないかと蜂蜘蛛隊から報告があったが、シエルにはこの出来すぎた状じよう況きよう自体がユミカの策ではないかと思えてならなかった。

「僕らが遠征軍を送り出せば、ユミカは必ずフレリカに兵を向けるよ」

　その時、エナがカップを置いてシエルに訊いた。

「シエル、あんたはユミカがどれくらいの兵でここに攻めてくると思うの？」

「帝国は東方でリュナス・パルディナと交戦中だから、主力をこっちに向けられないはずだ。兵は五〇〇〇前後じゃないかと思う」

「それで、エリューディン遠征軍は？」

「まだ確定させた訳じゃないけど、四〇〇〇。残りの兵で本国を守る」

　ふむ、と眼鏡めがねを弄いじくるエナ。

「悪くないんじゃない？　いくら相手があのユミカでも、モロ城を兵三〇〇〇で固めていれば、簡単には落ちないわ」

「そう思うでしょ？」

　その言葉に、眼鏡を弄るエナの手が止まった。

「どういう意味よ？」

「相手が少々名の知れた程度の将ならまず落とせない。でもユミカは天才だから、どんな手を使って攻めてくるか予想も出来ない。三〇〇〇じゃ不安なくらいだよ」

　シエルは頭を搔きながら、マギーの隣に腰掛けた。

「あにき、そもそも何でそのユミカっていう人が来るって分かるですか？」

　マギーが首を傾かしげる。

「それはマギーが帝てい国こく四将の一人、征西将軍レンギルを倒したからだよ。四将はただの将軍じゃない。ラーカスを統一したトーレ帝国の、武の象しよう徴ちようなんだ。その一角を崩くずした僕らを放っておくはずがない」

「で、でも、帝国にはまだ四将がいて、大元帥ジンもいるですよ？」

「大元帥ジンは総司令なんだから、そう簡単には動けない。僕らはトゥルネー平原の戦いでレンギルを討った。この上、大元帥ジンにもしもの事があれば、その時点で帝国は終わると考えるのが自然さ」

「そう、です？」

「帝国はレンギルが倒されるとは思ってなかったはずだよ。ユミカ以外はね」

　その言葉に、ミオが前のめりになった。

「ユミカは、トゥルネー平原の戦いの結果を予想していたというのか!?」

「少なくとも征西軍自じ慢まんの兵器、井せい蘭らん塔とうを出せば敗れると思っていたはずだよ。でも僕はレンギルが絶対に井蘭塔で攻めてくるという確信があった。だから、それに備えた布ふ陣じんで迎むかえ討ったんだ」

　ミオは目を丸くしてエナ、マギーと顔を見合わせた。

　トゥルネー平原の戦いはフレリカ軍対帝国征西軍の戦いだったが、その裏では天翔虎カルーデイアの軍師シエルと天竜姫テユリオンの軍師ユミカの戦いでもあった。そして何より、その勝敗は帝国にとってもフレリカにとっても、大きなものだった。

「レンギルの敗北を帝国で一番重く受け止めているのはユミカだよ。だから今度は絶対にユミカが来る。間ま違ちがいない」

　シエルは頭を搔きながら天を仰あおいだ。

「そこまで予想出来ているなら、何でエリューディン遠征なんかするのよ。それよりフレリカ本国の防衛に力を注ぐべきじゃないの？」

　エナのその言葉に、シエルの手が止まった。

「レンギル亡き今をおいて、エリューディンを攻こう略りやくするチャンスはないからだよ。だからユミカの策に乗せられない人物がしっかりとモロを守り、その間にエリューディンを落とすのが最上だと思う」

「その人物とは、誰だれだ？」

　シエルは立ち上がってドアに近づき、ミオの問いに答えた。

「勿もち論ろん、僕さ。それじゃ行ってくるね」

　そう言い残し、シエルは部屋を後にした。

「……また論ろん招しよう廟びようか。シエルは一体、どんな人物を求めているのか」

　ミオが溜ため息いき混じりにそう漏もらした。

「シエルはきっと、自分に代わる軍師を探しているんですよ」

　エナが眼鏡を外し、ガラスに付いた埃ほこりをふっ、と飛ばして言った。

「何!?　シエルに代わる軍師など、そう居るものではないだろう？」

「その通りですわ。もう少し正確に言えば、エリューディン遠征軍の参さん謀ぼうになれる人材を欲ほつしているのです」

　エナがマギーに目を向ける。マギーはコーヒーを飲む手を止め、身体からだを震ふるわせた。

「我がフレリカにはマギーやザグロニア、フレイなど、将軍級の武将は揃そろってきています。それに対して策略を練り、彼らに助言できる者はシエルしかおりません。シエルがどれほど有能でも、一人でエリューディン遠征と本国防衛を同時に行うのは不可能です」

　エナが溜息まじりに言った。

「そうでしたか……あにきは兵の訓練をボクらに任せてましたが、いつエリューディンに出兵するかは言わなかったですよ」

　マギーが膝ひざに手を乗せ、足をびょんびょんと伸のばしたり畳たたんだりしていた。

「それであねき、最近あにきがよく行っている、ろんしょうびょう、って何です？」

　首を傾げ、大きな瞳ひとみをぱちくりさせて訊くマギー。

「論招廟はシエルの発案でルイユノークに設けた施し設せつよ。在野に眠ねむる人材を探してはいるけれど、上手くいかなくて。だったら顔は売れていなくてもフレリカの為に働きたいという人物の意見を聞いてみたいってね。そういう人達の意見を集めてある場所なの」

　エナは眼鏡をくいと上げて立ち、言葉を続けた。

「確かに天翔虎カルーデイアの軍師と呼ばれているシエルは飛び抜ぬけているけど、シエルは一人しかいない。あたし達は天下統一を目指してるんだから優ゆう秀しゆうな人材はいくらでも欲しいのよ」

　ミオはそう言うエナの顔に視線を向ける。

「で、どうなんだ。まだ、これという人物が現れたという報告は受けていないが？」

　そう言われると、エナは天を仰いでソファに腰こしを下ろした。

「どの者もみな口先ばかりで、少し深く質問すればたちどころにボロを出します。挙げ句の果てにはあたしやシエルを子供呼ばわりし、捨て台詞ぜりふを吐はいて去る者までおりました」

「そうか……道は険しそうだな」

　ミオも嘆たん息そくし、足を広げてその上に肘ひじを載のせ、頰ほお杖づえをついた。

「まあ、いずれにしてもシエルは遠征の準備も進めております。論招廟からこれという人物が現れなければ、その時は遠征軍の指揮官にザグロニア将軍、参謀にはあたしが就く事になっております」

「ほう、ザグロニアにエナか。それはそれで充じゆう分ぶん心強いぞ」

　エナはフレリカ王国の内政を司る「左尚書」であり、右尚書ドリス・カーター侯こう爵しやくと共にフレリカの双そう璧へきを成す内政官だ。だがエナはシエルと共に帝都で学んでいた頃ころ、シエルから軍略を教わっていたので、参謀としての基き礎そ知識もある。

　その右尚書ドリスは現在、モロの城で政務を行っている。エナとドリスはどちらも優れており、この二人が行う政策は住民に優しく、冒険者や旅人、傭よう兵へいにも手厚い。おかげで僅か三都市しかない新生フレリカ王国だが、その注目度はラーカスで一番だった。

「ボクもエナのあねきが参謀ならいいと思うですよ。そうと分かれば、もう少し兵を鍛きたえるです！」

　マギーがにぱっと笑い、立ち上がる。

「ちょっとマギー、やりすぎてフレイみたいに兵に逃にげられたりしないでよね？」

「う……そ、そうですね、にはは……」

　苦笑いするマギー。

　フレイが率いる軍の強さは圧あつ倒とう的てきで、単純に目の前の敵を叩たたく、という事に対しては右に出る者はない。だがその反面、フレイによる兵の調練は苛か烈れつであり、訓練中に命を落とす者まで現れる程である。

　マギーとフレイ、そして天翔虎カルーデイアの軍師シエルは義兄妹の契ちぎりを結むすんでいる。攻武のフレイ、守武のマギー、軍略のシエルはそれぞれが苦手な部分を補う事が出来る、理想的な義兄妹だった。

「それじゃあ行って来るですっ！」

　マギーはエナのじとっとした目に耐たえられず、子ウサギのように走り去った。

「さて、あたしも内政府に戻もどります。民からの嘆たん願がん書がまだまだありますからね」

　エナが立ち上がる。ふるると豊満な胸が揺ゆれた。

「おう、頼たのんだぞエナ！」

「…………」

「…………ん？」

　頰ほおを染め、微かすかにそわそわしているミオの様子を、エナは見み逃のがさなかった。

「またシエルのベッドでヘンな事しないで下さいよ？」

　エナがそう言うと、ぼふ、とミオの顔から蒸気が上がった。

「なー、ななななな、何を言っておるのだエナぁ？」

「英えい雄ゆう色を好む、とは申しますが、匂においで男を感じる性せい癖へきはあまり感心出来ませんわ」

「うわ────、あわわ、わわわわわ！」

　ミオは真っ赤になったり青くなったりと、忙いそがしかった。

「ミオ様はフレリカ王国の王女ですが、当然ながら跡あと継つぎがおりません。女系の王のしきたりを、お忘れないように」

「うう……わかってる」

　エナはミオの顔を見ず、そのまま部屋を出ていった。

　一人残されたミオはゆっくりと立ち上がり、シエルのベッドにその身を埋うずめた。

　シエルの匂いがする。それは鼻から肺へと入り、ミオの全身を火照らせた。

「しきたり、か」

　エナが言った女系の王のしきたり。それはラーカスで一いつ般ぱん的に広まっているもので、女系の王の夫にあたる者の処しよ遇ぐうについてである。女王の夫は実権を持たず政治に口を出せない「亜あ王おう」か、若しくは「相しよう国こく」という位に引き上げられる。

　兵権すらないので、何の力も持たないのだ。

「出来れば……」

　ミオはそれだけ言って瞳をゆっくり閉じ、シエルの残ざん滓しに包まれていた。




　その頃。

　ルイユノークの論招廟では、シエルが大量の上奏書に目を通していた。

「んー、どれもこれも駄だ目めだっ！」

　ぱさり、と机に書簡を放って頭を搔かいた。

　シエルはエナに頼み、書簡のテーマを「フレリカ王国の今後について」とした。

　そうして集められた上奏書の殆ほとんどがフレリカ王国を如い何かにして元の勢力に戻すのか、という部分で発想が止まっていた。中には帝てい国こくに降こう伏ふくし、自治権だけでも得るべきだなどという意見まであった。

　シエルが求めているのは、そういう小さな人物ではない。帝国を倒たおし、フレリカ王女ミオを覇は者しやにする為ための策を共に語れる者を探しているのだ。

「やっぱり、そう簡単にはいかないか……」

　シエルは嘆息し、大きく伸びをする。背骨がぱきぱきと鳴った。

　帝国を倒す、という意見を持つ者が全くいなかった訳ではなく、そういう人物は論招廟に招しよう聘へいして意見を聞いた。だが、どうやってあの強大な帝国を倒し、フレリカを天下の覇者にすべきか。その点を語る者は、残念ながらこれまで一人も現れなかったのである。

　シエルは立ち上がって、堆うずたかく積まれた上奏書に目を落とす。

　その中に鮮あざやかな赤色の封ふう筒とうが混じっているのが目に入った。

「ん？」

　シエルは山の中からその封筒を引き出してみた。差出人はルイユノークにある宿屋「森しん海かい亭てい」の〝Ｎ・Ｌ〟とある。論招廟に上奏する書類は国が用意した指定の茶色い封筒を使って提出するのが一般的なのだが、よりにもよって帝国のシンボルカラーである〝赤〟を選んできた辺り、このＮ・Ｌと名乗る人物には何か狙ねらいがあるように思えた。

「へえ……面白いね」

　赤い封筒を開き、そこから一枚の紙を出す。中には数十枚に上る超ちよう大作を送って来る者もある中で、僅わずか一枚というのもシエルの気を引いた。そして肝かん心じんの中身だが、その文章に目を走らせているうちに、シエルは全身が総毛立つ思いがした。

「これだ、やっと来た！」

　喜びの声が、自然と口をついた。

「エナ、そうだ、大急ぎでこれをエナに見せなきゃ！」

　シエルは慌あわててその紙を封筒に戻し、駆かけ出した。

　向かう先はエナが働くフレリカ王国内政府である。ルイユノークの一角にあるそれは、ここだけではなくヒューレ、モロも含ふくむフレリカ王国全体の内政状じよう況きようを調査し、それぞれの土地に合った政策を立案、実行するための機関である。

　木造の無骨な軍部とは違ちがい、大理石で造られた内政府は、大きさこそ城ほどではないが、それに負けない立派な建物だった。シエルは赤い封筒を片手に内政府の階段を上がり、息を切らせながら扉とびらを開けて中に入る。

「シエルさん、こんにちはー」

「あ、軍師。申しん請せい中の国防費、もう少し減らせないですかね？」

「シエルさん、蜂蜘蛛隊からの請せい求きゆうが多すぎて困ってるんですが！」

　エナの内政の根幹にあるのは〝質素倹けん約やく〟である。徹てつ底てい的てきに予算を圧縮して出費を抑おさえ、その上で効果的な政策を打ち出していく。

　故に、軍部はいつも内政府から倹約倹約とせっつかれているのだ。

　シエルは耳を塞ふさいですたすたと通り抜け、尚書室の扉を開けた。所ところ狭せましと並べられた書しよ棚だなの中は勿もち論ろん、五つある机、椅い子す、ソファに至るまでぎっしりと書類が積まれていた。

「エナ！」

　シエルが声高に叫さけぶ。部屋の奥、窓際の明るい場所に設置された机に、右手で眼鏡めがねを弄いじりながら書類に目を通すエナの姿があった。

「あらシエル？」

　シエルが座る椅子が目の前にない事に気づいたエナは、立ち上がってきょろきょろと辺りを見み渡わたして手て頃ごろな椅子を見つけ、机の前にそれを滑すべらせる。

「まあ座ってよ。今、コーヒーでも淹いれるよう言ってくるから──」

「全部後でいい。それより、見てもらいたい物があるんだ！」

　シエルはじれったそうにエナの隣となりに寄り、赤い封筒から紙を出して机に置いた。

「これは……まさか、来たの？」

「読んでみて」

　きりりと眉まゆを上げ、口の端はしに笑みすら浮うかべているシエルの表情に、少し頰を赤らめたエナが、こほんと咳せき払ばらいして書簡に目を通した。文章は要点のみを書き記したもので、実に明快である。

　そして肝心の内容は、驚おどろくようなものだった。

『フレリカ王国が長く繁はん栄えいする為には、ラーカスを統すべているトーレ帝国を倒し、天下を目指さなくてはならない。現時点でフレリカはルイユノーク、ヒューレ、モロという三都市を支配下に置いているが、この西フレリカだけでは帝国を倒す力を養う事は出来ない。養えなければ、どれだけ兵が集まろうとも無意味である。

　そこで今すぐにフレリカが起こすべき行動は、西方の旧エリューディン王国領を支配下に置く事である。北はトーレ帝国が確固たる地位を築いているし、東はパルディナ、リュナスが台頭している。この三国は近いうちに大きな戦いを起こし、疲ひ弊へいしていくだろう。

　その間にパルディナは旧エリューディン領を奪うばい、国と将兵を鍛え上げ、一気にトーレ帝国の帝てい都とヴァスガイア・トーレを落とし、天下に覇はを唱える。

　これがフレリカ王国による天下統一までの、最良の方法である。　──Ｎ・Ｌ──』

　エナは思わず眼鏡を右手で取り、ふー、と息を吐いた。

「す、凄すごいわね。まさかここまでシエルと同じ事を考える人物がいるなんて」

　シエルが慌ててエナの許を訪れたのは、まさにこのエナの言葉が理由だった。

「僕も驚いたよ。この人物は是ぜ非ひともフレリカに欲しい。だからすぐにでも使いを出してほしいんだ」

「わかったわ。急いで手配するから、その封筒もちょうだい」

　シエルが封筒をエナに渡わたすと、エナは再び眼鏡をかけ、ドアを開けて叫んだ。

「誰だれか、大至急この封筒を持って森海亭に行って、その人物に会えたらすぐ登城するよう伝えて。左尚しよう書しよエナ・ワトソンと軍師シエル・スノーハートが会見したいとね」

　その声で三人の女性内政官が争うようにエナの許へ駆けてきた。

「「「はい、直ちに行って参りますお姉様っ!!」」」

「うん、頼んだわよ」

「「「はい」」」

　三人の内政官は、我先にと命令を受けて走り去った。

「は……早いね」

　その様子を、シエルは呆あつ気けにとられながら眺ながめていた。

「当然よ。早さを求められるのは何も兵の動きだけじゃないわ。あたしは常々、早さこそ最も大事な能力だと部下に教えているの。一〇〇パーセントの仕事を納期に持ってきてもあたしは褒ほめない。それよりも三〇パーセントの完成度で納期よりずっと早く出してくれれば、その時点で様々なアドバイスが出来るから、最終的には一〇〇パーセントを超こえる仕事になっているものよ。そういう人材を育てるようにしているわ」

「へえ、さすがだね」

　それにしても、命令を受けた内政官が何な故ぜに全員女性で、しかもお姉様と呼んでいたのだろうか、という疑問は胸の奥に押しやってシエルは唸うなった。

「そのＮ・Ｌという人物が、まだ森海亭に居てくれればいいけれど……」

　エナの心配の声に、シエルは頰ほほ笑えんで首を振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。Ｎ・Ｌは必ず森海亭で、僕らからのアクションを待っている」

　シエルがそう言うと、エナは目をぱちくりさせた。

「わざわざ論招廟に自分の意見を出してきたんだから、功名心があるのは間ま違ちがいない。それに定形の封ふうを使わず、帝国の色を使ったＮ・Ｌからは、是ぜが非でもフレリカで働きたいという意思を感じる。大丈夫、Ｎ・Ｌは必ず僕らの前に現れる」

　喜びを素直に表現するシエルの顔を見て、エナはほんの僅かにＮ・Ｌという人物に対して不安を感じていた。

　それから三日後。内政府の応接室にＮ・Ｌ現る、の報をエナから受けた時、シエルは義兄妹の将軍フレイ、マギーらが行っていた兵の調練を視察していた。

　本心では飛んでＮ・Ｌに会いに行きたかったのだが、急激に増えた兵士らの訓練は、フレリカ軍総司令官として大事な仕事だった。

　フレリカ軍は帝国の四将、征西将軍レンギルを討った「トゥルネー平原の戦い」以後、帝国の治世を良しとしない者達が続々とフレリカにやって来た。

　だが、人が集まっただけで帝国を倒せるなら、それほど楽な事はない。

　シエルは将軍であるフレイやマギー、その一つ下の千人長ラミナ、リンシア、三百人長マードック、カリノらに至るまで厳しく兵の訓練を行うよう指示を出し、軍令違い反はんを行うような兵は、どんなに経験や才能があろうと苛か烈れつな罰ばつを科した。

　初めは口だけが一人前だった兵士らも、このフレリカ軍の厳しい訓練の前に語る言葉を失う。強い意志のない者は十日と経たずに兵舎から姿を消した。

　それでも、これだけの数がフレリカ軍として残っているのである。

　シエルは各軍の動きにひとまず合格点を出し、慌てて内政府に向かった。

　多くの内政官に声をかけられつつ、シエルはＮ・Ｌとエナが面談をしているという応接室の前に立った。

　シエルの他に、フレリカ王国を覇者にする方法を知る者。一体どんな人物なのだろうか。

　じっとり汗あせをかいた手でドアノブを握にぎり、扉を開いて部屋に入った、その時だった。

「あ────っ、やっと来たか、シエル・スノーハートぉ！」

　少し緊きん張ちよう気味だったシエルを迎むかえたのは、予想に反して甲かん高だかい少女の声だった。

「え、え？」

　シエルが目をぱちくりさせて声の主を見た。

　癖くせが付いた薄うすい青の髪かみに、銀のヘアピンが刺ささっている。強きよう烈れつな自信と意志が宿った緑色の瞳ひとみ。気の強そうな眉。華きや奢しやにも見える細身の体つきはまだ未成熟の果実を思わせる。上半身には盗とう賊ぞくがよく使うレザーアーマーを着用し、白いミニスカートと薄うす茶ちや色いろのロングブーツを履はいていた。

　少女は怒おこっているような表情で、僅かな膨ふくらみを強調するかのように胸を張っている。シエルは、その少女を知っていた。

「Ｎ・Ｌって……君だったのか」

「何よその反応っ！　相っ変わらずムカつく奴やつねっ！」

　シエルはがっかりした訳ではなかったのだが少女はそう受け取ったらしく、両りよう腕うでをぶんぶん振って怒いかりを露あらわにした。

「ちょ、ちょっと待ってよ二人とも。知り合いなの？」

　状況が飲み込めなかったのはエナである。

　エナはシエルが来るまで彼女から色々と話を聞き、確かに優れた軍才を持っていると思ったが、それがシエルの知っている顔だというのは予想外だった。

　シエルはぷんすか怒る少女に嘆たん息そくしつつ、エナの隣に座って口を開いた。

「彼女はニーア・リーベルン。帝てい国こく学問所で僕と一いつ緒しよに学んだ仲だよ」

「えっ!?」

　そう聞いて、エナは思わずニーアの顔を見た。

　先の帝国大軍師アルセル・ディオラといえば〝天竜老デユロン〟という道号を持ち、間違いなくラーカスの歴史に名を残す人物であると同時に、シエルに〝天翔虎カルーデイア〟という道号を与あたえ、軍略を教えた師でもある。

　ディオラが道号を与えた軍師はシエルの他に、現帝国大軍師である〝天竜姫テユリオン〟ユミカと、帝国を裏切ってパルディナ王国を再興し、ラーカス南東に勢力を広げている〝天翼狼ジオード〟アレイアのみである。

　いずれにしても、今のラーカスを動かしている人物たちなのだ。

「ニーア、何故君がフレリカに？」

「…………」

　シエルの言葉を、膨れっ面つらで無視するニーア。

「ニーアちゃん、何でかしら？」

　エナが優しく問う。

「帝国には先が無いと判断したからよ」

『何でエナが聞いたら答えるの!?』

　納得いかないシエルに、猛もう然ぜんと嚙かみつくニーア。

「うっさいわねー。私はあんたが大っ嫌きらいなのよ！」

「えう、ぼ、僕、君に何かしたっけ？」

「何もしてないわよ！　あんたは眼中にも無い相手に何か出来るの!?」

「う……」

　ニーアは息を荒あららげ、叫ぶようにシエルを口こう撃げきする。

「ちょっと待ってよ。ニーアの考えが全然分からないよ。そんなに僕が嫌いなら何でここに来たの？」

　シエルの困こん惑わくは尤もつともである。ニーアはジャンプしてソファに腰こしを落とし、腕うでを組む。

　実に偉えらそうだった。

「話を戻もどすけど、帝国ではラーカスの覇は者しやの象しよう徴ちようとして、近いうちに数十万人規模の民を強制徴ちよう用ようし、大だい宮きゆう殿でんを建造するらしいわ。今や皇こう帝ていに意見出来るのは大だい元げん帥すいジンと、大軍師ユミカの二人だけ。それ以外の人間が皇帝の意に沿わない事を言えば、即そつ刻こく打ち首か懲ちよう役えき刑けいよ」

　怒りながら話すニーアの言葉は、シエルとエナにとって実に興味深かった。

　今の帝国は、どこかおかしい。かつて大元帥ジン、大軍師ディオラをはじめ、最強の将軍と謳うたわれた帝国四将が圧あつ倒とう的てきな武力を天下に示し、トーレ帝国の支配は盤ばん石じやくだった。

　ところが今はトーレ皇帝が気分で決めた法令が民を苦しめ、帝国はこれまでの絶対的求心力を失いつつあった。

「それでも帝国にラーカスの将来を委ねようとしている忠臣は数かず多おおいけど、私は違ちがう。何せ現トーレ皇帝の跡あと継つぎが、皇帝よりも更さらに酷ひどいカーチス卿きようだからねぇ。沈しずむと分かっている船にいつまでも乗っているつもりも、そこまでの恩義もないわ」

　ニーアは深い溜ため息いきをつき、シエルとエナを交こう互ごに見た。

「……とまあ、ここまでがまともな方の言い訳」

「じゃあ、まともじゃない方を聞かせてくれる？」

　エナが笑顔で言うと、ニーアは眉まゆを吊つり上げてシエルを睨にらんだ。

「学問所時代、私や他の同門生に目もくれなかったユミカ、アレイア、シエルの三人を超こえたい。でも、そうするには帝国じゃ駄だ目めでしょ？」

　シエルは怯おびえつつ、そう宣言したニーアのまっすぐな視線を受け止めた。

　確かにシエルはユミカ、アレイアという自分より優れた軍師に追いつき、追い越こしたいと賢けん明めいに学んだ。だがその背後で、自分と同じような思いを抱いだく人間がいた事には、全く心を配らなかったのである。

「でも、帝国を出しゆつ奔ぽんするからには自分の才を存分に試したい。そう考えると軍略、戦術を軽視し、豪ごう傑けつばかり集めるリュナスは論外。天翼狼ジオードの軍師アレイアが居るパルディナは宗教国家だからここもパス。そうなると、もう選せん択たく肢しはないでしょ？」

　ニーアはそう言うと、立ち上がって再び胸を張ってシエルを睨みつけた。

「軍師として即そく戦せん力りよくになれる人材は、ディオラ先生の門下生でもそう多くない。でも私は絶対、ラーカスで認められる軍師になる。だから……」

　目を丸くするシエルに、差し伸のべるように手を出した。

『私を、フレリカで使いなさいっ！』

　そんな自信満々のニーアに、シエルもエナも言葉を継つぐ事が出来なかった。




　その日の夜。

　例によってミオ、エナ、フレイ、マギーがシエルの館に集まり、メイドのレネリーが人数分の香こう茶ちやを一人ずつ渡わたしていった。

　ミオはシエルが座るソファの隣となりに腰を下ろし、テーブルを挟はさんだ対面にエナとマギーがふかふかのソファに腰を沈めている。フレイは相変わらず、暖だん炉ろの上にある来客用のラム酒に手を伸ばし、立ったままちびちびと飲んでいた。

「しかし、まいったわねえ。今まで強気な人は何人かいたけど、あの子ほど突つき抜ぬけてるのは初めてね」

　そう漏もらしたのはエナである。

「いいじゃないかエナ。少なくとも論招廟に寄せた書簡には心打たれたのだろう？」

　ミオがレネリーのお茶に口をつけようとする。

「あっ！　駄目だよミオ。レネリーを疑う訳じゃないけど、一応ね」

「え、あ、そうか」

　国王であるミオが口にする物は、仕入れの段階から充じゆう分ぶんに精査されている。王城の厨ちゆう房ぼうは勿もち論ろんだが、ミオがよく食事をするシエル邸ていでも同じだった。

「じゃあレネリー、いつものようにお願いね」

　シエル邸での毒味役はレネリーなのだが、今日に限ってレネリーは今にも泣きそうな顔になった。

「はあう、え、えと……誠に申し訳ないのですが、実は風か邪ぜを引いておりまして……もし陛下に感う染つしてしまったらと思うとその……」

「あ、そうなんだ。じゃあ──」

　シエルがミオのカップを手にし、一口含ふくむ。

『ふおっ!?』

　ミオが叫さけびながら頰ほおを染める。

　何故かエナまでミオと声を揃そろえて吼ほえていた。

　シエルは口の中で香かおり、味などを慎しん重ちように吟ぎん味みし、異常がない事を確認して喉のどへと通す。

「うん、問題ないよミオ」

　笑顔でカップを手て渡わたすシエル。

「お、う、そうか」

　ミオは手を微かすかに震ふるわせながらカップを受け取ると、顔を赤くして中を覗のぞき込んだ。

「うん、何？」

　シエルが首を傾かしげる。

「ここ、これはいわゆる、か、間接──」

「え？」

「何でもない！　この香茶だけは、絶対誰だれにもやらんからな！」

　ミオは必死にシエルからカップを遠ざける。

「そんな……取りあげないよ」

「そ、そうだよな。では、よ、喜んで飲ませて貰もらうぞっ！」

　ミオはそう言って、手にした香茶を一気に口へ流し込む。

『あつ────っ！』

　熱々の香茶を、シエルの顔に噴ふくミオ。

『ぎゃああああああ、め、目がああ！』
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　シエルは顔面を押さえながらソファから落ち、床ゆかを転がり回った。

「うわあっ、すまんシエル！」

　ミオは釣つり上げられた魚のように足をばたつかさせるシエルの横でおたおたしていた。

「ところで姉貴、そのニーアっつー女はこれからどうすんだ？」

　フレイが、酒の入ったグラスを片手にエナとマギーの後ろから訊たずねた。

「とりあえずニーアには正式な任官状を与えたわ。立場上はシエルを補ほ佐さする副軍師として軍務に当たってもらう事になるわね」

「へえ、いくら兄貴と同門だからって、いきなり副軍師かよ。大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　フレイが顔を歪ゆがめる。

「あたしとシエルが認めたんだから、そう破格な待たい遇ぐうじゃないわ。あれほどの人物だもの、好条件を出さなかったせいで他国に走られたら大変な事になるわ」

「でもよー、まだ実際に優ゆう秀しゆうかどうかはわからねぇだろ？」

　フレイはニーアの好待遇に対し、あからさまに不満を口にしていた。

　フレリカ軍総司令官でもある軍師シエルは、文句なくフレリカ王国の全武官の頂点に立つ。ニーアが与えられた副軍師という役職はフレリカ王国で二番目に力を持つ軍師であり、将軍と同格なのである。

　血を流して今の地位を得たフレイにしてみれば、面白くなくて当然だった。

「だからエナはとりあえずって言ったんだよ。もしニーアが副軍師に相応ふさわしくないなら、容よう赦しやなく降格させる。それなら文句ないでしょ？」

　シエルが顔をさすりながらソファに戻る。

「そもそもディオラの学問所は帝国の次代を担う人材育成の場だったから、才能が無くて努力も出来ない人物は早々に消えていった。その中でニーアは僕が出奔するまで学び続けてたんだから、無能な訳がない」

「兄貴がそう言うならいいけどよ……中ちゆう途と半はん端ぱに兵を動かせる程度じゃ、動かされるオレらはたまんねえよ」

　フレイは不満顔のまま、グラスに酒を注いだ。

「まあ、明日あしたから兵の調練もニーアにやってもらうから。フレイ、マギー。お前達はしっかりとニーアを観察するんだ。従えないと思えば堂々とそう言っていいからね」

「おっ、いいのか兄貴？　納得いかなかったらバンバン言わせてもらうぜ？」

「フレイもマギーも将軍なんだから、それでいいと思うよ。その権利も実績もある」

　シエルの言葉に、フレイはにやりとした。

「じゃあ、ボクも頑がん張ばるですよっ！」

　マギーも勢いよく立ち上がり、フレイに続いて拳こぶしを天に掲かかげた。

「ではシエル、ニーアはお前に預けるぞ。ニーアの実力が本物なら……」

　ミオがそう言うと、その場にいる全員の顔に緊きん張ちようが走った。

「うん。いよいよ新生フレリカ王国は、帝てい国こくに攻こう勢せいをかける」

　シエルの口から、ついにその言葉が放たれた。

「目標は、エリューディンだ！」
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「こらそこ～～～～～っ！　ちゃんと私の合図を見てたのかぁ!?」

　冬の青空に、甲かん高だかい声が突き抜けていく。

　フレリカ軍副軍師に任じられたニーア・リーベルンは翌日から早速馬に跨またがり、訓練場を駆かけ回りながら将兵に細かい指示を与あたえていた。

「いいか～っ、剣けんを振ふり、馬に乗って走り回るだけが訓練だと思うな～！　それを一糸乱れず出来なきゃ、何の意味もないんだからなっ！」

　薄うす青あお色のショートヘアをさらさらと風に靡なびかせ、馬上にも拘かかわらずミニスカートのまま、ニーアはまるで牧羊犬のように兵らの周りを走りながら檄げきを飛ばしていた。

「おいおい将軍、いくらなんでもやりすぎじゃねぇのかあの女ぁ」

　千人長のラミナが、槍やりを担いでフレイの許へやって来た。

「ここまで休きゆう憩けい無しで、兵達を動かしっぱなしだぜ」

「だがなラミナ、あの女も動きっぱなしだぞ？」

　フレイの言葉に、ラミナはハッとして訓練場に目を向ける。

　ニーアは馬上から、長なが槍やり部隊に細かな指導をしていた。

「いいか、よく聞け！　帝てい国こく自じ慢まんの重じゆう鎗そう騎き兵へい隊たいに正面からぶつかれば、確実にこちらが負ける。それを止めるには側面から攻こう撃げきするか、足を狙ねらうかしかない。お前達が持つ槍は見たところ一いつ般ぱん的に流通している物よりも少し長い。シエル軍師はそれをわかっていて、お前達にその槍を託たくしているんだ。つまりこの長槍部隊には、軍師もミオ王女も期待している！　腰こしを落とせ！　姿勢を低くして敵の膝ひざを狙うようにイメージしろ！」

『おおおおっ！』

　天翔虎カルーデイアの軍師シエルと、フレリカ王女ミオから期待されているという言葉が、兵達の心に不思議な力を植え付けた。

　そしてニーアはすかさず馬の踵きびすを返し、今度は弓隊に向かって声を荒あららげた。

「こらあ弓兵どもっ！　お前達はそんなひょろひょろ矢しか放てないのかーっ？　弓兵は前線の兵より力が無くても務まると勘かん違ちがいしている奴やつがいたら、水を被かぶってこい！

　味方の頭を飛び越こして敵てき陣じんに矢を放つには、相当の力が必要なんだ。前線の兵を守り、フレリカに勝利をもたらすのは俺達なんだ、という自負を持て！」

『はいっ、副軍師！』

「そんでもって騎き馬ば隊ぃ、お前らが一番なってない！　そんなんで屈くつ強きような帝国兵と戦えると思ってるのかあー！　馬に乗ってるだけで強くなった気でいるんじゃない！

　足を止めずに走れ。騎馬隊の命はスピードと、そこから生まれる爆ばく発はつ力だ。守りは弓兵と長槍兵に任せればいい。目の前の敵は絶対に討ちもらすな！　俺達の方が強い、帝国軍なんぞ丸まる吞のみにしてやる、くらいの気持ちがない奴は、氷水を被ってこ──い！」

『うぐっ……やってやらあっ！』

　それぞれがニーアの檄を受け、目の色を変えて訓練に当たっていた。

「まだ初日だが……正直あの女には驚おどろかされてる」

　フレイは腕うでを組み、鷹たかのように鋭するどい目で訓練場を駆け巡めぐるニーアを睨ねめつけた。

「兄貴はあまり細かい事を指示しない。それは多分、オレら将軍に考えさせ、将も兵も一体となって訓練させるつもりだったと思うんだ。ところがあの女は兄貴の意図を理解した上で、それを身体からだに叩たたき込ませようとしている。今になって、兄貴とエナ姉がああいう人材を求めていた本当の理由がわかった気がするぜ」

「でもよ将軍、あたいらはあの征西将軍レンギルに勝ったんだぞ？」

　父であるザグロニア将軍譲ゆずりの癖くせっ毛を振り、フレイに言うラミナ。

「あの時、騎兵は周回術、弓兵は放物射しや撃げき、歩兵は槍そう術じゆつを徹てつ底てい的てきにやっただけだった。兄貴はレンギルの狙いがオレとおっさんだと気づいていたから、オレとおっさんが負けなければ勝てると思ってたんじゃねぇかな」

　おっさんとはラミナの父、元ゼルバーグ王国大将軍アルバーノ・ザグロニアである。

　確かに征西将軍レンギルを討った戦い「トゥルネー平原の戦い」は、フレイ、ザグロニアの奮戦と、マギーの強きよう襲しゆうで勝利を得た戦いだった。

「だが、今度は侵しん攻こう戦だ。天気、地形、昼夜、季節で大きく戦せん況きようが変化する。レンギルとの戦いがもしトゥルネー平原じゃなかったら、オレらは勝てたかどうかわかんねぇぞ」

　シエルはトゥルネー平原が戦場になる事を予見し、平地で効果を発揮する「二に輪りん獲かく翼よく陣じん」で帝国征西軍を迎むかえ撃うった。

　だが、兵を広く展開してしまう二輪獲翼陣はどこでも使える陣形ではない。ましてエリューディンはガーネ山にある為ため、山さん岳がく戦になるのは目に見えていた。

「そうか、だから軍師はレンギルを討った後、すぐエリューディンに攻せめ込まなかったんだな？」

　ラミナがそう言うと、フレイは大きく頷うなずいた。

「確かにオレらは帝国征西軍を討った。だが今のフレリカ軍で何時でもあん時の力を出せるかと訊きかれたら、オレぁ首を振るね。まともに背中を預けられる兵なんざオレと長い事一いつ緒しよに戦ってきた連中と蜂蜘蛛隊、それにザグロニアのおっさんのとこくらいだぜ」

　フレイと共にフレリカ軍入りした兵は五〇〇程度である。今のフレリカ軍は七〇〇〇もいるのに、フレイが認めている人数はあまりにも少なかった。

「でもなあ……将軍が本気で訓練すると、次の日に兵が居なくなってるからな……」

「ぐう、そ、それはオレが未熟だったからだな。それを教えてくれたのがあの女だ」

　ニーアの檄には、必ず「お前が次の戦の要になる」という言葉が込められている。そのせいかフレイが鍛きたえている時とニーアの時とは、兵の目の色がまるで違ちがった。

「こりゃあ認めねぇ訳にはいかねぇな。あの女は本物だ」

「いいのか、そんなに早く認めちまって──」

　ラミナがそう口にした時、ニーアがマギーをフレイ達の隣となりまで引っ張ってきて、説教し始めた。
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「マギー将軍、あなたがそんな事では困るわ！　蹴しゆう爪そう術じゆつの使い手だというのは聞いてるけど、槍や剣も覚えなさい！」

「でも、腕わん力りよくじゃ男には勝てないですから──」

「何もフレイ将軍やザグロニア将軍のようになれとは言ってないわ。あなたが剣も槍も使えなくて、どうして兵にそれを教える事が出来るの？　それともあなたの部隊は、全員蹴爪術使いでなくてはならないの？」

「うう……そういうワケじゃ……あうう……」

「いいですか将軍。あなたは征西将軍レンギルを討ち、今や帝国で最も危険視されている人物だという事を自覚して。将軍はフレリカで一、二を争う程強い。だからこそ、その上を目指さなきゃ。ね？」

「ぐす……はいです……」

　涙なみだ目のマギーの頭を、ぽんぽんと優しく叩くニーア。

「おうニーアちゃんよ、オレには何か教えてくれねーのか？」

　腹に響ひびく様な太い声でフレイが叫さけんだが、ニーアは平然とフレイの許へ歩いてきて、懐ふところから一冊の本を取り、差し出した。

「武の面で将軍に言う事はないわ。戦況次第ではレンギルの首はあなたのものだったかもしれないし。ただ、もう少し戦術を学ぶべきだわ」

「え？」

「今は帝国がラーカスを支配しているけど、戦乱の時代よ。将軍はいつだって兄貴がいれば何とかなるって思ってるでしょう？　それじゃ駄だ目め。シエル・スノーハートも人間なんだし、何が起こるか分からないわ。その時、将軍がただケンカが強いだけの男になるか。それとも義弟としてシエルの意志を継つぎ、フレリカ王国を担う人物になるか。今がその分ぶん岐き点だと思いなさい。分からない事があれば何でも聞いて。それじゃね」

「お、おう」

　ニーアはフレイににこっと笑い、すたすたと歩いて騎き乗じようし、また訓練場に広がる兵の海に飛び込んでいった。

「確かに決まりみたいだな、将軍」

　ラミナがフレイの肩かたに手を置く。

「ちくしょー、勉強は苦手なんだがなあ……ああ言われちゃ、やるしかねぇじゃねぇか」

　すっかり気落ちし、大きな身体を丸めてしょんぼりと本に目を落とすフレイの姿が滑こつ稽けいで、ラミナは思わず声を上げて笑ってしまった。







　第二章　フレリカ軍、進しん撃げき







　新軍師ニーアが徐じよ々じよにフレリカの面々に認められていった、その頃ころ。

　トーレ帝国の帝てい都とヴァスガイア・トーレ。皇帝の居城であるヴァスガイア城の一室で、片かた膝ひざを突つく二人の人物と、その前の玉座に座る男がいた。

　玉座の男は、現トーレ帝国皇帝。

　その前に跪ひざまずく人物は帝国大だい元げん帥すいジン・ローディと、大軍師ユミカである。

　皇帝は二人を忌いま々いましそうに見下ろし、胡う乱ろんな目つきで乾かわいた唇くちびるを開いた。

「レンギルがやられたそうだな」

　そのたった一言が、ジンとユミカの双そう肩けんにずっしりとのしかかった。

「思い返せばフレリカ王女ミオの脱だつ獄ごく、追つい撃げき隊の壊かい滅めつ、リルガ橋での惨ざん敗ぱい、そしてトゥルネー平原……最近の我が軍は、馬の乗り方を忘れたのか？」

　皇帝の怒いかりは、爆発寸前だった。

「敗戦に次ぐ敗戦で帝国軍は各地で軽んじられておるそうだな。東ではリュナス・パルディナ連合軍、南ではティモリア草原でも敗れている。ジン、これはどういう事だ？」

「は、ははっ。全ての反乱には、反帝国軍リヴェラルウイングが関かん与よしております。現在、諜ちよう報ほう部を使ってこの組織を捜そう索さくさせてはおりますが、中々尻尾しつぽを出さないのです」

「ならば炙あぶり出せ！　余の在位中にこのラーカスを再び戦乱の地に陥おとしいれようとする輩やからは、女子供に至るまで全て処しよ刑けいせよ！」

「ははっ」

　ジンは顔色を変えず、ただ頭を下げる。

「そしてユミカよ。お前は先のトラインの乱を見事な策で鎮ちん圧あつして見せた。だがその後は、中々思い通りにいかないようだな」

　ユミカはその言葉に、項うな垂だれる様に頭を下げた。

「とはいえ、レンギルの敗北は自業自得な面もある。あの老いぼれ、お前の助言を無視して井せい蘭らん塔とうを出したらしいしな。だが貴様はディオラの後こう継けい者しやなのだ。それも織り込んで助言せねばならなかったのではないか？」

　皇帝の言葉を受け、ユミカは懐に手を入れる。

「ユミカ、無礼は──」

　慌あわててユミカを押え込もうとしたジンを険しい目つきで制し、ユミカはいくつかの駒こまをこつん、と大理石の上に置いた。

「レンギル将軍がもし敗北したら、という事を考えていなかった訳ではありません」

「ほう？」

　皇帝の眉まゆがぴくりと上がる。

　ユミカは手を動かし、駒を並べる。

　それは現在の、南フレリカの情勢を示していた。

　フレリカ王国を表す駒を五つ、その西に塔とうの形をした駒が置かれている。

「レンギル将軍は井蘭塔という兵器に絶対の自信を持っていました。敵軍師シエルもそれ承知しておりましたし、敵に奪うばわれたレンギル将軍のアーティファクト〝卸おん浄じよう咎きゆう〟の副作用セコンダリについても察しが付いていたでしょう。故に、近接戦せん闘とうに秀ひいでた将を井蘭塔の上に送り込めば勝てる……私でもそう考えます」

　ユミカはそう言って、フレリカを示した物の横に置いた駒を指で倒たおす。

　こつん、と小気味良い音がした。

「では、ここからフレリカがどう動くか。フレリカ王国はリルガ橋の戦い、トゥルネー平原の戦いという決死の戦を乗り越こえた割には、領土が未だ三都市のみ。そろそろ新たな領土を求めて動き出すでしょう。狙ねらいはレンギル将軍が治めていたエリューディンです」

　澱よどみなく語るユミカにジンも皇帝も、吸い込まれるかのように耳を傾かたむけていた。

「そこで私は、シュルツ将軍に一〇〇〇の兵を与あたえてエリューディンの拠きよ点てん、ルナリムとランカスタを防衛させております」

　ユミカは平然と、小さな駒をフレリカの西側に置く。

「何だと!?　レンギルと帝国征西軍を倒したフレリカ軍に対し、レンギルより劣おとる将軍とそんな僅わずかな兵で戦わせるのか！」

　皇帝が思わず腰こしを浮うかす。

「これは……誘ゆう引いんの計かい？」

　ジンがユミカの手許を凝ぎよう視ししつつ、呟つぶやいた。

「少し違いますが、そう思わせるのが狙いです」

「むう」

　ユミカの策は広くて深い。

　さすがの皇帝や大元帥ジンも、その核かく心しんにまでは届かなかった。

「話が前後しましたが、レンギル将軍を倒したフレリカの天翔虎カルーデイアの軍師シエルはこう考えるでしょう。帝国は東の戦線に兵力を割いているので、すぐには南に攻められない。故に、エリューディンを切り取り、勢力を伸のばすのは今しかない、と」

　ユミカは五つあったフレリカの駒のうち三つを、シュルツ将軍の駒の前に置いた。

「そしてフレリカが動けば、帝国は必ずその三都市に兵を向ける。その時、最も安全なのは遠えん征せい軍なので、ミオ王女を遠征軍の総大将に据すえるはずです」

「ほう……王女を戦場に出すか」

　皇帝が顎あごに手をやって唸うなった。

「レンギル将軍を倒し、勢いに乗るフレリカ軍です。いくら精強極まる帝国兵とはいえ、一〇〇〇では惨敗必至です。故に、シュルツ将軍には適当に戦ったら二度退たい却きやくしろと指示を出しています」

「二度？　という事は、ルナリムとランカスタは……」

「フレリカに預けます」

　ユミカはフレリカの駒を置いたまま、シュルツ将軍の駒を上へ、即すなわち北側へずらしていく。それを追うようにフレリカの駒が二つ、シュルツ将軍の駒を囲む。

　更さらに上へと逃にげるシュルツ将軍の駒を、フレリカの一つの駒が追った。

「これは……ディアナか？」

「はい。ここがフレリカ王女ミオの、終しゆう焉えんの地になります」

　ここに来て初めて、ユミカはフレリカの駒をことんと倒した。

「加えて平へい北ほく将しよう軍ぐんベルガーも動かし、平北軍全軍をエリューディンに向かわせます」

「ベルガーまで……大だい胆たんにして繊せん細さいな手を打つな、ユミカ。だが、ここまでお前の策は失敗続きだ。余はそう簡単に信じられんぞ」

　皇帝は玉座にどっかと腰を落とし、腕うでを組んでユミカを睨ねめつける。

「返す言葉もございませんが、この時点でまだ一手目です」

「ほう」

　ユミカは再び、駒に手をやる。

　それはフレリカ本国に残された、二つの駒だ。

「現在、フレリカ王国には三人の強敵がおります。旧ゼルバーグ王国大将軍アルバーノ・ザグロニア。そのザグロニアを一いつ騎き討うちで倒した千人斬ぎり将軍フレイ・フォルク。そしてレンギル将軍を討ったマギー・バイパー。今回の策の真意は別にありますが、彼らの力を分散し、各個撃げき破はしていくのも目的の一つです」

　ユミカの黒い瞳ひとみは一片の迷いも無い。

　その強い意志に、ジンも皇帝も吞のまれていった。

「では二手目を。エリューディンに遠征したフレリカを守るのはシエルでしょうから、私がアルルガ将軍、クラウ将軍、フローラ将軍を率いてフレリカ本国に攻せめ込みます」

「何!?」

　これにはさすがに、皇帝もジンも驚おどろきの声を上げた。

「は……はっはっは、これは面白い。天竜姫テユリオンの軍師が、天翔虎カルーデイアの軍師を討ちにいくか！」

　皇帝は目を見開き、如い何かにも楽しそうに声を上げた。

「ディオラ先生の意志を継ついだ帝国大軍師として、陛下のご期待に応えない訳にはまいりませんので」

「しかしユミカ、それだけの兵を出してしまったら再び東のリュナスがこの帝都を狙うんじゃないか？」

　ジンの言葉に、ユミカは全く動どう揺ようせずに言った。

「東の守りは四将、定東将軍ジョゼットに任せます。既すでに定東軍六〇〇〇、バルバリアに布ふ陣じんさせております。これまで反乱軍鎮圧に動いていたジョゼット将軍ですが、元々は守備戦の方が得意な将です。決して帝都にリュナス兵を入れる事はないでしょう」

「ふむ……では、私はどうする？」

　そう訊きくジンに、ユミカは首を振ふった。

「大元帥はまだ動く時ではありません。陛下の護衛と治安の維い持じに努めて下さい」

　ユミカはすっと立ち上がり、皇帝に向かって一礼後、凜りんとした表情で告げた。

「今のフレリカの躍やく進しんは天翔虎カルーデイアの軍師シエルによるものです。彼さえフレリカに居なければあの国を滅ほろぼす事など容た易やすいのです。陛下、どうか私に出兵命令を」

　皇帝は片かた肘ひじをつき、ユミカと目を合わせた。

　重苦しい空気が垂れ込める中、皇帝はにやりと笑って口を開いた。

「いいだろう。フレリカ王国軍師シエル・スノーハートを討ち取ってこい」

「お任せ下さい」

　ユミカは踵きびすを返し、歩き出した。

「待てユミカ。フレリカを打つ手はこれで全部なのか？」

　ジンの言葉で、ユミカの足が止まる。

　だが、ユミカは振り返らなかった。

「三手目は私の仕事ではありませんので。では、失礼します」

　そう言って去って行くユミカの背中は、凄すさまじいまでの怒ど気きを放っていた。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　翌月の帝てい国こく暦れき三九年二月。

　フレリカ軍は軍師シエルの号令の下、最終確認を行っていた。

　指揮台の上に立ち、ミオ、ニーアと共に行進する兵を見て、いよいよ準備は整ったと実感していた。

　抜ぬけるような青空の下、シエルらの前を行軍するフレリカ軍は、整然と並んでミオに敬礼し、訓練場を周回する。

　もう昼前だというのに、この日は日ひ陰かげの霜しもがまだ溶とけていない。南に位置するフレリカ王国にも、容よう赦しやの無い北風が城じよう壁へきを冷やしていた。

「シエル、お前はどうしても今回の遠征に行けないんだな？」

　ミオが凜り々りしい顔つきを崩くずさないよう気をつけながら、隣となりのシエルに声をかけた。

「はい、残念ながら。フレリカが動けば必ずユミカが攻めて来ます。ユミカとまともに戦えるのは僕だけです」

　シエルは北の方角に目を向け、拳こぶしを握にぎった。

「それでシエル・スノーハートは、一体どれくらいの戦力で遠征しようと考えてるの？」

　ニーアが行進している軍隊を睨みつけながら話す。

　睨まれた兵はびくんと身体からだを震ふるわせ、背中に力を入れた。

「四〇〇〇で行ってもらう事にした。何せ相手は天竜姫テユリオンの軍師ユミカだ。兵力だけでも互ご角かくでなければ、こちらの勝ち目は薄うすい」

「って事は、ユミカは兵三〇〇〇程度で攻めてくると読んでるのね？」

「うん。東の情勢もあるし、それ以上兵を割けないんじゃないかな」

「ふーん」

　ニーアはつまらなそうに返事した。

「それと今回の遠征軍は騎き馬ば隊重視で編制する。帝てい国こくに守備を固める暇ひまを与えず、一気にランカスタまで制圧するんだ。ランカスタはエリューディンの心臓部であると同時に屈くつ指しの要害だ。まずはここまで攻め落とさないとね」

　シエルがそう言うと、ミオが不安そうに訊いた。

「私は、どう動けばいい？」

「陛下には、遠征軍の旗印としてエリューディンに入って頂きます」

「え……」

　その瞬しゆん間かん、ミオの表情が僅かに曇くもった。

「ユミカはおそらく僕とミオ陛下の首を同時に狙ってくるでしょう。その時、僕は陛下を守りつつユミカを撃げき退たいする自信がありません」

「そんな……ミオ陛下には王都に居て頂いた方が安全に決まってるじゃないか！」

　目を丸くして抗こう議ぎするニーアに、シエルは首を振った。

「それは危険な考えだ。王都ルイユノークの地形を考えてほしい。東は魔ま物ものが眠ねむる森、西と南は海、北はヒューレ、モロとの街道だけしかない。もし僕が敗北すれば、帝国軍は簡単にルイユノークを包囲出来る」

「じゃあ何でそんな場所を王都にしたのさっ！」

「そのデメリットを補って余りある経済があったからさ。ルイユノークは西フレリカの一大都市だ。カジクの密森を狙う冒ぼう険けん者らが毎日訪れ、莫ばく大だいな資金を落としてくれている。そのお金で僕らは七〇〇〇もの兵を養い、オルム商会を通じて武器防具を購こう入にゆう出来たんだ。それにヒューレとの間にある穀倉地帯によって、兵ひよう糧ろうも潤じゆん沢たくに確保しているしね」

「むむむ～、シエル・スノーハート！　あんた何で内政の事まで詳くわしいのよっ！」

「国は内政と外交、そして軍力の三つで成り立っている。軍師という役職はその全てに精通していなきゃならない。局地的な戦に勝てても、何の意味も無いよ？」

「うるさいわね！　わか、わかってるようっ！」

　行進する兵の手前、表情こそ崩さないミオ、シエル、ニーアの三人だったが、様々な事を話していた。

　つい数ヶ月前まで拠点すら持たなかったフレリカ王国が七〇〇〇もの兵を持つ勢力になり得たのは、偏ひとえにダンジョンが近いルイユノークという都市の特異性に目を付け、それを国の資金に還かん元げんした左尚しよう書しよエナ・ワトソンの才覚によるところが大きい。

　だが、元々ルイユノークに資源を集中していたのは右尚書ドリス・カーターである。

　ドリスはフレリカに戻もどる時の事を考え、数々の手を打っていたのだ。その手しゆ腕わんと忠誠心が認められ、ドリスは要所の守りを任せられる人物として右尚書の地位についた。

「今回の遠征は侵しん略りやくではなく、帝国を倒たおす為ための足がかりとしてエリューディンを帝国の手から解放する戦いだ。フレリカの王女であるミオ陛下が自ら率先して、各地を帝国の手から救うんだとラーカス中に知らしめる必要がある」

　シエルがそう言うと、ニーアが再び嚙かみついてきた。

「それじゃ、ラーカスを力で制圧した帝国と結果は変わらないんじゃないの？」

「だからだよ。帝国と決定的に違ちがう事をするには陛下御おん自みずから侵しん攻こう先に赴おもむき、帝国の支配から市民を解放しに来たと公言しなきゃならないでしょ？」

「むむむむ～～～～！」

　シエルとニーアのやりとりを耳にして、ミオはくすりと笑って言った。

「ふふ、中々良いコンビじゃないか二人とも。ニーアは今やフレリカ軍の副軍師なのだ。そう頰ほおを膨ふくらまさず、シエルから様々な知識、知ち恵え、思考を盗ぬすめ。学び取ろうなどと思うなよ？　私がシエルよりニーアが優ゆう秀しゆうだと思い、それなりの功績を上げていれば、軍師の座はお前のものだ」

「へ、陛下……ありがとうございます！」

　ニーアは頰を赤くし、拳を握って喜びを表した。

「はは、僕もがんばらなきゃね」

「そうだぞシエル。どの世界でも切せつ磋さ琢たく磨まは大事だ。ニーアは才能がある。それを今後、どう磨みがいていくかによっては……ひょっとするかもしれんぞ？」

「そうあって欲しいです。僕も負けないよう努力します」

　シエルはそう言って、目を閉じて天を仰あおぐ。

　これまでシエルは天竜姫テユリオンの軍師ユミカと、天翼狼ジオードの軍師アレイアよりも優れた軍師になりたい一心で勉学に励はげんでいた。これは謙けん遜そんでは無く、まさか自分も彼らのような存在になっていたとは思いもよらなかった

　冷気を帯びた風が、シエルの頰に当たる。

（ユミカ……僕は、負けない！）

　きゅっと拳を堅かたく握って決意を新たにしていた、その時だった。

「軍師」

　いつの間にか指揮台の脇わきに、片かた膝ひざを突つく男がいた。一見、護衛兵のようないでたちだったが、それはシエルの私兵「蜂はち蜘く蛛も隊たい」の隊員だった。

「どうだった？」

　シエルが短く、そう言う。

「既に、軍師の邸てい宅たくにお招きしております」

　その時、シエルの目が大きく開いた。

「今から会おう。陛下、ニーアを少し借ります」

「おお、おう？」

　急にそう言われたミオが、混乱した表情で返事をした。

「ニーア、今からマギーと一いつ緒しよに僕の館に来てくれ。エリューディン遠えん征せいの鍵かぎを握る人物に会う」

「遠征の鍵……というと、郷きよう導どう士しか？」

　シエルはにっと笑い、指揮台をニーアと共に降りた。

　郷導士。それは各国の軍が遠征先の地形や天候、注意点などを軍に指し摘てきする、いわば案内人の事である。シエルは蜂蜘蛛隊の半数をエリューディンに投入し、この郷導士に相応ふさわしい人物を探し続け、役目が務まりそうな人物と接せつ触しよく出来たという連れん絡らくがあったのが一週間前だった。

　シエルが館に戻ると、レネリーが出で迎むかえてくれた。

「お帰りなさいませ、ご主人様」

「レネリー、僕へのお客は？」

「はい。蜂蜘蛛隊の方がお連れし、応接間にてお待ちしております」

　シエルはコートをレネリーに預けながら頷うなずいた。

「ありがとう。じゃあ今日は休んでいいよ」

「はい」

　いつものように頭を搔かきながら、足早に応接間へ向かう。

　ドアを開けると、暖だん炉ろの炎ほのおに温められた部屋の熱気が風となって廊ろう下かへと流れ出た。

　部屋の中央に大きなテーブルがあり、その上に獣じゆう脂し蠟ろう燭そくの燭しよく台だいが置かれている。窓から差し込む陽光のおかげで、蠟燭達は身を寄せ合って出番が来るのを待っている。

　そのテーブルを挟はさむように、三人掛がけのソファが置かれている。左手奥には暖炉があり、薪まきが焼かれてぱちぱちと音を放っていた。

　暖炉に近い方のソファに、一人の男が腰こし掛かけていた。

「貴方あなたが旧エリューディン王国のアンバー・ルチルさんですか？」

　シエルがそう声をかけると、男は少し憂うれいを含ふくんだ表情で、深く頭を下げた。

　歳は四〇に届くくらい。シエルに負けず劣おとらずの細身で、垂れ気味の瞳ひとみが印象的な人物だった。

「書簡では何度かやり取りがありましたが、こうしてお目にかかれて光栄です。軍師のご活かつ躍やくは遠くエリューディンの民にも聞こえております」

　アンバーが静かに立ち上がり、右手を差し出す。

　シエルはゆっくりと、その手を握った。

「時間が無いので本題に入りましょう。座って下さい」

「では、失礼して」

　アンバーがソファに腰掛けると、シエルもその対面に置かれたソファに座った。

　読めない人物。シエルの第一印象はそれだった。

「既すでにお聞き及およびとは存じますが、我らフレリカ王国は近いうちにエリューディンへ出兵し、かの地を帝国の支配から解放したいと考えております。そちらの情勢は？」

「酷ひどいものです。帝国征西軍がエリューディンに乗り込んで以来、エリューディンの民に心休まる日はありません。働ける男はみな鉱山に送られ、一日中働かされています」

　そこで言葉を句切り、香こう茶ちやが入ったカップを手にして口をつけるアンバー。

「我らはフレリカに未来を託たくしたいと思っています。故に、今日はこれを持参しました」

　アンバーは隣に置いてあったバックパックから筒つつ状じようの紙を数本出し、テーブルに置いた。

「これは？」

「エリューディンの地図です。我らは反はん帝てい国こく軍リヴェラルウイングと通じ、密かにこの地図を作っておりました。聡そう明めいな軍師殿どのならば、侵攻に備えて既に作成しているとは思いましたが、地元の人間しか知らないポイントを記しておりますので」

「そうですね。しかし、これは……」

　アンバーはそう言って、一枚目の地図を開きテーブルに広げた。

　確かに、シエルは蜂蜘蛛隊に命じて地図を作らせていた。だがガーネ山を丸ごと国土にしているエリューディンの地図は、高低差などを詳しよう細さいに作成するのが難しく、簡易的なものしかできなかった。ところが目の前の地図には高低差は勿もち論ろん、坑こう道どうへの入り口、森、崖がけなどの位置、更さらには気性の荒あらいガーネカモシカの群れの周回ルートまで記されていた。

「確かに、非常に良く出来た地図です。僕の手の者が作った物とは雲うん泥でいの差さですよ」

「光栄です。ただ、今回お持ちしたのはそれだけではありません」

「!!」

　アンバーがそう言って再度バックパックに手を入れ、テーブルに広げた物を見てシエルは目を剝むいた。それは蜂蜘蛛隊でも作成しきれなかった、ガーネ鉱山の坑道地図だった。

「ガーネ鉱山は広大な上に、地下四階まで掘ほられているラーカス最大の鉱山です。もっとも、強ごう欲よくなレンギルのお陰かげで殆ほとんどの鉱石は帝てい国こくに流れてしまいましたが」

　シエルはばりばりと頭を搔きながら、四枚の坑道地図を食い入るように見ていた。

　どの位置から、何の鉱石が採さい掘くつされているのか。アーティファクトが発はつ掘くつされたのはどこか。それらがフレリカに居ながらにして手に取るように理解できるのだ。

「これは、とんでもない物を……しかし、いいんですか？　もしエリューディンが僕らと同じように再興した際、これが僕らの手にあるのはあなた達にとって不利ですよ？」

「残念ながら、エリューディンは再興を考えておりません」

　これもまた、他国の軍師に漏もらしていいような話ではなかった。

「元々エリューディンは作物があまり育たず、狩しゆ猟りようと鉱石採掘が主産業の国です。他国よりも平地が少ない為に町や村も少なく、どうにも兵を養うのに向かない土地です。先の帝国との戦いは防衛戦でしたから、ある程度は戦えましたが、国として考えれば相対的に先細りする運命にあると我が主が話しておりました」

　頭を搔くシエルの手が、ぴたりと止まった。

　アンバーは今、確かに「我が主」と言った。それはエリューディンの王族が、国内のどこかに潜ひそんでいる事を意味している。

「お気持ちはわかりました。それでは──」

　その時、コンコン、とドアをノックする者があった。

「はい」

「失礼します、レネリーです」

「お茶？」

「いえ、ニーア様とマギー様がお越こしです」

「ああ、すぐにここへ通して」

「承知しました」

　それから間もなく、ニーアとマギーの二人が応接室に入ってきた。

「はー寒かったああああ！」

　ニーアが頰を手で擦こすりながら言う。

「ですねー、ボクも手が──！」

「!?」

　マギーがアンバーの顔を見たその瞬しゆん間かん、二人の顔が固まった。

「アンベリエルさん！」

「はは、驚おどろいたな……こんな所でお目めに掛かかるとは……マーガレット」

「「え？」」

　互たがいに名を呼ぶアンバーとマギーに、シエルとニーアは思わず声を漏らした。

「ちょっとアンバーさん、あなたアンベリエルって言うんですか？」

　ずっとアンバー・ルチルと聞かされていたので、シエルは驚いて訊たずねた。

「あ、ああ。すいません。エリューディンでは名が長いので、大体略名で呼び合うんです。しかし驚いた、征西将軍レンギルを討ったマギー将軍があのマーガレットだとは──」

「アンバーさん、ここではマギーです」

「ああ、すまん。つい、嬉うれしくてな」

　マギーの顔を見て、ようやくアンバーが表情を崩くずした。目頭を押さえ、込み上げてくる感情を必至に抑よく制せいしようとするその姿に、シエルは温かな人間らしさを見た。

「マギーの本名がマーガレット……それはいいとして、二人ともこの地図を見てくれ」

　シエルにそう促うながされ、ニーアとマギーがテーブル上の地図に目を落とすと、二人とも口を閉ざして集中した。

「まずマギー。アンバーさんの目の前で失礼だとは思うけど、時間が無いんでね。この地図、どう思う？」

　マギーはシエルにそう言われ、地図に両手を突いて口を開いた。

「……街道や拠きよ点てんの位置はボクの記き憶おく通りですし、かなり精せい巧こうだと思うです。ただ坑道の方は、ボクが知っている頃ころに比べて随ずい分ぶん変わってるですけど」

「充じゆう分ぶんだよ。ありがとう」

　シエルはその言葉で、この地図が本物である事を確信した。マギーがエリューディンを出たのは三年前である。三年も経っていれば、常に掘り進められている坑道は大きく変わっていて当たり前だ。

「ではニーア。この地図を見て、君なら何に気をつける？」

「んー、まずはガーネ山さん道どう。地図で見る限り山道は二本、上下に分かれてランカスタとトラインを結んでいる。この高低差から考えると……山道のランカスタ付近、この辺りで、雪崩なだれや落氷が起きているでしょ？」

　ニーアが地図を指さしてアンバーにそう訊ねると、アンバーが驚いたように答えた。

「確かに、その近辺は危険な場所です。特にお嬢じようさんが示した部分は氷の塊かたまりが成長し、巨きよ大だいな岩石のようになっている。今のように冬場ならばまず問題ありませんが、少しでも気温が上がってくると雪崩、落氷の最重要警けい戒かい地点になります」

　お嬢さん、と言われたニーアが頰ほおを思い切り膨ふくらませて胸を張った。

「私、これでもフレリカ軍の副軍師なのよっ!?」

「え！　あ……これはこれは、失礼しました」

　くすくすと笑うマギーとシエル。

　ニーアは頰を膨らませつつ、さらに続けた。

「それともう一つ。このエリューディン旧王都ディアナとランカスタを結ぶ道なんだけど……これは、橋？」

　目を凝こらして覗のぞき込むニーアの肩かたに、シエルが手を置いた。

「その橋こそ、最も危険だと僕は思う」

「え？」

　ニーアが唇くちびるを尖とがらせて、地図に目を落とした。

　すぐにシエルの意図が摑つかめなかったのだ。

「ディアナとランカスタの間は峡きよう谷こくになっていて、三本の橋で人々は行き来している。もしディアナに兵を入れて後ろを取られた場合、数百の兵で数千の兵を封ふう殺さつ出来る」

「でもそれって、逆に考えれば多くの敵をこの地に追い込んだ後、無効化出来るって事でもあるわよね？」

「そうだけど、この遠えん征せいはエリューディンの人々を帝国の支配から解放する戦いだから、ディアナの住民に被ひ害がいが出るような策はなるべく避さけてほしい」

「んー……心に留めておくわ」

　ニーアの返事を聞いて、シエルはその場にいる全員に告げた。

「よし、では早速軍議を開こう。アンバーは喜んでフレリカ軍エリューディン郷導士として迎むかえる。ニーア、マギー、陛下にそう伝えてくれ」

「「「ははっ！」」」

　ニーア、マギー、アンバーの三人はシエルに返事をし、部屋を出て行った。

　全ての準備は整った。

　シエルは満足げに頭を搔かき、窓の外に広がる空に目を向けるのだった。




　エリューディン遠征軍の陣じん容ようは、その日のうちにシエルの口から発表された。

　遠征軍総大将は王女ミオ。

　参さん謀ぼう、副軍師ニーア。

　将軍、ザグロニア、フレイ。

　臨時千人長（三百人長）カリノ。

　郷導士、アンバー。

　動員する兵は四〇〇〇である。

　同時に、シエルは本国防衛軍も明らかにした。

　王都ルイユノークには右尚書ドリスを置き、その下に特とく殊しゆ三百人長だったアルガードを特殊千人長に昇しよう格かく、兵五〇〇を与あたえた。そして残る人員は全てモロ城に移動し、フレリカ本国を狙ねらうであろう帝国軍を迎え討つ事となった。

　即すなわち軍師シエル、左尚書エナ、将軍マギー、千人長リンシア、ラミナ、三百人長マードック、外交官ファルリア、そして兵二五〇〇である。

　ミオはシエルがこの編制を明らかにした後、即そく時じ作戦を遂すい行こうするとし、直ちに諸将に出しゆつ陣じん命令を下した。

　そして二日後。いよいよ出陣準備が整い、翌日には各人員が動き出す。

　シエルは王城にあるフレリカ軍本部の一室で慌あわただしく出陣の手続きを行った後、頭を搔きながら窓の外に目を向けた。

　夜の帳が降り、町の灯りだけが漆しつ黒こくの空間にぽっかり浮うかんでいるようだった。

「ユミカ……」

　たったひとつ灯された燭しよく台だいの明かりが、緊きん張ちようしたシエルの横顔をてらてらと輝かがやかせていた。今回の作戦でユミカは必ず南下し、フレリカ本国に牙きばを剝いてくる。それは知識や経験を超ちよう越えつした、言うなれば第六感で感じられる事だった。

　天翔虎カルーデイアの軍師シエル・スノーハート。

　天竜姫テユリオンの軍師ユミカ・ローレンツ。

　二人の軍師による、直接対決。

　シエルはじわりと額に汗あせが滲にじんでいる事に気がつき、袖そででそれを拭ぬぐった。

　これまでユミカは皇こう帝ていの一族であるカーチス卿きようや帝てい国こく征せい西せい軍ぐんを動かし、間接的にシエルを倒たおそうとしていた。

　だが、そのどちらをも退けた今、ユミカは必ず自分自身で動き出す。

　ユミカは間ま違ちがいなく自分より数段優れ、他に並ぶ者の無い〝稀き才さい〟である。

　リルガ橋の戦いとトゥルネー平原の戦い。実はそのどちらも、盤ばん上じようであればユミカの圧勝で終わっていた戦いだった。

　では、何な故ぜその二つの戦に勝てたのか。それはどちらも実際の戦だったからである。

　同じルール、同じ手て駒ごまで戦えばシエルに勝ち目はない。

　だがシエルには、多くの頼たのもしい仲間がいる。

　有り得ない動きをして敵を困こん惑わくさせ、一いち網もう打だ尽じんに出来る策を使える。

　そこに、勝機を見出す。

　問題はそれがあのユミカに通じるか。その一点だった。

　ユミカは幼い見た目とは裏腹に、かなりの懐の深さを持つ人物である。

　一いち抹まつの不安が、闇やみに増ぞう幅ふくされてシエルの身体からだを包み込む。

　正直に白状すれば、シエルはユミカが恐おそろしかった。

『帰れ。さもなくば滅ほろぼす』

　ユミカが出しゆつ奔ぽんしたシエルに送った言葉。

　それがシエルの身体にのしかかり、高速で駆かけ巡めぐる思考の足かせとなっていた。

「……エル、シエル！」

　その時、シエルは誰だれかに声をかけられていることに気がつき、身体を震ふるわせて振ふり向いた。そこには、相変わらず髪かみをツインテールに結んだミオが立っていた。

「ミオ、どうしてここに？」

　シエルは動どう揺ようを悟さとられまいと、平静を装う。

「明日あした、私はフレリカ軍を率いてエリューディンに向かう。だから今夜くらいは、お前と語らいたいと思ってな」

　ミオは少し大人びた笑顔を見せ、シエルの隣となりに立った。

「なあシエル。今回の遠征で二、三、疑問があるんだが、答えてくれないか？」

「え、あ、うん」

　ミオは窓まど枠わくに手を置き、シエルと同じように外に目を向けながら話し始めた。

「どうして、ユミカが攻せめてくると分かるんだ？　蜂蜘蛛隊から、そのような動きがあったと聞いたのか？」

「いや。勿もち論ろん、蜂蜘蛛隊も帝てい都とに潜せん伏ぷくさせてはいるけど、まだ何の連れん絡らくもない。ユミカが動くのはフレリカ軍が遠征を始めた直後だと思うから、もう少し後だろうね」

「何故、言い切れる？」

「僕でもそうするから」

　シエルは頭に手をやり、ミオの顔を見た。

「ユミカにとって征西将軍レンギルが討たれたのは大きな痛手だったと思う。でも、ユミカはその可能性も考こう慮りよしていたはずだ。だからエリューディンに将軍一人と一〇〇〇の兵しか置かなかった。これは、ユミカの誘ゆう引いんの計だよ」

「誘引の計？」

「うん。弱っているように見せかけて敵を誘さそい出し、大軍をもって一網打尽にする。おそらくユミカはフレリカの出兵に合わせて帝国軍をエリューディンに向かわせるはずだよ」

　シエルはあえて柔やわらかい言葉を使った。出兵前のこの時期、悪戯いたずらにミオを脅おどすような真ま似ねはしたくなかったのだ。

「つまりお前はユミカの策が待っているとわかっていて、それでもエリューディン遠征を決行するのか？」

「ユミカの影かげに怯おびえていては、天下統一など到とう底てい不可能だからね」

　シエルはその細い身体をミオに向けた。

　ミオが、シエルの顔を見る。身長差のせいでミオは上うわ目め遣づかいになり、シエルは思わず胸を高鳴らせた。

「ユミカの狙いはシュルツ将軍にわざと敗北させてフレリカ軍を勢いづかせ、深入りさせる事だ。よくニーアと相談して、安易な攻めをしないようにね」

「ふむ。つまり新手の帝国軍が現れたら、私達は奪うばった地で防衛戦に切り替かえた方がいいのだな？」

「うん。その為ために遠征軍に兵を割いたんだし、ザグロニアとフレイもつけた。攻める所は攻め、守るべき所を守る。それが出来れば何も問題無いよ」

「うむ……だが……残った兵で、シエルはユミカに勝てるのか？」

　その問いにシエルは目を閉じながら言った。

「勝たなきゃフレリカの命運は尽つきる。ユミカの狙いは僕とミオだろうから」

「え？」

　ミオが驚おどろいて顔を上げる。

　目を開いたシエルと、見つめ合う形になった。

「あのラーゼンの砦とりでで受け取った、ユミカからの書状の言葉……帰れ、さもなくば滅ぼす。短いけれど、ここには深い意味が込められていた」

　シエルは頭を搔きつつ、話を続けた。

「もしユミカが僕を亡き者にしたいなら滅ぼすなんて言葉は使わないでしょ。殺す、とか、それに倣ならった言葉を使えばいい。では何を滅ぼすのか。それはミオ若もしくは僕を倒し、フレリカ王国を滅ぼすという意味だよ」

「……そうか、そうだったのか。しかし、私はユミカなど会ったこともない人物だし、そんなに大きな恨うらみを買ったとは思えんのだが」

「ユミカは見み抜ぬいてるんだよ。僕がミオの為に帝国を出奔したんだって事をね。逆に言うとミオさえいなければ、僕がフレリカで働く理由がなくなる」

「そん──」

　何かを言おうとしたミオの口を、シエルが手を挙げて封ふうじた。

　ミオの顔に、不安の色が浮かんだ。

「早い話、ユミカからすればフレリカなんてミオか僕を亡き者にするだけで滅ぼせる存在に過ぎないって事。ミオを失えばフレリカは滅めつ亡ぼうだし、僕を失えばフレリカにユミカの敵はいないも同然だ。フレリカはユミカの手によって、あっという間に滅ぼされるよ」

　シエルは決して自分を過大評価している訳ではない。客観的に見て、ユミカが率いる軍に勝てる将は、たった一人しか思い浮かばなかった。

　天翼狼ジオードの軍師アレイア・スカラーである。

　だが、アレイアはフレリカの人間ではない。巧うまくこの二人を争わせる事が出来れば、とは思うが、二人ともシエルより優れた軍師である。それは不可能だった。

「シエル、もし私が死んだら、お前はまたフレリカを再興してくれるか？」

　ミオが俯うつむき加か減げんでそんな事を口にする。シエルは頭を搔いて口をへの字にしたが、やがて肩かたの力を抜ぬき、いつもの調子でミオに話した。

「冷たい言い方をするけど……僕の主は先代フレリカ王とご息女ミオ様だけだと思ってる。もしそんな事になれば僕はどんな手を使ってでも敵を討って、自害する」

「……そうか」

　ミオはシエルにそう返事をして、俯いた。

「シエル。リルガ橋の戦いのような事は御ご免めんだぞ」

「わかってるよ。僕だって好きであんな事になった訳じゃないし。ただ酒を飲まされるのがあんなにキツいとは思ってなかった」

　シエルは年ねん齢れいのせいもあるが、あまり酒を好まない。精神をかき乱し、身体に負担を与える酒を、嫌けん悪おさえしていた。今も常に客用として酒を用意してはいるものの、自分は一切口をつけなかった。リルガ橋の戦いでは、それが災いしたのである。

「シエル、ちょっと跪ひざまずけ」

「え、え？　あ、うん」

　突とつ然ぜんそんな事を言われ、動揺しながらもミオの前で片かた膝ひざをつくシエル。

　そんなシエルの頭をミオがぎゅっと抱だき締しめる。

　位置的に、シエルの顔がミオの身体からだに包まれる形となった。

「み、ミオ??」

　ミオはそれほど胸があるわけではないが、流石さすがにこれだけ密着すると、柔らかな部分がまともに感じられた。

「いいかシエル、絶対に死ぬな。私とお前が生きていればフレリカは滅びぬ。何度でも立ち上がって、平和なラーカスを作り上げるぞ」

「肝きもに、銘めいじます」
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「そうだ、一つお前にまじないをしてやる」

　ミオはそう言うと、シエルの両頰ほおをそっと手で包み、額に唇くちびるを当てた。

　それは今まで経験した事がないくらい甘く、心地ここちのいい感かん触しよくだった。

　ミオはそっと唇を放し、はちきれんばかりの笑顔をシエルに向ける。燭しよく台だいの灯りがミオの笑顔を照らし、さながら暗くら闇やみに現れた女神のように幻げん想そう的で、神々しさすら感じた。

「お前は私の為に、ラーカスの為にも必要な存在だ。危機に陥おちいったら、この額を撫なでて今の事を思い出せ。私はいつでも、いつまでも、お前を待っている」

「ありがとう、ミオ」

「ふふっ」

　ミオはシエルの身体を放し、二歩下がって言った。

「勝手に死ぬな。これは王女としての命令であり、一人の女の子からの願いだ」

　シエルはその言葉に、強きよう烈れつな衝しよう撃げきを覚えた。

　いざとなれば刺さし違ちがえてでもユミカを倒す。そんな思いが弾はじけ飛び、砕くだけ散った。

「じゃあな」

　呆ぼう然ぜんとするシエルをそのままに、ミオはぴんと背筋を伸のばして部屋を出ていった。

「はは……勝手に死ぬな、か」

　シエルは未だミオの感触が残っている額に触ふれながら、決して避さけられぬ運命の対決に気を引き締めた。




　翌日、帝てい国こく暦れき三九年二月五日。

　ついにミオ王女率いるエリューディン遠えん征せい軍がフレリカ王都ルイユノークから多くの人々に見送られて出しゆつ陣じんした。同時に、シエルは後事を右尚書ドリスと特とく殊しゆ千人長アルガードに託たくし、諸将を率いてモロに向かう。

　その動きを、待っていた人物が帝都にいた。

　天竜姫テユリオンの軍師ユミカである。

「報告します。フレリカ軍、エリューディンへ向けて出陣。兵力は四〇〇〇！」

　第一報がトーレ帝都ヴァスガイア・トーレにもたらされたのは、その日の昼前だった。

「動いたか」

　帝国軍本部で大だい元げん帥すいジンがそう声を上げ、ユミカはその細い眉まゆをぴくりと動かした。

「ユミカ、我が軍はすぐにでも動かせる。もう出立するかい？」

　ジンがユミカに問いかけると、ユミカは黒くろ髪かみを揺ゆらしながら立ち上がり、応えた。

「はい。逆ぎやく賊ぞくは私が滅ぼします」

「期待しているよ」

　ジンは笑顔でそう言い、続けて部下らに命じた。

「では改めて、大軍師ユミカにフレリカ討とう伐ばつを命じる。諸将は出陣準備にかかれ。以後の指示は、ユミカに仰あおげ」

『おおーっ！』

　ユミカは威い勢せいよく喚かん声せいを上げる諸将の間を、颯さつ爽そうと歩いた。

　あどけなさが残る顔立ちに、未成熟な体つき。少女にしか見えない大軍師は、それでも歴戦の将軍を黙だまらせる頭脳と、底が見えない瞳ひとみを持っている。

　天竜姫テユリオンの軍師ユミカ・ローレンツ。

　この日、トーレ帝国軍が本格的にフレリカ王国に牙きばを剝むいた。







　第三章　トーレ帝国、動く







　ラーカスの西部に聳そびえる、ガーネ山。

　別名『ラーカスの鉱山』と呼ばれるこの山を丸ごと支配下に置き、オルム商会との交易によって莫ばく大だいな富を得た旧エリューディン王国は、作物が育たない地にあって一定の勢力を築き上げた。そのエリューディンが帝てい国こく征せい西せい軍ぐんによって滅ほろぼされて以来、他国の軍がこの地に入るのは初めてだった。

　フレリカ王国の遠征軍である。

　遠征軍は王都ルイユノークを出立後、真っ直ぐ北上してルナリムの森に入っていた。

　後軍を率いるのはザグロニア将軍だ。

　旧ゼルバーグ王国の大将軍だったザグロニアはゼルバーグ滅亡後、旧主の助命嘆たん願がんの為に帝国軍で働いていたが、ゼルバーグ王はあえなく帝都で処しよ刑けいされてしまった。

　その後リルガ橋の戦いで敗北してフレリカ軍に降こう伏ふく。以後は軍師シエルや王女ミオから絶大な信しん頼らいを得ていた。

　このザグロニアの加入は、フレリカにとって計り知れない程大きかった。ザグロニアがいるからこそ若者しかいないフレリカの存在に重みが増しているのだ。

　武力においては千人斬ぎり将軍といわれたフレイに匹ひつ敵てきし、長年の経験と豊富な知識でフレリカの面々を支えるザグロニアは、間ま違ちがいなく代え難い貴重な人材だった。

　その後軍の先には荷駄隊が進み、この遠征で臨時に千人長として昇しよう格かくされたカリノが馬に乗って、遠征軍中央に位置する馬車を五〇〇人の親衛隊と共に守っていた。

　カリノは一見、笑顔を絶やさないおっとりした女の子なのだが、先の「トゥルネー平原の戦い」ではマギーの代わりに軍を率いて敵を引きつけ、征西将軍レンギル討伐に大きく貢こう献けんした。

　馬車にはフレリカ王国の王女ミオと副軍師ニーアが乗り、弓隊、歩兵隊、騎き馬ば隊と続く。

　そして毅き然ぜんたる姿で先頭を行くのは巨きよ大だいな矛ほこを肩に担ぎ、炎ほのおのような髪かみを風に靡なびかせて馬を進める将軍、フレイ・フォルクである。

　義兄となったシエルと合流する前は反はん帝てい国こく軍リヴェラルウイングに所属し、ゴードン・ワグナーと名を変えて各地で暴れ回り、ついた通り名が『千人斬り将軍』である。フレイの腕わん力りよくは確かに並外れており、今ではフレリカ軍には欠かせない戦力となっていた。

　フレイの隣となりにはフレリカ軍郷導士となったアンバーが轡くつわを並べていた。

「将軍、もう少しでルナリム城です」

　アンバーが道の先を指さして言った。

「確かエリューディンの帝国軍は、シュルツとかいう将軍と兵一〇〇〇だったな？」

　フレイはつまらなそうに口を歪ゆがめてそう漏もらした。

「仰おつしやる通りです。シュルツ将軍は帝国征西軍壊かい滅めつ後、帝都から送られて来た将軍です。リュナス王国が帝国に叛はん旗きを翻ひるがえして攻せめ込んだ時、これを良く凌しのいだとか」

「へえ、そんな奴やつなのか」

　フレイはぺろりと舌なめずりし、ちらりと後方に視線を向けた。

「将軍、ニーア軍師からは何とお命じになられているのですか？」

　アンバーがそう訊きくと、フレイは嘆たん息そくして答えた。

「あの女、ルナリムは今いま頃ごろ空になっているはずだから、オレの軍はここを素通りしてランカスタに向かえだとよ」

「何と、ルナリムを攻めないのですか!?」

「ああ。帝国軍はルナリムとランカスタの間にある道を封ふうじているはずだから、オレはそれを打ち破り、ランカスタへの道を開いておけだとよ」

　この遠征軍の参さん謀ぼうに選ばれた新参軍師ニーアは、フレイにひとつも遠えん慮りよする事なくそう命じた。フレリカ王国を義兄シエル、義妹マギーらとここまで成長させたフレイには、ニーアの臆おく面めんもないところに、どうしても不快感を覚えた。

「ふん、今回だけは素直に従ってやるさ。オレらはルナリムを迂う回かい、ランカスタに向かうぞ！」

『おお────っ！』

　フレイは馬の腹を蹴けって森の道を駆かけ始め、後ろから騎馬隊五〇〇、歩兵一五〇〇が続いた。木こ漏もれ日がやさしく照らす土の道に、馬の蹄ひづめが刺さる。少し湿しつ気けを帯びた空気を浴びながら、フレイ軍は一気に森を抜ぬけた。

「おお」

　フレイは目の前に突とつ如じよとして開けたその場所に現れた城に、驚おどろきを隠かくせなかった。

　苔こけむした城じよう壁へきはまるでフレリカの旧王都ミスティケープを思わせ、さほど高くはない城壁の向こう側には、どっしりとした煉れん瓦がで造られたキープが見える。

　城の周囲には堀ほりというよりは小川のようなものが流れ、アーチ状の橋が城門に向かって手招きするように伸びている。

　そして城を守るはずのその城門は、開け放たれていた。

「あれがエリューディンの東を守る要所、ルナリムです」

　郷導士アンバーが、ルナリムに目を向けながらフレイに言った。

「へえ、悪くねぇじゃねぇか」

「はい。二〇〇〇もの兵がルナリムにあれば、ここを落とすのは難しいですよ」

「だとしたら一〇〇〇しかいねぇ帝国軍が、オレらを防ぐにはうってつけじゃねぇか？」

「私もそう思いますが……城門が開いてますし、本当に空の城なのでしょうか？」

　この地をよく知るアンバーには、やはり軍師ニーアの言葉が信じられなかった。何せ、ここを抜かれれば、その先にはエリューディンの心臓とも言われるランカスタがある。

　そしてランカスタが陥かん落らくすれば、旧エリューディン王都ディアナと各地の連れん絡らくは完全に遮しや断だんされる。いうなればこのルナリムは、東を守る為ための関門になるはずなのだ。

　そこを素通りしろ、というのは、どうにも乱暴な命令だった。もしルナリムに兵があれば、フレイ軍はランカスタとルナリムから挟きよう撃げきされてしまうからだ。

「まずは斥せつ候こうを出し、城の様子を窺うかがって──」

『めんどくせぇ、行くぜっ』

　フレイはそう吼ほえ、一気に馬を走らせた。

「あ、将軍っ！」

　アンバーの声は、すぐ兵の喚声と馬ば蹄ていの響ひびき、そして兵達が動く音でかき消された。

　フレイは城門が開かれたルナリムを後しり目めに、兵を連れてその裏手にある森の道へと入っていった。




「申し上げます。フレイ将軍率いる軍がルナリム城に入らず、そのままランカスタを目指して進軍しました！」

　伝令兵の言葉に、ニーアが馬車から顔を出して応えた。

「うん、ご苦労さまっ。じゃあ私達はカリノを先頭にこのままルナリム城に入る」

「ははっ」

　一礼して駆けていく伝令兵に笑いかけ、再び馬車の中に入るニーア。

　そこには、鎧よろい姿のミオがいた。

「お聞きの通りです、陛下。これからルナリム城に入って守将を置いた後、フレイ将軍を追いかけてランカスタに向かいましょう」

　するすると、淀よどみなく話すニーア。その姿に、ミオは頼たのもしさを覚えた。

「ニーア。此こ度たびの遠征で、帝国はどう出ると思う？」

　ミオの正面に座ったニーアは、また人なつっこい笑顔を見せた。

「エリューディンは帝国にとっても重要ですから、私達を放っておかないでしょう」

「だがその割には帝国軍守将がシュルツ一人で、兵も一〇〇〇しかいないではないか」

「そうですね」

　ニーアは臆面もなく、ミオにそう答えた。

「では何かあると分かっていて、敢あえてフレイを先行させたのか？」

「今はまだ問題ありません。それよりもミオ様、ルナリムには兵五〇〇とカリノを残し、東のセラックを見張らせます」

「ふむ。それはいいが、我らがこのまま進軍すればいずれは帝国軍とぶつかるだろう。軍師はどの辺りで帝国軍との戦を考えているのだ？」

「はい。まずランカスタまでは順調に行くでしょう。何せ我が軍はまだ三五〇〇の兵とザグロニア、フレイ両将軍がおります」

　ニーアはそこで言葉を区切り、目つきを変えてミオに進言した。

「問題はここからです。先ほど、私の斥候が重大な事を知らせて来ました」

「なに？」

「帝国の四将、平北将軍ベルガーが一二〇〇〇の兵を率いて出しゆつ陣じんし、エリューディンに向かっているそうです」

「…………ッ!?」

　ミオは、言葉を発せなかった。

　一二〇〇〇というとんでもない兵士数もそうだが、何より平北将軍アルベルド・ベルガーは帝てい国こく四将の筆頭なのである。

「ですが、ご心配なく。経験豊かなザグロニア将軍と、地理に詳くわしいアンバーをガーネ山さん道どうに送りベルガーに当てます。この二人ならばそう易々と突とつ破ぱされないでしょう」

「う、うむ……」

　そう返事をしつつ、全く心が晴れた気がしないミオ。

「そして残った兵は……これも状じよう況きよう次第ですが、進軍予定を変へん更こうしなくてはならないかもしれません」

「ほう。ランカスタからの後、どこへ行くというのだ？」

「旧エリューディン王都、ディアナ」

「なに!?」

　驚き、怪け訝げんな表情を浮うかべるミオだったが、ニーアは冷静だった。

「私もディアナに兵を入れるのは非常に危険だと思います。ここからディアナに向かう途と中ちゆう、峡きよう谷こくと橋があります。もし私達がこの橋を渡わたった後にこれを抑おさえられれば、私達はディアナに閉じ込められる事になります」

「成程な。確かにそれは危険だ」

「ですが、どうもそれを許してもらえなさそうです」

　ニーアは眉み間けんに皺しわを寄せ、額に右手の人差し指と中指の先を当てて言った。

「これまで我ら遠えん征せい軍と帝国軍はまともに戦っておりません。正直申し上げてシュルツ将軍率いる帝国軍はもう少し抵てい抗こうしてくると思っていたのですが、ここまで逃にげ腰ごしだとは思いませんでした」

　ニーアの瞳ひとみが、鋭するどく輝かがやく。その姿は違ちがえど、雰ふん囲い気きはシエルが醸かもし出すものに似ていた。

「もしシュルツがランカスタをも放ほう棄きしてディアナに向かえば、これは由々しき事です。寡か兵へいとはいえ、背中に敵を残したままベルガーとは戦えません」

　ミオがニーアの言葉を理解するのは容易だった。何せフレリカ軍はこれまで、その寡兵で大軍を打ち破ってきたのだから。

「だが、ディアナは危険だと言ったばかりではないか？　シエルも深入りはするなと言っていたが……」

　それを聞いて、ニーアの眉まゆがぴくりと動いた。

「ベルガーが一二〇〇〇の兵を率いてきた事は、そのシエルにとっても計算外だったはずです。何せ帝国は東方リュナス・パルディナ連合軍と戦っているのですから。こうなると、ユミカが率いてくるフレリカ攻こう略りやくの軍も一〇〇〇〇近いと見た方が良いかもしれません」

「そん、な……」

　もしニーアの思おも惑わくが事実ならば、フレリカ軍は七〇〇〇で二三〇〇〇の大軍を相手にしている事になる。

「数の差は圧あつ倒とう的てきですが、幸いこちらには地の利があります。ベルガーは大軍で通るには相応ふさわしくないガーネ山道で、ユミカは堅けん固ごなモロ城で戦をしなければならない。一日二日で勝負が決する事はないでしょう」

「うむ、そう、そうだな。軍師がそう言ってくれると、心強い」

　ミオの言葉に、ニーアは口許を緩ゆるめる。ミオという王女は、自分の感情を素直に吐と露ろするのだなあと、驚きを禁じ得なかった。

「話を戻もどしますと、この狭せまい山道で逃げの一手で来る敵を殲せん滅めつするのは容易ではありません。故にここはディアナまでシュルツを追おい詰つめて、これを殲滅した後にガーネ山道へ向かい、ザグロニア将軍と合流してベルガーを迎むかえ討つ。戦術的にはこれしかありません」

「む、むうう……」

　ミオはとうとう、ニーアから目を逸そらした。

　ニーアの言う事にも理はある。だが、絶大な信しん頼らいを寄せる軍師シエルがディアナを攻めるなと言っていた事が、どうにも心に引っかかっていた。

「そうだ！　シュルツがディアナに入ったら逆にこちらが橋を封じるというのは──」

　ミオが言い終わる前に、ニーアが首を振ふった。

「シュルツは帝国の将軍なのです。これを抑えるにはこちらも将軍を出さなければならず、そうなるとフレイかザグロニアしかおりません。僅わずか一〇〇〇の兵を抑えるのに、一二〇〇〇の平北将軍ベルガーと戦う為の大事な戦力を割くのは如何いかがかと」

「う！」

　ニーアの指し摘てきに、ミオは二の句が継つげなかった。

「陛下。私はフレリカの副軍師ですが、この遠征軍を任された以上、軍師としての信念を持って陛下に進言しております」

　ニーアはずいと顔をミオに近づけ、嚙かみつかんばかりの勢いで続けた。

「軍師は天翔虎カルーデイア、天竜姫テユリオン、天翼狼ジオードだけではありません。どうか、進言をお聞き下さい！」

「……！」

　その言葉が、ミオの心を揺ゆり動かした。

　確かに、ミオには幸い天翔虎カルーデイアの軍師シエルがそばにいる。だがラーカスを統一するという事は今回のような遠征が多くなるだろうし、その度に身体からだの弱いシエルを帯同させて、その身に何かあっては一大事である。

　ミオは、ニーアの瞳を覗のぞき込む。必死に、何かを訴うつたえているようだった。

「……わかった。確かにお前の言う通り、このラーカスに軍師は三人だけではない。お前の言葉を聞き入れよう」

「ありがとうございます！」

　笑顔を爆ばく発はつさせ、頭を下げるニーア。

　素直で悪い子ではない。ミオはそう思った。

「ところで話は変わるが、お前はシエルをどう思っておるのだ？」

「と、申しますと？」

　シエルの名を出した途と端たん、ニーアの目つきが変わった。

「その知識を活かすのに、フレリカでなければならなかったというのはどうも信じられんな。まさかお前、シエルの事を──」

『やめて下さわぎゃっ！』

　揺れる馬車の中にも拘かかわらず勢いよく立ち上がった為、ニーアは足が縺もつれて転てん倒とうした。

「うお、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うぎゅ……足を打った……って、陛下のせいですよ！　変な事を訊きくから！」

「そ、そうか？」

「そうです。この際だからはっきりと言わせて頂きます」

　ニーアは座席に戻り、背筋を伸のばしてミオと向き合った。

『私、ニーア・リーベルンはシエル・スノーハートの事が、大っキライです！』

　馬車の車輪の音をもかき消さんばかりの、大声だった。

「正確に言えばユミカ・ローレンツも、アレイア・スカラーもキライです。天下には自分たちしか軍師がいない、みたいな態度が許せないんです！」

　鼻息を荒あららげ、またミオに顔を近づける。笑ったり真しん剣けんになったり、怒おこったり……ころころ変わるニーアの表情は、まるでフレリカの気候のようだった。

「わ、わかったわかった。ならいいんだ。この遠征でお前の力を存分に示せ」

　ほっとしてミオがそう言うと、ニーアは腕うでを組んでにいっと笑った。

「私にそんな事を訊くという事は、陛下はシエル・スノーハートを抱だきたいのですか？」

　ぶは、と吹ふき出すミオ。

「わ、わ、私はそのだな、えっとそういう事じゃなくて、あうう」

　顔を真っ赤にしてわたわたと弁明するミオ。

　ニーアは益々意地悪そうに目を細めた。

「ならさっさとシエルを抱いてシエルを亜あ王おうか相しよう国こくに格上げして下さいよ。そしたら私が晴れてフレリカの軍師です！」

「お、お、お前、凄すごい事を言うな！」

「すいません、正直者なので」

『正直すぎではないか!?』

　ミオは本当に歯に衣着せないニーアに、少しずつ信を置くようになっていた。




　その後、フレリカ遠征軍は兵のいないルナリムを制圧した。

　ニーアの助言通りここにカリノを守将として置き、その日のうちに次なる要所、ランカスタに向かったのである。

　そして先行してランカスタへの道を進んでいたフレイは、目の前に柵さくを作って進路を妨ぼう害がいしている帝国軍の姿を捉とらえた。

　狭い道を塞ふさぐという定石通りの守備だったが、フレリカ軍随ずい一いちの突破力を誇ほこるフレイ軍には何の役にも立たず、柵はフレイの一いち撃げきで舞まい散る木の葉のように吹き飛ばされた。

「おらああああああ！」

　獣けものの様な雄お叫たけびが、森に木こ霊だまする。ふぉん、と風を切る音と共に、赤い鎧よろいを着た兵が両断され、ぱんぱんに詰まった麦袋ぶくろが地面に落ちるような音がした。

「うああ、ひ、退け、退けぇええ！」

　逃げるその軍は、後ろから猛もう追ついしてくる男に、生きた心地ここちがしなかった。

『オラぁ、フレリカの千人斬ぎり将軍、フレイ・フォルクが挨あい拶さつしに来てやったぞ！』

　矛ほこを地面に向けて振り、付着した血を払はらうフレイ。

　その姿は、まるでモンスターのようだった。

「「ひぃいいいいああああ」」

　恐きよう怖ふに支配された帝国兵が、蜘く蛛もの子を散らすように逃げる。

「何だ何だ、男ならオレの前に出て一戦交えて死にやがれ！」

　フレイ軍の強さは、圧倒的だった。先頭で矛を振るうフレイ自身の強さも尋じん常じようではなかったが、兵士一人一人もニーアの厳しい訓練のお陰かげでかなりの強さになっていた。

　その時、フレイの前に一騎きの騎馬兵が立ちはだかった。

「くう、偉い大だいなる我ら帝国軍が、貴様如ごとき蛮ばん族ぞくの前に──」

『オレの前に立つんじゃねぇええええ！』

　刹せつ那なの出来事だった。フレイが矛を持ち替かえ、馬を踏ふみ込ませて右から左へと水平に撫なで払う。何か言いたげだった騎馬兵は、無残にも真っ二つになっていた。

（あんたさっき前に出て来いって……）

　誰だれもが口にしないが、そんな想いを抱く場面だった。

「ベリル三百将が名乗れずにやられた!?」

「に、逃げろおおおお！」

「助けてくれ～～！」

　ランカスタに通じる森で、帝国軍は必死に坂道を上り始めた。

「はぁ？　今のが三百将だと!?　ふざけんじゃねえぞ！」

　フレイが矛を持った右手を前に掲かかげると、フレイ軍の右陣じんが道の端はしギリギリを一列で突つき進む。逃げようとした帝国兵は、その鋭い攻こう撃げきの前に次々と倒たおされていった。

「やっと戦えるんだ。どんどん向かってこいや！」

　そう叫さけぶフレイの願いも空しく、既すでに帝国兵は戦意を失っていた。

「おい帝国兵ども。まだ戦う気がある奴やつは前に出ろ。そうでない奴は武器を捨てて大人しくしてやがれ。オレの希望としては……全員前に出ろ！」

　フレイの言葉でその場にいた帝国兵は我先にと武器を捨て、両手を挙げて膝ひざを突く。

「ちっ、つまんねぇ。おいお前等、ここに一〇〇名ばかり置いて行く。降こう伏ふくした帝国兵を後続の本隊に引き渡わたしておけ。残りはオレについて来い。シュルツの首を狙ねらうぞ！」

『ははっ！』

　フレイの命に、兵達は大きな声で応えた。

　こうしてフレイ軍は街道を閉へい鎖さしていた帝国兵を難なく打ち破り、進軍を続けた。

　軍師ニーアからは、シュルツ将軍を発見出来れば討ち取っても良い、という命を受けている。フレイは是ぜ非ひともシュルツを発見出来る事を願いつつ、馬を走らせた。

「おいアンバー、アンバーはいるか!?」

　雄叫びのような声に、一騎の騎兵がすぐフレイの横に現れた。

「お呼びですか、将軍？」

「おう。ここからランカスタまでどれくらいだ？」

　アンバーは森の先に聳そびえるガーネ山の頂に目を向けつつ、即そく座ざに現在地を割り出す。

「そうですね……馬を走らせても丸一日はかかります。森を抜ぬけてからは登り坂になりますから、ここからランカスタに着くのは二日か三日後になるでしょう」

「そうか、じゃあ今日はここまでだな。よしお前ら、馬を止めて宿営の準備だ！」

『ははっ！』

　その合図で、フレイ軍の足が一いつ斉せいに止まる。

　振り返ってみると、フレイに付いてきた兵は騎馬隊五〇〇のみだった。

　後続の歩兵や荷駄隊が到とう着ちやくするまで、周囲に危険がないか捜そう索さくしたり、汗あせにまみれた馬の世話をしたりと、兵達は少しも休みなく働いた。特に、フレイが乗っていた馬は消しよう耗もうが激しく、フレイが降りた瞬しゆん間かんに横よこ倒だおしとなってしまうほどだった。

「あー、またか……」

　フレイが部下に馬の世話を命じると、矛を木に立てかけてその横に腰こしを下ろした。

（参ったな。戦に出る度に乗り潰つぶしてたら、何頭あっても足りねぇぞ）

　内心そう思いつつも、フレイの巨きよ軀くを難なく乗せて動き回れる馬などそうそうあるわけではない。

　フレイとてそれは幾いく度どとなく感じてきていた事である。

　何せそれは、反はん帝てい国こく軍リヴェラルウイングにいた頃ころからの悩なやみだった。

（とはいえ、こればかりはどうしようもねぇ……）

　はー、と深い溜ため息いきと共に、フレイはごろんと寝ねころんで空を眺ながめた。




「フレイ！　フレイ将軍はどこ!?」

　何やら頭に響ひびく甲かん高だかい声で、フレイは目を覚ました。

　いつのまにか辺りはとっぷりと日が暮れ、空から降りてきた闇やみが森の中で更さらに濃こくなっていた。

「ったく、誰だ、オレの名を気安く呼ぶのは……」

『私よっ！』

　目を擦こすりながら正面に見える白い太ふと股ももから、上に視線をずらす。

　そこには、腰に両手を添そえたニーアが立っていた。

「あー、軍師ちゃんか。相変わらずうるせぇ事で」

『誰が軍師ちゃんよ、このでかぶつ！』

「なにぃ？」

　のそり、とフレイが立ち上がる。ニーアは女の子としては背が低いわけではないが、それでも一六五センチ程度だ。一九〇センチを越こえるフレイが真正面に立てば、その姿はすっぽり隠かくれてしまうぐらいの差があった。

「宿営するのは構わないけど、こんな道のど真ん中に幕舎を張らせないでよ！　窮きゆう屈くつじゃないのよっ！」

「あ？」

　フレイがニーアの頭あたま越ごしに辺りを見ると、確かに所ところ狭せましと幕舎が張られ、ぎゅうぎゅうに詰つめられていた。

「あー、すまんすまん。何せ軍師ちゃんが追いつくとは思わなかったからよ」

『だから軍師ちゃんはやーめーろー！』

　ぷんすか怒おこりながら、唾つばを飛ばすニーア。

　フレイは唇くちびるを歪ゆがめながら、小指で耳をほじった。

「ったく、本当にうるっせぇなぁ」

　ずい、と顔をニーアに近づけるフレイ。

「幕舎なんざどうだっていいじゃねぇか。それよりルナリムはどうしたんだ？」

　並の男ならフレイの睨にらみだけで気け圧おされるものだが、ニーアには全く通じなかった。

「ルナリムはカリノに任せてきたわ。この遠えん征せいはスピードが重要だから、ミオ様にも無理言ってここまで来たっていうのに……あんたらがここでのんびりしているせいで、先に進めなくなっちゃったじゃないの！」

「仕方ねぇだろ！　兵はついて来ねぇし、オレの馬もダメになっちまったしよ」

「馬が？」

　ニーアは一歩下がり、フレイの足先から頭のてっぺんまで舐なめるように眺める。

「何だよ」

　困こん惑わくするフレイ。

「んー、将軍は馬術を鍛きたえるより走り込んだ方がいいかなあ」

『自分の足で走り回れってのか!?』

「だってしょうがないじゃない。馬の他に代わるものなんかないし。それよりも！」

　また、ニーアが眉まゆを吊つり上げて胸を張り、腰に手を当ててフレイに詰め寄よる。

「次に宿営する時は、ちゃんとアンバーから意見を聞いて、見晴らしのいい場所にしてちょうだい！　全く、これじゃあどんなに訓練した兵でも身動きとれないわ！」

　フレイのこめかみが、ひくひくと動く。

「あのなあ軍師ちゃんよぉ、お前、誰に向かって物を言ってん──」

『あんたに言ってんだ、フレイ・フォルク！』

　ニーアが更に一歩前に出て、フレイにぴと、とくっつく。

「お、う」

　ニーアの胸が、フレイの身体からだに当たっている。

　女の子の艶えん美びな香かおりが、フレイの鼻び孔こうを刺し激げきした。

「今日は勘かん弁べんしてあげるけど、またこんなみっともない宿営したらただじゃおかないんだからね!?」

「…………」

　無言のフレイ。

「何よ、何か文句でもあんの？」

「いや、おかしいな。胸が当たってるはずなんだが……何も感じねげッ！」

　ごきん、という音と共に、ニーアがフレイの脛すねを爪つま先さきで蹴けっていた。

「うおあいてえええええッ!?」

　流石さすがのフレイといえども、気を抜いた時に硬かたいブーツの先で脛を蹴られれば、痛くない訳がない。

『バカッ！』

　ニーアは足を押さえて痛がるフレイにそう言い放ち、背を向けて歩いていった。

「おお……あ、兄貴は、いつもこんな目にあってんのか……」

　フレイはある意味で、いつもエナに締しめあげられているシエルの凄すごさを痛感していた。




　それから二日後。

　フレリカ軍はルナリムの森を抜け、山道を登り、エリューディンの心臓といわれるランカスタ城に迫せまっていた。ここまでに二度ほど帝てい国こく軍と戦ったのだが、何れも足止め程度だった事もあり、猛将フレイの前に打つ手なく散っていった。
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　ここまででフレイ軍が討ち取った帝国兵、およそ四〇〇。

　フレリカに降伏した帝国兵、およそ三〇〇。

　エリューディンを守っていた帝国軍は一〇〇〇だったので、残りはたった三〇〇という状じよう況きようだった。

「ニーア」

　威い風ふう堂どう々どうと行軍するフレリカ軍の中央で、馬に乗っていたミオが、轡くつわを並べる軍師ニーアに声をかけた。

「帝国軍は何を考えているのかな？」

「はい、おそらくまた逃にげる事を」

「逃げる？」

　ミオは目を見開いて驚おどろいた。

「帝国はもうこの地を捨てるのか？」

「正確には一度退き、ベルガーを待つ作戦なのでしょう」

「だがリルガ橋の戦いでシエルは、帝国軍五〇〇〇を僅わずかな兵で破った。寡か兵へいでも、やり方次第では戦えると思うのだが……」

「それは相手が貴族だったことが幸いしました。しかし我らはフレイ、ザグロニアという将軍を擁ようし、優ゆう秀しゆうな軍師もおります。そして何より陛下の存在が大きいのです」

　自分で自分を優秀と言った事は、とりあえず触ふれない事にした。

「そういえばシエルも今回の遠征は私が行く必要があると言っていた。その事も関係があるのか？」

「勿もち論ろんです。今回の遠征は侵しん略りやくではありませんから。それともう一つ、陛下が出陣した大きな意味が、後ろにありますよ」

「後ろ？」

　ミオが振ふり返ると、そこにはフレリカ兵の姿が見えた。フレリカ王国の国色であるスカイブルーの鎧よろいを身にまとい、兵らの気力に満ち溢あふれた表情が何とも頼たのもしかった。

「彼らは陛下の御ご前ぜんで働ける事を心から喜んでいます。この戦で大活かつ躍やくして出世したいと願っています。こういうプラスの心理は、大きな武器になります」

　ニーアに言われて改めて兵の顔を見てみた。

　兵一人一人の目が、早く戦を始めてくれと言っているかのようだった。

「さあ、そろそろ城が見えてきましたよ」

　ニーアは前方を指さし、ミオに言った。

「おお、あれがランカスタか！」

　視線の先には、まるでミオらを見下ろすかのような高い城じよう壁へきが聳そびえている。城の正面の道は狭せまくなっており、しかも城の周囲は一〇メートルほどの崖がけになっていた。

「なるほどな……旧エリューディン王国は堅けん固ごな守りで有名だったが、ここはそれを象しよう徴ちようするかのようだな」

「はい。あの城を落とせたのは帝国の四将が一人、征西将軍レンギルだけです」

　レンギルは一〇〇〇〇の兵で守るランカスタを、自じ慢まんの兵器『井せい蘭らん塔とう』からアーティファクト〝卸おん浄じよう咎きゆう〟で撃うち、陥かん落らくさせたという。

「そうか。ならば、我らも苦戦しそうだな」

「そうでもないですよ。誰だれか、フレイ将軍をこれへ！」

　ニーアは顔色一つ変えず、部下に向かってそう叫さけんだ。

　ほどなくして、フレイがのしのしと歩いてきた。

「呼んだかドチビ軍師ちゃん」

「呼んだわよスケベ将軍」

　ばちばちと火花を散らす二人。

「あんたは五〇〇の騎き馬ば兵を率いて、ゆっくりとランカスタ城の裏手に向かいなさい。フレリカの旗を高く掲かかげて、帝国軍によく見えるようにね」

　フレイは腕うでを組み、首を傾かしげた。

「帝国軍に見えるように？　また訳が分からねぇな。それに敵の背後を取るなら、悠ゆう長ちようにしてちゃまずいんじゃねぇか？」

「そうした方が効果的な時もあんの！」

　この二人、どうにも馬が合わないらしく、お互たがいにいちいち挑ちよう発はつ的な喋しやべり方である。

「まあ細かい話をしてもあんたじゃ理解出来ないだろうから、ざっくりと言うわ。ランカスタからはディアナに向かう道と、ガーネ山道を通ってトラインに抜ぬける道、そして私達がいるルナリムに通じる道がある。敵がディアナ方面に走っていたら、追わずに戻もどりなさい。もし帝国軍がガーネ山道方面に向かっていたら、これを全力で追って殲せん滅めつしなさい」

「て……敵を見たら……殲滅？」

『話をちゃんと聞け────っ！』

　それからニーアはもう一度、同じ事をよりざっくりと話すと、フレイは「最初からそう言え」と言って先せん陣じんに戻っていった。

「むー、やっぱり先陣はザグロニア将軍のほうが良かったかなあ……」

　頭に血を上らせ、ニーアは大きく息を吐はいて呟つぶやいた。

「お前、随ずい分ぶんフレイと仲良くなったんだな」

　ミオが笑ってそう言うと、目をぎらりと光らせたニーアがミオを睨んだ。

「ぜんっぜん仲良くなんかないですよ何言ってんですか!?」

　ニーアはぷんすか怒りながら側にいた兵を手招きで呼び寄せ、次なる指令を与あたえた。

「郷導士のアンバーと、ザグロニア将軍をここに」

「ははっ」

　兵は少し怯おびえながら、全力で後こう陣じんに向かって走って行った。あのフレイと暴言を交わし合ったニーアは、それだけで恐きよう怖ふの対象だったのである。

　暫しばらくして馬に乗ったザグロニアとアンバーが現れた。

「お呼びで？」

「うん」

　ニーアは二人に近づくと、ランカスタ城を指さして言った。

「我らはこれからランカスタ城を落とす。フレイには別の指示を与えたので、ザグロニア将軍とアンバーは普ふ通つうにランカスタ城を攻せめて。そして城が陥落した後はすぐ二〇〇〇の兵を率いてガーネ山道に向かい、これを封ふう鎖さしてちょうだい。アンバー、二〇〇〇もあれば足りるわよね？」

　ニーアがそう訊きくと、アンバーは大きく頷うなずいた。

「ガーネ山道は上じよう山さん道どうと中なか山せん道どうの二本があり、どちらもとても狭く、山側は切り立った絶ぜつ壁ぺき、反対側は崖になっています。地形を巧うまく利用して陣じんを張れば充じゆう分ぶん戦えます」

「ならいいわ。ザグロニア将軍、アンバーとよく相談して陣取って。わかったわね？」

　ニーアがザグロニアに命じる。

「……承知したぁ」

　ザグロニアが少しつまらなそうな顔をしたのを、ニーアは見み逃のがさなかった。

「将軍、この命は非常に重要よ。遠征軍が崩くずれるか大事を成すかは、将軍の腕にかかっているともいえるくらいね。何せ将軍が対たい峙じする相手は帝国四将、平北将軍ベルガーだから」

「な、なに、ベルガー!?」

　その名を聞いて、ザグロニアの顔つきが一変した。

「アルベルド・ベルガーは帝国四将筆頭の名に相応ふさわしい実力者。ベルガーと戦えるのは、隻せき腕わんとはいえ経験豊富なザグロニア将軍しかいないと思ったの。だから、よろしく！」

　フレイでもマギーでもなく、ザグロニア。

　その言葉に気を良くしたのか、ザグロニアは満面の笑みを浮うかべた。

「よぉし、ワシに任せとけぇ！」

　どん、と胸を叩たたいた。

「では将軍、直ちに出しゆつ陣じんしなさいっ！」

「おおうっ！」

　ザグロニアはニーアの命に大きな声で応え、アンバーと共に去って行った。

「ふふ……口が達者だな、ニーア」

　ミオが微ほほ笑えみながらそう言うと、ニーアは唇くちびるを尖とがらせた。

「私は事実を言ったまでです。今のフレリカ軍で平北将軍ベルガーとまともに戦えるのは、ザグロニア将軍しかいません」

「ほう、千人斬ぎり将軍フレイや、征西将軍レンギルを討ったマギーもいるのにか？」

「はい」

　即そく答とうだった。

「但ただし現時点では、ですけどね」

　ニーアはそれだけ応え、顔をランカスタの城に向けた。

「とにかく、シュルツを片付けないうちには全力でベルガーに向かう事が出来ません。お任せ下さい、必ずや陛下に勝利を捧ささげます」

　自信満々でそう口にするニーアに、ミオはやはり僅かの不安を抱いだいた。

　ニーアはシエルとエナが推挙しただけあって、確かに優秀だ。ここまでニーアの言う通りに事が運んでいるのが、その証しよう拠こだろう。

　弁も立つし、決断も早い。快活な性格で軍中での人気も高いという。

　だが、あまりにも上手くいきすぎている気がしてならなかった。シエルは慎しん重ちように事を運ぶタイプなので、余程の自信がない限り、ニーアのように強気な発言をしない。

（シエル……）

　不意に、きゅっと胸が締しめ付けられる。思い返せば帝てい都との監かん視し塔とうから脱だつ出しゆつしてから、これほど長くシエルと離はなればなれになる事はなかった。

　端たん的てきに表現すれば……寂さびしかった。

　気を緩ゆるめると、すぐにあのユルい顔が脳裏に浮かぶ。

　ミオは頭を振り、頰ほおをぱしぱしと叩いた。

（いかんいかん、こんな事で帝国を倒たおす事など出来るものか！）

　そう気を引き締めていると、辺りが騒さわがしくなった。

　前を向くと、早くもザグロニアが兵を率いてランカスタ城に突とつ撃げきを開始していた。

　更さらに、先に出陣したフレイがニーアに言われた通り国旗を高々と掲げ、ランカスタ城を横切って奥に向かっているのが見えた。

「ザグロニア将軍、随分と張り切ってますね」

　相変わらず自信に満ちた表情のニーアが、そう口にした。

「軍師はもうディアナに目を向けているようだが、あのランカスタがそう簡単に落ちるだろうか？」

　その言葉を聞いたニーアが、静かにミオに言った。

『ご安心を。ランカスタはもう陥落しました』

「な……は？」

　ミオはニーアが何を言っているのか、理解できなかった。

「帝国軍はルナリムからここに至るまででおよそ七〇〇の兵を失い、残るは三〇〇とシュルツ将軍のみ。この状じよう況きようで退路を失う事だけは、絶対に避さけなくてはなりません。

　ところがフレイの騎馬隊が城を攻めずに後ろを取る動きを見せ、加えてザグロニア率いる大軍が攻め寄せようとしている。こうなると帝国軍は、フレイ軍が迫るよりも早く城を脱出しようとするでしょう。つまり、ランカスタ城の陥落です」

　ニーアがそう説明し終わると同時に、ランカスタ方面から一騎きの伝令兵がミオの許に駆かけつけ、大きな声で叫んだ。

「陛下に申し上げます！　帝国軍、ランカスタを捨てて退たい却きやくし始めました！」

　ミオは口をあんぐりと開け、ニーアの顔を見た。

　ニーアはミオに微笑み返し、伝令兵に向かって訊たずねた。

「帝国軍はどの方面に退却したの？」

「はっ、帝国軍は武器防具も着けず、山頂方面に逃にげ出しました」

「あはっ、そっかそっかー。そう来ると思った！」

　ニーアは声を上げて笑い、鋭するどい眼光をガーネ山の山頂に向け、伝令兵に告げた。

「ご苦労さま。ではフレイ将軍とザグロニア将軍に、作戦通り動くよう伝えて」

「ははっ！」

　伝令兵は軽く頭を下げると、すぐさま踵きびすを返して走って行った。

「陛下。お聞きの通り、エリューディンの心臓は落ちました。さあ、行きましょう」

「あ、ああ」

　あまりにも呆あつ気けないランカスタの陥落に、ミオの胸むな騒さわぎは収まるどころか、ますます強まっていく。だが、そんなミオの思いをよそに、ランカスタの城門がザグロニア軍の手によって開かれ、ニーアとミオは雪に包まれた都市ランカスタに入った。

　沿道にはこの地を帝国の支配から解放してくれたフレリカ軍を讃たたえ、多くの人々が集まっていた。

　ミオとニーアはそんな彼らに笑顔で手を振ふり、そのままキープへと向かう。ランカスタのキープはまだ帝国兵らが残していった暖だん炉ろの火が消えていなかった。

　ミオはニーアを従え、領主の間へと入った。

『な、何だこれは……』

　二人はこの部屋の豪ごう奢しやな飾かざり付けに、絶句した。

　ふかふかの赤いカーペット、巨きよ大だいなガーネカモシカの剝はく製せい、たおやかな水面のように輝かがやく陶とう磁じ器き。更に天てん井じようからは水すい晶しようで造られた巨大なシャンデリアが飾られている。燭しよく台だい一つとってもルビーとサファイアが埋うめ込まれ、羊皮紙を押さえる重石は鉱石の原石だ。

　広さも十分過ぎる程あり、これはもはや支配者の部屋であった。

「こ、これが領主の部屋なのか？　国王の間でも通じるではないか」

　ミオは憎にく々にくしげにそれらの調度品を見る。逆にニーアは品定めするように、そのひとつひとつに触ふれていた。

「陛下、次なる作戦も速やかに実行せねばなりません。ここで寛くつろいで頂きたいのは山々ですが、諸将が集まっている広間へ参りましょう」

　ニーアの言葉に、ミオは怒いかりの視線を投げた。

「冗じよう談だんではないぞニーア。こんな部屋で寛げるものか！　この遠えん征せいが終わり次第、オルムの商人を呼べ。全部売り払はらってやる！」

　ミオは苛いらだちを隠かくさず、司令室に向かって歩いて行く。

　そんなミオの姿にニーアは「ふーん」とだけ言い、その背中を追った。

　その後、ザグロニアはアンバーと共にすぐさま城を出立し、ガーネ山道を封鎖しに向かった。

　故に大広間には、フレイとその部下が集まっている。

　そこへ颯さつ爽そうと、ニーアを従えたミオが現れた。

　諸将は一いつ斉せいに片かた膝ひざをついてミオに拝礼する。ミオはそのまま壇だん上じように用意された椅い子すに座り、その傍かたわらには軍師ニーアが立った。

「皆みなの者、まずはこのランカスタ城に入れた事をとても嬉うれしく思う。今後については軍師の口から聞くが良い」

「「「ははっ！」」」

　ミオはそれだけ言って、口を閉ざす。

　代わりにニーアが一歩前に出て、次なる作戦を発表した。

「我ら遠征軍はここまでルナリム、ランカスタと、大した苦労もなく手に入れてきた。

　だが次はそうはいかない。帝国軍は三〇〇の兵を維い持じしたままディアナに向かったという。三〇〇といって侮あなどるな。ディアナからはもう逃げ場がない。帝国軍は最後の力を振り絞しぼり、今度こそ私達に牙きばを剝むいてくるだろう」

　ニーアの懸け念ねんはそこだった。これまで戦らしい戦をせずに二都市を落としており、兵達の間に油断が生じているのは間ま違ちがいなかった。

　この空気は危険だ、とニーアは思う。敵は自軍より圧あつ倒とう的てきに少なく、しかも袋ふくろ小路こうじに追い詰つめたようなものだ。兵らの緊きん張ちよう感かんが薄うすくなるのは仕方ない事だったが、こういう時程、とんでもない事が起こるものなのである。

「では次の作戦を。まず、この城を捨てる」

「「「え!?」」」

　ざわざわと、広間が騒がしくなった。

「ここからは全力でディアナを取りに行く。フレイが先せん陣じん、中軍は陛下、後軍は私が率いるわ。フレイの兵はフレリカ軍一〇〇〇と、降こう伏ふくした帝国兵三〇〇を組み込んで一三〇〇、陛下と私はそれぞれ二五〇、計一八〇〇でディアナに向かう」

　ざわめきは、なおも収まらない。

　そんな中、フレイが立ち上がってニーアに訊きいた。

「おいおい軍師ちゃん、そんな事をしたら折角手に入れたこのランカスタを守る将がいねぇじゃねぇかよ」

　その声にニーアはぎろり、とフレイを睨にらみつけた。

「あんたの言うとおりよエロエロ将軍。でも、今のランカスタには兵も将も必要ないわ。それよりも守将シュルツを除き、ディアナを抑える事が最優先よ」

　ニーアが腰こしに手を当て、北を指さす。

「北のガーネ山道はザグロニア将軍が封ふう鎖さし、この方面から来る帝国軍を食い止める」

　そして次に、南東に人差し指を向ける。

「ルナリムのカリノには蜂はち蜘く蛛も隊たいを使ってセラックを監かん視しさせている。ここからランカスタを狙ねらわれたら、北東の森を抜けてセラックを落とすようにってね」

　ニーアは腕うで組ぐみし、意地悪そうに目を細めた。

「それとも何かしら、フレイはシュルツ将軍を討つ自信がないのぉ？」

　びしり、とフレイの眉み間けんに縦筋が入る。

「言ってくれるじゃねぇか……このオレが、逃げてばっかりの腰こし抜ぬけに負けるか！」

　フレイが怒ど鳴なると、ニーアはにんまりと笑った。

「今は昼を丁度過ぎたところね。あと三時間で出しゆつ陣じん準備を整えなさい。出来る？」

『一時間だ！』

　フレイは踵を返し、のしのしと部屋を出て行った。

　部屋に集まったフレイの部下達は、気性の荒あらいフレイをこうも手玉に取ったニーアに、呆あきれるやら頼たのもしいやら、複雑な念を抱いた。

「さあ、聞いた通りよみんな！　我らは一時間後、ディアナに向かって進軍する。これより先は一層寒さが厳しくなるから、陛下に馬車の用意を忘れるな。急げ！」

「「お、おおー」」

　ようやく一息着いたばかりのフレリカ軍が、溜ため息いきと共に慌あわただしく動き出した。




　こうして早々と重要拠きよ点てんランカスタを制圧したフレリカ軍は、休む間もなくディアナに向かって進軍を開始した。

　ルナリムからランカスタまでの道もかなり疲ひ労ろうする坂道だったが、ランカスタからディアナに向かう道は、更に険しいものだった。起き伏ふくが激しく、傾けい斜しやもよりきつくなり、ごつごつした岩いわ肌はだに雪が被かぶさっている。鋭く尖とがった巨大な岩が散見し、その上に一羽の真っ赤な鴉からすが、大きな蜂蜘蛛を咥くわえたままフレリカ軍を見下ろしていた。

　普ふ通つうに登っていくのも厳しいが、まるで追い打ちをかけるかのように、灰色の空から雪が舞まい降りてきた。

　兵士達はフードを被かぶり、手を擦こすりながら行軍する。

　吐はく息は白く、煙草たばこの煙けむりのように空へと溶とけていった。

「さすがに山に慣れていないから、兵達の消しよう耗もうが激しいな」

　馬車の窓から、ミオが外を見て呟つぶやいた。

「兵の訓練はきっちりとやっておきましたので、問題ないでしょう。エリューディン遠征で最大の敵となるのは、この環かん境きようだと思ったものですから」

　隣となりに座るニーアが、ミオにそう説明した。

「なるほどな、それでお前はあのフレイが厳しすぎると言った程の訓練を、兵に課したのだな」

　ニーアは何も言わず、静かに頷うなずいた。

「それにしても随ずい分ぶん遠くまで来たものだ。フレリカを出立して何日目だろうな」

「今日で十日目になります。僅わずか十日でルナリム、ランカスタを制圧出来たのですから、順調と言えるでしょう」

　確かに、ニーアの言う通りだった。

「ただ気になるのは本国の状況ですね。シエルも言っておりましたが、我らが遠征すれば帝てい国こくは必ずフレリカ本国を狙うでしょう」

「天竜姫テユリオンの軍師、ユミカ・ローレンツか」

「はい。今いま頃ごろ、モロ城では、シエルとユミカが戦ってるでしょう」

　それを聞いて、ミオが急にそわそわし始めた。

「シエルは、ユミカに勝てるか？」

「そればかりは何とも。ただ言えるのはユミカという軍師がただ者ではない、という事だけです」

　ニーアは、無意識に拳こぶしを握にぎりしめていた。

「私も何度か模も擬ぎ戦をしましたが、ユミカ・ローレンツの恐おそろしさは策を相手に全く気づかせない所にあります。だから私はこの遠征を一日でも早く終わらせ、フレイを援えん軍ぐんとして本国に戻もどしたいと考えております」

「お前……そこまで考えていたのか？」

　ミオの言葉に、ニーアが笑った。

「これはディオラ先生の口くち癖ぐせでしたが……そこまで考えてこそ、軍師です」

　そう口にしたニーアの笑顔は、ミオから見ても魅み力りよく的だと感じた。

「エリューディンを手中に収め、平北将軍ベルガーをここに釘くぎ付づけにして速やかに本国へ戻る。それが出来ればユミカにとってもシエルにとっても、想定外の行動になります」

　それを耳にしたミオが、はっとしてニーアの顔を見た。

「そうか。だからお前は急ぐように進軍しているのだな？」

　つまりニーアはシエルとユミカ、この二人を出し抜ぬくつもりだったのだ。

「はい。私は天翔虎カルーデイアシエルや天翼狼ジオードアレイア、天竜姫テユリオンユミカに負けたくない。このエリューディン遠征で、フレリカのニーア・リーベルンは誰だれよりも優れた軍師であると証明したいのです。それは陛下にとっても悪い事ではないはずです」

　ニーアがシエルよりも優れた軍師であれば、その通りだ。そうなればフレリカは二人の優ゆう秀しゆうな軍師を抱かかえ、内政にはエナという天才があり、武においてはザグロニア、フレイ、マギーと申し分のない将が揃そろっている。

　強大な帝国を倒たおすという夢物語が、一気に現実味を帯びてくるのだが、ミオはニーアから目を逸そらし、窓の外に視線を向けた。

　どことなくニーアに信を置けない理由が、はっきりした。

　ニーアはシエルやエナと違ちがい、フレリカやミオに忠誠を誓ちかっていない。口ではフレリカの為ためになどと言っているが、その行動原理は「自分の為」だ。

　今はフレリカを助けてくれているが、これから先もそうしてくれるという保証はどこにもない。

　ミオは胸をぎゅっと押さえ、ただひたすら外を眺ながめていた。




　エリューディン遠征十二日目。

　フレリカ軍は、とうとう眼前にディアナ城の姿を捉とらえた。

　山道とディアナの間には三〇メートル程の断だん崖がいがあり、一本の巨大な石橋と、二本の細い吊つり橋によって行き来する。石橋の先は広場になっており、その先に山を抉えぐり取ったかのような城が見えた。

　雪のように白い岩で造られたディアナは、女性的な美しさを持つ城だった。

　旅の吟ぎん遊ゆう詩人がディアナの城じよう郭かくを歌い、名だたる画家がその絵の題材としている。彼らの間でディアナは「白銀城」と呼ばれ、ラーカスで最も美しい城として有名だった。

　ガーネ山の地形を巧うまく利用して建造されたディアナ城は城じよう壁へきが高く堅けん固ごで、かつて征西将軍レンギルですら攻せめ倦あぐねた城でもある。

　今は帝国の旗が翻ひるがえり、その中に立てこもっているのはシュルツ将軍と三〇〇の兵だけだった。

　ミオとニーアは馬に乗り換かえ、白銀に輝かがやく城を共に眺める。後は崖がけ沿いに広がった自軍に攻こう撃げき開始の合図を送るだけだった。

「陛下、準備はよろしいですか？」

　ニーアの問いに、ミオは凜り々りしく応えた。

「始めよ」

　その瞬しゆん間かん、ニーアは腰から細身の剣けんを引き抜き、全軍に向かって叫さけんだ。

『攻撃開始！』

『おおおおおっ！』

　馬の嘶いななきと、蹄ひづめが大地を蹴ける音と、フレリカ兵の喚かん声せいが青空に轟とどろき、フレリカ軍が全ての橋を駆かけ始めた。

　中央の一番大きくて頑がん丈じような橋の先頭を、馬に乗ったフレイが走る。その後ろを、フレイ直属の部下五〇〇名が続く。最後に、ニーアとミオが橋を渡わたった。

　フレリカ軍全軍が橋を越こえ、ディアナ城前の広場を疾しつ駆くする。雪が土と共に舞い上がり、地面に降り注いだ。

　帝国の旗がなびくディアナ城まで、あと少しだった。

　だがその時、突とつ然ぜん先頭のフレイが矛ほこを掲かかげて叫んだ。

「全軍停止だ！　止まりやがれぇ！」

　急に止まれと言われても、勢いがついた馬をそうすぐに止められない。

　後続の兵はそれでも何とか馬を止めようとして、ばたばたと転てん倒とうしていった。

「ちょ……バカ将軍！　何で急に止まんのよ！」

　フレイの後ろから、棘とげのある言葉が飛んでくる。

　だが、フレイは城壁の上を凝ぎよう視ししたまま微び動どうだにしなかった。

「こらフレイ！　聞いてんの!?」

　痺しびれを切らしたニーアが、フレイの隣にやって来た。

「おい軍師ちゃん、こいつは妙みようだぞ」

「何がよ!?」

　フレイは顎あごに手をやり、目を細めてニーアに言った。

『この城、兵の気配がねえ』

　その時、どぉん、という大きな音と振しん動どうがフレリカ軍を襲おそった！

「きゃああっ！」

「な、何だ!?」

　馬が突然の音と衝しよう撃げきに驚おどろき、暴れ出す。

　フレイは手た綱づなを引いて力ずくで馬を押さえ込んだが、そんな腕わん力りよくの無いニーアは馬に弾はじかれ、空中に投げ出された。

「軍師ちゃん！」

　咄とつ嗟さにフレイが手を伸のばしてニーアの腰こしベルトを摑つかむと、そのまま強引に自分の胸へと引き寄せた。

「危ねぇな、落馬で死ぬ奴やつだっているんだぞ!?」

　丸太のようなフレイの腕うでに抱かれ、普ふ段だんのニーアなら毒舌の一つも吐こうものだったが、後方のそれが視界に入ると、頭が真っ白になってしまった。

　ついさっき渡ったばかりの、ディアナと外界を繫つなぐ最も大きな石橋が……丸ごと無くなっていたのだ。

　そして崖の向こう側には、赤い鎧よろいを着た一団があった。

「あ、おい、どうなってんだ!?」

　フレイがそう言った次の瞬間、左側の小さな橋が対岸より切り落とされ、また視界から消えた。

「まさか……まさか……」

　ニーアが呟き、その瞳ひとみに溢あふれんばかりの涙なみだが溜たまる。動どう揺ようするフレリカ軍をかき分けるように、ミオが馬を駆ってフレイとニーアの許にやって来た。

「二人とも大だい丈じよう夫ぶか!?」

　フレイは寧むしろあの音で暴れたはずの馬を御ぎよしきったミオの馬術に驚いていたのだが、今は胸の中のニーアに目を落とした。

「オレぁ問題ねぇけど……軍師ちゃんの様子がおかしいんだ」

　ミオがニーアの顔を覗のぞき込む。

　顔面蒼そう白はくで、血の気が引いていた。

「一体、どうしたと──」

『フレリカの王女はいるかしら？』

　ミオの声をかき消すように、帝国軍の中から気色悪い声が響ひびく。

　フレイとミオは互たがいに視線を交わして頷いた後、崖に向かって馬の足を進めた。

　漆しつ黒こくに吸い込まれそうな谷を挟はさんで、帝国軍とフレリカ軍が対たい峙じする。だが、その隔へだたりのせいでどちらも手が出せない状態だった。

「おお、そこに現れたのはフレリカ王女ミオなの!?」

　帝国軍の中に一人、やたらと肥えた男がいた。

「貴様……シュルツか？」

　ミオの問いかけに、男はにいい、と笑う。

「いかにも。アタシがこのエリューディンを任されたシュルツよん」

　野太い声にも拘かかわらず何故か女言葉を吐はくシュルツは、その巨きよ漢かんと相あい俟まって常識を超えた気持ち悪さだった。

「アンタ達は大軍師ユミカ様の策に落ちたの。これからフレリカが滅ほろぶ様を見届ける事すら出来ず、そこで朽くちるがいいわ。ほーっほっほっほ！」

　うげえ、と舌を出すフレリカ兵達。

　よく見ると、帝てい国こく軍の端はしにいる兵も同じように顔を背けていた。

「何であんな奴が将軍なんだ……」

　フレイがそう呟つぶやいた時、まだ右側の吊り橋は壊こわされずに残っている事に気がついた。

　しかもその橋は、帝国軍が布ふ陣じんしている位置よりかなりの距きよ離りがある。

　ぎろり、とフレイが敵軍を観察する。

　馬に乗っているのはシュルツ一人。他はみな歩兵だった。

「何だかんだ言ってるが、まだ橋を残してるじゃねぇか。騎き馬ば隊、今すぐ右の橋を渡って進路を確保しろ」

「ははっ！」

　フレイの命令を受け、騎馬隊が一いつ斉せいに動き出す。それを見たシュルツはふふん、と鼻で笑い、大声で叫んだ。

「お馬ば鹿かさんねえ……ヘスタ、やりなさいっ！」

　シュルツがそう叫ぶと、隣となりにいた線の細い少年がポール・アームを握った。

「しっ、失礼します！」

　次の瞬間、ヘスタはポール・アームでシュルツを打ち据すえた。

「ふごっ！」

　シュルツは情けない声を上げて、脇わき腹ばらを押さえた。

『はあっ？』

　フレイだけでなく、ミオもニーアも、フレリカ兵らも呆あつ気けにとられていた。

　そしてこの時、この妙な光景である疑問がミオの頭を過ぎった。

　帝国軍が落としたのは巨きよ大だいな〝石橋〟である事を。

　それは到とう底てい、人の力で壊せる物ではないはずなのだ。

「ぶぐぐ……痛ぁい……いたぁああああああいいいいいいい！」

　シュルツが悲痛の声を上げると、暗い谷から光が噴ふき出してきた。

『打ち砕くだけ！　〝苦く怒ど柘榴ざくろ岩がん〟』

　刹せつ那な、谷底がちかっ、ちかっ、と輝くと、凄すさまじい勢いで谷から巨大な紫むらさき色いろの岩の塊かたまりが、橋の中央まで進んでいたフレリカの騎馬隊を巻き込んで空へと突つき抜ぬけていった。

「ああ、うああああああああああああ────！」

　橋を渡っていたフレリカの騎馬隊は、一人残らず闇やみへと落ちていった。

「う、お……」

　フレイが、空を見上げて呟いた。

　直径十メートル程の巨大な岩石が、宙にふわふわと浮ういている。

　何とも異様な光景だった。シュルツが手を翳かざすと、岩石は瞬しゆん時じにして手のひらに収まるくらいに縮み、小鳥のように素早くシュルツの許へ戻もどった。

「アタシのアーティファクトはねえ、珍めずらしい先行副作用型なのよう。この身体からだを痛めつけられれば痛めつけられる程、苦怒柘榴岩の大きさ、美しさ、固さ、重さが増大するワケ。だからさあ、このでっかい橋を壊すときなんか、あまりの痛みで思わず可愛いヘスタを殺そうかと思ったわよ」

　苦痛に顔を歪ゆがめながら、シュルツが言う。

　美しさはともかく、その破は壊かい力は確かに脅きよう威いである。だが、そのアーティファクトが欲しいと思う者はこの場に誰だれ一人ひとりいなかった。

「というワケだから、アンタ達はそこでパーティでも開いてなさいな。ほーっほっほぶっ、げほっ、げほっ！」

　シュルツは咽むせせながら馬の足を返し、軍を率いて去って行った。

「何か色々とすげぇ奴だったが……こっちが大ピンチになったのは間ま違ちがいねぇな」

　フレイが落とされた橋の残ざん骸がいと、谷の向こうのランカスタに通じる道を眺ながめて言った。

「おい軍師ちゃんよ、いいかげん何か言ったらどうだ？」

　フレイの胸にしがみつき、譫うわ言ごとのようにぶつぶつと言うニーアの頰ほおを、フレイがつまみ上げた。

「いたたたたたた！　な、何すんのよ！」

『おい軍師ちゃんよぉ、とにかくわかってる事を話せ。じゃねぇと兵にも動揺が走るぞ！』

　フレイの言う通りだった。ただですら異様な将軍の、異様な攻こう撃げきを見せられて、兵達は訳も分からずぼーっとしていた。

　ニーアはフレイの腕を解き、地面に降り立つ。

　そしてミオとフレイに背を向けたまま話し始めた。

「ディアナ城に旗を立てておけば、間違いなく帝国軍はフレリカを恐おそれて籠ろう城じようしていると思い込む。それが罠わなだった」

「何だと？　じゃあ、あのディアナ城に敵兵は？」

　フレイが訊きくと、ニーアはぶんぶんと首を振ふった。

「一人もいない。だってあいつらは……最初からここに陛下とあんたを閉じこめるつもりだったんだから」

　それを聞いた者は、さすがに愕がく然ぜんとした。

　ミオも、フレイも。周囲で彼らを守る兵士達も。

「だ、だけどよ……ユミカってぇ軍師はシエルの兄貴と戦ってんだろ？　それなのに、こんな所まで策を準備してたってぇのか？」

　ニーアが拳こぶしを握にぎり、肩かたを震ふるわせた。

「もっと、もっと深く読んでいたのよ。ここを攻せめたフレリカ軍を……ひっく……全部、閉じこめ……ぐす……」

　ニーアの背中から、痛々しい程の悔くやしさが滲にじみ出ていた。

　ここディアナに封ふうじられた兵は二〇〇〇程度だが、何より大きいのがフレリカ王女ミオを捕とらえたも同然とし、フレリカで最も危険な将軍フレイを無力化した事である。

　全てはユミカの手のひらの上で踊おどらされた、ニーアの失態だった。

　ニーアの足許にぽたり、ぽたりと雫しずくが落ちて、雪に染み込んでいく。

　そんなニーアの頭を、フレイががしりと摑んだ。

「おい軍師ちゃんよ、諦あきらめるのはまだはえぇ。本当に脱だつ出しゆつ経路がこの橋しかないんなら仕方ねえけどよ、まだ他の道を探してねえ！」

　フレイがそう声をかけても、ニーアの肩は震えたままだった。

　その時、その肩を優しく摑む者があった。

　ミオだった。

「フレイの言う通り、諦めるのが最も良くない事だ。ここで途と方ほうに暮れていても仕方ない。一いつ端たんディアナ城に入り、善後策を練るぞ」

「……はい」

　ニーアは袖そででぐしぐしと涙を拭ふき、フレイに抱いだかれたまディアナ城に向かった。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　その頃ころ、ランカスタの北にあるガーネ山道では、激しい戦せん闘とうが繰くり広げられていた。

　ニーアの予想通り、帝国の四将が一人、平北将軍ベルガーが一二〇〇〇の兵を率いてエリューディンに侵しん攻こうして来たのである。

　対するフレリカ軍はザグロニア将軍を中心として中山道に一五〇〇、上山道には郷導士アンバーが五〇〇の兵を布陣させ、強固な柵さくを設置していた。

　アンバーが必ず敵は上山道、中山道の両方から攻めてくるとザグロニアに進言してこのような布陣となったが、その言葉通り、両道で激しい弓の撃うち合いが始まったのである。

　それから二日が経ったが、アンバーの言葉に従って展開した布陣は非常に強固で、帝国軍でも屈くつ指しの強さを誇ほこる平北軍が、ザグロニア軍を攻め倦あぐねていた。

「ふう、しっかしまあ、アンバーがおらんかったらワシらは上山道から後ろを取られて挟み討うちに遭あっとった。あやつがいて良かったのぉ」

　ザグロニアが愛用のアーティファクト〝隆りゆう骨こつ杵しよ〟を手に、馬上から崖がけを見上げる。そこではアンバーが帝国軍相手に、一歩も引かぬ戦いをしていた。

「この調子なら何日でもここで帝国軍を防げそうだのぉ。その間にディアナを落とせば、遠えん征せいは成功したも同然じゃなぁ」

　しかし、一いち抹まつの不安がない訳でもなかった。

　強大な帝国軍にあって、平北軍こそ最強だという噂うわさをよく耳にした。その根こん拠きよは平北将軍ベルガーが持つアーティファクト〝戦せん勝しよう旗き〟である。

　単体の性能ならば征西将軍レンギルの〝卸浄咎〟が最も破壊力のあるアーティファクトだといわれているが、ならばベルガーの〝戦勝旗〟はどんな能力を持っているのか。それがわからない事が、ザグロニアの不安の理由だった。

（それによぉ、まだベルガー自身の姿を見てねえぞぉ？）

　そんなザグロニアの思いをよそに、その日の戦闘にもベルガーは姿を現さず、日にち没ぼつを迎むかえて帝国軍は下がっていった。

　今日も、無事に帝国軍を退けた。ザグロニアは厳しい連戦を強いられている兵達に酒を振る舞まおうとした、その時だった。

「将軍は、ザグロニア将軍は何処いずこに!?」

　狭せまい陣じん中ちゆうを、一人の兵が走って来た。

「何じゃあ、ワシはここじゃあ！」

　杯さかずきを片手にザグロニアが叫さけぶと伝令兵が慌あわてて駆かけ寄り、口早に報告した。

「何ぃ？」

　それを耳にしたザグロニアが、思わず首を傾かしげた。

「何故あやつが……どこじゃ、すぐ案内せい！」

「ははっ！」

　伝令兵の案内で、ザグロニアは慌てて陣の後方に駆けた。果たしてそこに、深手を負いつつも何とかここまで辿たどり着いた者の姿があった。

「おお！　そ、その姿は!?」

「はあ、はあ、しょ、将軍……どうか将軍の力を……このままでは、このままでは……」

「ちょっと待てぇ。そう言われても訳が分からん。落ち着いて順を追って話せぇ！」

　ザグロニアにそう窘たしなめられ、その者は起きた出来事を簡潔に話した。

「なん、じゃとぉ!?」

「い、今のフレリカを救えるのは隆骨杵を持つ将軍しかいないと思い……道案内も連れて来てるので……は、早く！」

　ザグロニアは髭ひげをひと撫なでし、自じ陣じんに向かって叫んだ。

『誰だれか、隆骨杵と馬を持てぇ！　ワシはこれからここを離はなれる。騎き馬ば隊五〇〇、お前等はワシと共にルナリムの森に向かう。急いで準備しろぉ！』

「「ははっ！」」

　このガーネ山道では柵を立てて弓と長なが槍やり、そしてシエルが考案したスピアボウでの戦闘が主だったので、騎馬隊も馬には乗らず槍を持って戦っていた。故に馬に乗れという命令が下され、騎馬隊の面々は喜び勇んで自分の馬を引いて来た。

「将軍、お、お願い……」

　疲ひ労ろうで声が掠かすれ、絞しぼり出すように口にした言葉に対し、ザグロニアは堅かたく握りしめた拳を突き上げ、背中で応えた。

「よくワシに知らせてくれた、感謝するぞ。こっちは任せろぉ！」

　ザグロニアはぎらりと正面の道を睨にらみ、兵の一人が率いてきた愛馬に跨またがると、一気に馬を走らせる。

　それに続き、ザグロニア麾き下かの騎馬隊が主の後を追って駆け出した。




　ザグロニアは、ここから大局を揺ゆるがす行動に出る事になる。







　第四章　天翔虎カルーデイアＶＳ天竜姫テユリオン







　時を少し遡さかのぼり、フレリカ軍がエリューディン遠征軍を送り出した日の夕刻。

　先行してマギーが守っていたモロ城への行軍中、馬上のシエルの許に蜂はち蜘く蛛も隊たいが現れ、その一大事を報告した。

　帝てい国こくの大軍師ユミカ、約一〇〇〇〇の兵を率いて出しゆつ陣じん、との事だった。

「い、一〇〇〇〇？」

　ユミカが出てくる事はシエルも感づいていたが、その兵士数は予想を上回る数だった。

　同時にシエルは、強い違い和わ感かんと疑念を覚えた。

（妙みようだな。帝国はリュナス、パルディナ両国と戦っているはずなのに、どうしてそれほどの兵を出せるんだ？）

　いやな予感がする。頭を搔かいて思考を巡めぐらせるシエル。

（リュナスはともかく、今はパルディナが気になるな）

　パルディナは早々にフレリカと同盟を結び、フレリカの東を支配する帝国鎮ちん南なん軍と戦っている。もしパルディナが帝国鎮南軍と戦になっていなければ、エリューディン遠征よりも鎮南軍との戦を先にしなければならなかった。

　シエルは片かた膝ひざをついて待つ蜂蜘蛛隊に指示を出した。

「お疲つかれのところ悪いけどまた働いてもらう。現在、パルディナと帝国鎮南軍はどこで戦っているのか。その戦せん況きようを探ってもらいたい。それと──」

　シエルは懐ふところから封ふう筒とうを出し、蜂蜘蛛隊の男に渡わたした。

「ここを離れたらすぐそれを読んで、書いてある指示に従うように」

「ははっ」

　男は一礼し、馬に跨がって颯さつ爽そうと走り去った。

　それから二日後、シエル達はマギーが守るモロ城に入った。

「あにき、お待ちしてたです！」

「マギーも元気そうで何よりだよ」

　互たがいに抱だき締しめ合って再会を喜ぶ二人。

「何よ、そんなに長い間、離ればなれだったわけじゃないでしょ？」

　エナが膨ふくれっ面つらになる。

「ま、まあまあ左尚しよう書しよ。義ぎ兄妹きようだいは、本当の兄妹より仲がいいというではありませんか」

　そうエナを窘たしなめたのは、千人長リンシアである。

「あっ、リンシア！　今回も一いつ緒しよに戦えて嬉うれしいですっ！」

　マギーが破顔すると、リンシアはにっこりと微ほほ笑えんだ。

「…………私もですよ」

「何で間を空けたです？」

　シエルに見せた笑顔から一転し、拳を振ふり上げて怒おこりながらリンシアを追い回すマギー。

「いたた、じょ、冗じよう談だん──」

「どーせあたしの事を頼たよりない小こ娘むすめだとか思ってるですよね!?」

「…………決してそんな事は」

『だからその間が気になるですよ？』

　マギーが頰ほおを膨らませていると、シエルが間に入って話を止めた。

「早速だけど軍議に入るよ。ファル、準備を」

「はい、軍師」

　諸将が集まると、命を受けたファルリアが、手にした袋ふくろから地図やら駒こまやらを一つ一つテーブルの上に置いた。

　ファルリアは外交官、即すなわち文官なので、槍を持って戦に出る事はない。だが戦に負ければ、屈くつ強きような敵兵に抵てい抗こうする術を持たない文官は、その命を敵兵に委ねなければならないという厳しい立場でもある。

　そんなファルリアがあらかた軍議の準備を整え終わると、シエルに向かって片膝を突ついて言った。

「軍議に先立ち、軍師にお願いがあります。私はフレリカの外交官として、外交官にしか出来ない戦をしたいと思っております」

「うん？」

「これからパルディナに向かい、帝国鎮南軍を牽けん制せいするよう進言してきます。その上でリュナスにも話を通し、帝てい都とを狙ねらうよう仕向けたいと存じます。お許し願えませんか？」

　シエルは頭を搔きながら目を閉じ、口を開いた。

「確かに、どうも帝国はこちらに主力を回しているようだから、パルディナとリュナスを動かすのは妙みよう案あんだ。今すぐ行ってもらおう。それと、これまでは一人で交こう渉しように向かってもらっていたけど、状況が状況だからね。護衛に兵一〇〇人を付けるよ」

「……お心こころ遣づかい、感謝いたします。それでは、直ちにパルディナへ向かいます」

「うん、よろしく頼たのむ」

「ははっ！」

　ファルリアはシエルに一礼し、足早に部屋を出て行く。

　その背中を、シエルは訝いぶかしげに睨みつけていた。

「あにき、何か怖こわいです」

　マギーがただならぬシエルの雰ふん囲い気きに、思わずそう漏もらした。

「ねえシエル、ファルがあんたに何かしたの？」

　エナも眼鏡めがねを弄いじりながら、シエルに訊たずねる。

　ラミナも腕うでを組んで口を結びながら、ファルリアに目を向けていた。

「あ、ああ、ちょっと気になる事があってね。それより軍議を始めよう」

　シエルはエナにそう答え、机上に目を落として駒を手にした。

「まず蜂蜘蛛隊からの報告を伝える。ユミカは帝国の将軍三人を連れて南下中らしい。アルルガ将軍、クラウ将軍、フローラ将軍だ。この三人は四将に比べればさほど怖くはないけど、それでも帝国の将軍だ。気をつけないといけない」

　シエルは地図上のモロ城の北に駒を三つ配置した。

　エナ、マギーらは、机上に目を落とす。

「兵法の基本として〝遠えん征せい軍は、着陣初日の夜や襲しゆうに注意〟というのがある。長旅で疲れ、ようやく移動しなくてもいい日の夜だから、着陣初日は眠ねむりも深くなりやすい。だから僕はそれを逆手に取り、あえて夜襲をかけようと思う」

「ちょ、ちょっと待って！」

　シエルの言葉を止めたのは、エナだった。

「そんな兵法の初歩中の初歩がユミカに通じるの？」

「通じなくてもいいのさ。僕がやろうとしている夜襲は、エナが考えているような、一夜にして戦局を大きく左右するようなものじゃない」

「え？」

　エナが首を傾かしげると、シエルはにこっと笑った。

「さて、それは置いといて肝かん心じんの翌日だ。夜襲で怒り心しん頭とうの帝国軍は力任せに攻せめてくると思う。そこで僕は、以前からマギーに頼んでこういう物を用意してもらっていた」

　シエルが帝国軍の駒を地図上のモロ城に近づけると、その手前で駒をぱたんと倒たおした。

「これは？」

　エナ、リンシア、マードックが首を傾げる。

「落とし穴です。あにきの命令で四方の城じよう壁へきの前をがっつり掘ほってあるです」

「ええっ!?」

　マギーが説明すると、三人は驚おどろきの声を上げた。

「こんな大がかりな準備をしていたとは……やはり軍師は、帝国軍がモロ城に攻め寄せる事を前から予想していたのですか？」

　リンシアがそう訊きくと、シエルは大きく頷うなずいた。

「うん。だからモロには武器や防具、兵ひよう糧ろう、薪まきなどの必要物資を集めてある。事前にヒューレの町からも輸送させておいたんだ」

「とはいえ城に籠こもってばかりでは、負けはしなくても勝てもしないのではないか？」

　三百人長マードックが指し摘てきした。

　マードックは元フレリカ王国将軍だったが、フレリカ滅めつ亡ぼうの折に帝国へ降こう伏ふくした。

　更さらにその地をミオら新生フレリカ軍が押さえると、今度は何食わぬ顔でフレリカの将軍に戻もどろうとし、シエルの怒りを買った人物である。

　シエルから叱しつ責せきを受けた後は神しん妙みように仕事をこなし、経験を生かしてあっという間に三百人長の地位まで駆かけ上っていた。

「そうだね。だから今の内に勝つ為ための手を打たなきゃ。まずマギーだ」

「はいですっ！」

　シエルの義妹マギーが、元気良く手を挙げて返事をした。

「マギーは兵二〇〇を率いて北上し、ルナリムの森の中に兵を伏ふせてくれ。ユミカの斥せつ候こうは騎き馬ばだから、森の中までは入ってこないだろう。だから、決して森の外には出ないように。ユミカの索さく敵てきに引っかかってしまったら、この策は台無しだよ」

「わかったです！」

　マギーがにぱっと笑って返事をする。

　その姿は、とても愛くるしかった。

「次にリンシア」

「ははっ」

　シエルが次に名を呼んだのは、千人長のリンシアだった。

「リンシアはモロから東にある地下迷宮『ガーク・トリムラー』の地下二階にある大広間に二〇〇の兵を入れ、同じく潜せん伏ぷくしてもらう」

「何と……ダンジョンに兵を隠かくすのですか？」

　驚きの声を上げるリンシアに、シエルは笑顔を向けた。

「昔、冒ぼう険けん者に聞いた事があって、蜂蜘蛛隊にも調べさせておいた。ガークの地下二階には大広間があって、そこは五〇〇人がゆうに入る広さがある。帝てい国こく軍の斥候は騎馬を使うから、入り口が狭せまい階段であるガークの中までは見ないと思うんだ。つまり、兵を伏せるのにもってこいの場所だよ」

「な、なるほど」

　ダンジョンに兵を伏せる、というのは常識外れの奇き策さくだった。ダンジョンは冒険者らの領分であり、何よりモンスターが多く危険な場所なのだ。

「わかりました。それで、私はそこからどう動けば？」

　リンシアがシエルにそう訊ねると、シエルは帝国軍を示した駒を手にして言った。

「ここからは手順が大事だから、マギーとリンシアはきちんと理解してほしい。これから四日か五日の後、この地方は前も見えない程の豪ごう雨うになる。それを合図にまずマギーが出しゆつ陣じんしてモロ城を目指す。位置的には帝国軍本ほん陣じんが見えてくるはずだから、帝国の旗を目印に突とつ撃げきしてくれ。リンシアも雨が降ったら兵を地上に出してマギーと同じく敵本陣に進軍、ユミカを討ち取ってもらう」

　矢や継つぎ早に繰くり出される指令に、マギーもリンシアも話について行くのがやっとだった。

「えーと、まず何から訊けばいいか……豪雨になるって、ホントです？」

　マギーがあからさまに半信半疑な顔で訊いた。

「この地方は春を迎むかえる時期に、決まって気温が上じよう昇しようして凄すさまじい雨になる。これまでの観測から鑑かんがみて、それが起こるのが四、五日後の午前中なんだ」

「へ、へえー……」

　呆あつ気けにとられるマギーに続き、リンシアが口を開いた。

「軍師、私は雨が降ってから兵を整えるのですか？　そうなると、恐おそらくマギー将軍のほうが早くモロ城に着く事になりますが……」

「そう、その時間差がこの策最大のポイントなんだ。多分ユミカの事だから、僕がどこかから本陣に奇き襲しゆうをかけるだろう、という所までは読んでいるはずだ。だからユミカはマギー軍を発見したら、やはり伏ふく兵へいがあったかと本陣の守備隊を全部北に向けるはずだ。ところが、東から来るリンシア軍の存在までは読み切れない」

　シエルは喋しやべりながら、地図上の駒を動かす。ルナリムの森から真っ直ぐ本陣を目指すマギー軍。それを迎げい撃げきせんと兵をマギーに向ける帝国軍本陣。その裏を突く形で、リンシア軍の駒を帝国軍本陣に進めた。

「という事は……ボク、囮おとりですか？」

　マギーが悲しそうに言う。

　だがシエルは眉まゆ一つ動かさずに答えた。

「それを言うなら僕もエナもラミナもマードックも、このモロ城ですら全て囮だよ。天竜姫テユリオンの軍師ユミカを討つまたとないチャンスなんだ。冒険者の領分を侵おかし、天候を利用し、全員がリンシアという矢に気づかれないよう囮になる。それくらいやらないと勝てる相手じゃない」

「な、なるほど」

　シエルの言葉に凄すごみを感じたマギーは、ぱしんと右の拳こぶしを左の手のひらに当てた。

「だったらボクは、帝国軍がしっかり嚙かみついてくるように大暴れするですよ！」

「ありがとうマギー。是ぜ非ひそうしてくれ」

　その時、ずっと地図に目を落としていたラミナが言った。

「軍師、帝国軍の兵へい站たんを狙うってのはどうだ？　一〇〇〇〇も兵を連れて来ているなら、兵站を襲おそえば敵は長期戦が出来なくなるが」

　ラミナの提案に、シエルは首を振ふった。

「あのユミカが兵糧を取られて退たい却きやくなんて事は有り得ない。恐らくユミカは兵站を複数に分け、それぞれに護衛をつけるだろう。どこが襲われても兵を飢うえさせないようにね」

「そんな事までわかるのか？」

　シエルは眉み間けんに皺しわを寄せ、ラミナに向かって重々しく喋り出した。

「かつて僕とユミカが帝国大軍師ディオラの元で学んでいた頃ころ、ユミカは常に首席の座を譲ゆずらなかった。そのユミカが僕を天才型の軍師だから怖いと言ったけど、冗じよう談だんじゃない。僕が天才ならユミカは大天才だ。次元が違ちがう程に差がある」

　シエルは地図上の二点を指さす。それはビエイル川に架かかるリルガ橋と、モロの西に広がるトゥルネー平原だった。

「リルガ橋の戦いと、トゥルネー平原の戦い。いずれも帝国側の絵図を描えがいたのはユミカだ。この戦、どちらも一歩間ま違ちがえれば僕らは大敗北を喫きつし、今のフレリカは存在しなかっただろう。ユミカは帝てい都とにありながら、ここまでの手を打てる軍師なんだ。だから僕はフレリカの為に、今回の戦でユミカを討つ！」

　シエルの声に、自然とエナ以外の諸将が大きく頷いた。

「では、それぞれ準備にかかってくれ。マギー、リンシアは敵に悟さとられぬよう夜中に城を出るように。その他の将は籠ろう城じよう戦の準備だ。この戦、絶対に勝つぞ！」

「「「おおっ！」」」

　シエルの言葉が合図となり会議は終しゆう了りようし、諸将は自分の役目を果たすべく急いで部屋を出て行った。

　ただ一人、エナを除いては。

「エナ？」

　エナは何故か悲しそうな瞳ひとみで、シエルを見ていた。

「シエル……どうしても、ユミカと戦うの？」

　俯うつむき加か減げんで眼鏡を忙いそがしそうに弄るエナ。

「フレリカが生き残る為には、仕方ないさ」

「昔は仲間だったとしても？」

「今は僕がフレリカの軍師で、ユミカは帝国の軍師だからね。ところでエナ」

「うん？」

　シエルはエナに近寄り、両りよう肩かたに手を置いた。

「な、何よシエル」

　きゅ、と胸の前で手を結ぶエナ。

「僕の策、ユミカに通じると思う？」

「え？」

　エナがシエルの瞳を覗のぞく。

　不安と、自信と、恐きよう怖ふとが入り交じっていた。

「ダンジョンに兵を隠すというのは前例がないし、弓が得意なリンシアを切り札に選んだのもさすがよ。多分、ユミカでもこの策は読み切れないと思う」

「ありがとう。少し気が楽になった」

　シエルはやはり、どこかでユミカに自分の策が通じないのではないかという思いがあった。エナは左尚書という内政を司る地位についているが、軍略にも明るい。

　だからこそ、エナに意見を聞いてみたかったのだ。

「あたしがあんたに訊きたいのはユミカを討ってしまって……悲しくないか、って事」

　エナが珍めずらしく、消え入りそうな声でシエルに言った。

「正直に言えばやっぱり悲しいと思う。ユミカとは一流の軍師を目指す同志だったからね。でも僕らはフレリカを再興し、ミオを助けて天下統一を果たすという大願がある」

　シエルはエナの肩かたを放し、椅い子すに腰こしを下ろす。

「僕の意志は揺ゆるがない。この戦で僕は絶対にユミカを討つ！」

　それは、シエルの強い決意表明だった。

「うん、がんばれシエル！」

　エナが、満面の笑みをシエルに向けた。

「ありがとう」

　シエルはほんのりと暖かくなった胸に手を当て、来る帝国軍の来らい襲しゆうに向けて気を引き締しめるのだった。




　二日後。数人の兵と共に西の城門を点検していたシエルの許に、一騎きの斥候が戻って来て叫さけんだ。

「はあ、はあ、軍師、て、帝国軍が現れました！」

「!!」

　シエルはその知らせを受け、弾はじかれたかのように城じよう壁へきの上へ続く階段を駆け上がる。

　そして北の方角に上がる土つち煙けむりを見て、決戦の時が来た事を悟った。

「よし、合図の笛矢を放つんだ！　城外にいる者は全員城内に戻もどり、帝国軍迎撃の準備にかかれ！」

『おおっ！』

　シエルの命令で、モロ城の空に笛矢が放たれる。

　鳥の鳴き声にも似た音を放つ矢が三本打ち上げられると、城内は俄が然ぜん、慌あわただしくなった。東西南北全ての城門が閉じられ、閂かんぬきが下ろされる。市民らは急いで家に入って扉とびらに鍵かぎをかけ、武器屋や雑貨屋などは略りやく奪だつに備えて品物を倉庫に運び入れた。

　シエルは北の城壁から、波のように押し寄せてくる帝国軍を睨にらんでいた。

「軍師、東と南は準備出来たぞ！」

　ラミナが城壁に現れ、そう告げた。

「わかった。じゃあこれからラミナに特別任務を与あたえるよ」

「お!?　何かやらせてくれんのか？」

　暴れたくて仕方ない、といった顔のラミナが、腕うでまくりをしてシエルの言葉を待った。

「うん。今から寝ねてくれ」

『はあ？』

　ぼぼん、とラミナの顔が赤くなる。

「あ、そ、それは……命令なのか？」

「うん。大事な命令だよ」

「ででで、でもさ、いくら戦を前にして高ぶってるからって、いきなりそういうのってアリなのか？」

「僕は総合的に判断してラミナに決めたんだ。出陣準備を整えたら寝しん所じよに行ってくれ」

「……そこまで強引に口説かれたら仕方ねぇ。あたいも女だ。このラミナ・ザグロニア、軍師に全てを預けようじゃねぇか！」

　顔を真っ赤にして宣言するラミナに、シエルははっとした。

『だああ、違う違う。これはやじゅっ！』

　最後まで言い切る前に、シエルの後頭部を閃せん光こうのような痛みが走る。

　両足がふわりと浮うき、そのまま三回前転してぱったりと倒たおれた。

「シエルぅ、あんた大事な決戦を前に何考えてんのよ！」

　怒いかりで異様なオーラを放つ、エナだった。

　日光が眼鏡めがねに反射し、瞳が見えないのが余計に怖こわい。

「あぐー、ち、ちがうー。夜や襲しゆうをかけてもらうから、今の内に寝てって意味だよ……」

　シエルが目を回しながら言う。

「そ、そうだったのか!?　あたいはてっきり服を脱ぬいで待ってろと──」

『目の前に帝てい国こく軍が来てるのにそんな事考える訳ないじゃないか！』

　シエルとラミナ、そしてエナのやりとりを見て、緊きん張ちよう感かんで圧おし潰つぶされそうになっていたフレリカ兵らが声を上げて笑った。

　シエルが頭を搔かきながら、その兵達を素早く観察する。朝にはピリピリして、あちこちで喧けん嘩かが起きていたが、今はしっかりと肩の力が抜ぬけていた。

「まさかとは思うけどエナ、みんなを和ますためにわざと僕を？」

「全ッ然違うわ。単にエロシエルにお仕置きをしたかっただけ」

　全然違ったらしい。

　それはともかくとして、結果的に兵を和ませたのは事実だ。

　シエルは起き上がり、にっと笑って頷うなずいた。

「うん、これなら戦える」

　そう呟つぶやいた、次の瞬しゆん間かんだった。

『シエル・スノーハートォ！　どこじゃあ、出てこいィ！』

　城外から、落らく雷らいのような声がした。

「な、何だ？」

　シエルが城壁から顔を出すと、そこには二人の人物が馬に乗っていた。

　赤いフルプレートアーマーとヘルム、そして黒いマント。太い眉まゆは見る者を威い嚇かくし、顎あご鬚ひげからは将軍としての貫かん禄ろくが窺うかがえた。

　帝国軍の将軍、アルルガである。

　そしてその隣となりの人物を見て、シエルは目を疑った。

　インクを流したかのような漆しつ黒こくの髪かみ。玉石のように輝かがやく深しん淵えんの瞳。巨きよ漢かんのアルルガの隣にいるせいもあるが、一いつ瞬しゆん幼い娘むすめかと思う程の可愛らしい容姿。よくあの身長で馬に乗れるものだと不思議にさえ思う。真っ赤なレザージャケットに、チェックのスカート。そして胸には、帝国のシンボルが刻まれたペンダントが輝いている。

　天竜姫テユリオンの軍師、ユミカ・ローレンツ本人だった。

「な、何で、ユミカが……？」
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　アルルガ将軍は別として、軍師が兵を後ろに控ひかえさせて単身で敵の前に現れるなど、前代未聞の事である。

　シエルの隣にいた兵達は一いつ斉せいに弓に矢をつがえ、ユミカに向けた。

「よせ！　まだ矢を放つな！」

　シエルが慌てて命を下した為ため、兵達は矢をユミカに向けたまま、ぴたりと動きを止めた。

『でははははは！　天翔虎カルーデイアァ、その犬どもの首輪、しっかりと繫つないでおけェ！』

　アルルガの挑ちよう発はつに、フレリカ兵の手に力が入る。

　だが、ユミカがそんなアルルガの前に出た。

「アルルガ将軍、悪戯いたずらに敵を挑発しないで。そんな事をしに来た訳じゃないから」

「あー？　すまんすまん！　でははははは！」

　静かではあるが、圧あつ倒とう的てきな迫はく力りよくが込められたユミカの言葉だった。

「シエル、久しぶり」

　ユミカが城壁の上のシエルに目を向けて、そう言った。

「久しぶりだね。全く、君には何度も困らされているよ」

「それはよかったわ」

　ユミカが、相変わらず顔色一つ変えずに喋しやべる。

　そしてシエルの隣には、いつの間にかエナだけでなく、ラミナもマードックも来ていた。

「あ、あれが帝国大軍師ユミカ・ローレンツ……」

　マードックが、額に汗あせをかきながら呟いた。

「おいおい、あんなおチビちゃんが、あの天竜姫テユリオンの軍師なのか!?」

　ラミナはマードックの隣で城壁の煉れん瓦がに足をかけ、威い圧あつ的にユミカを睨んだ。

「シエル、私の手紙は読んだ？」

　ユミカが氷のように冷たく、鋭するどくシエルに言い放つ。

「読んだよ。帰れ、さもなくば滅ほろぼす、だったね」

「うん」

　シエルの言葉を耳にしたユミカは、軽く俯うつむいた後、シエルに悲痛の表情を見せた。

「どうして帰って来てくれなかったの？」

　泣きそうでもあり、怒りに満ちているようでもある。

　そんなユミカに、シエルは早くも飲み込まれそうになった。

「僕は最初からフレリカ王国の再興が目的で帝てい都とに行った。残念ながら先代フレリカ王は助けられなかったけど、ミオ王女の許、僕は断固として帝国と戦う！」

『いいかげんにして』

　シエルの叫びは、ユミカの重い一言で打ち消された。

「シエルもアレイアも、先生の気持ちを考えないで好き勝手やってくれて……先生はね、皇帝陛下にわざと暴政をさせ、各地で起きた反乱をアレイア、シエル、そして私で鎮ちん圧あつする事で、絶対に揺るがない平和なラーカスを築こうとしたの。

　そしてご自身は私達三人に後事を託たくして引退したい、と仰おつしやってた。その先生の気持ちを踏ふみにじったあなたとアレイアを、私は絶対許さない」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎるユミカ。

　シエルは負けじと、そんなユミカに言葉を浴びせた。

「許してもらわなくて結構だよ。先に全てを踏みにじったのは帝国だ。力でねじ伏ふせられた人達の気持ちなんか、君にはわからないさ！」

「シエル、今からでも遅おそくないわ。皇帝陛下に許しを乞こい、私と共にアレイアを討ち、戦のない、平和なラーカスを作りましょう」

　全軍が、固かた唾ずをのんで二人のやりとりを聞いていた。

　そんな中、シエルは頭を搔きながら嘆たん息そくして口を開いた。

「トーレ帝国の人って、みんなそうだよね。すごく優ゆう秀しゆうで、歴史に残るような将を何人も輩はい出しゆつしている。ところが、どうにも君らが理解しようとしない事がある」

「何？」

「人の心さ」

　ユミカの瞳ひとみが、僅わずかに澱よどむ。

「反乱を起こさせて、それを再鎮圧させる？　そのせいで何人の罪なき人々が犠ぎ牲せいになるんだい？　家族や愛する者を失う人々や、路頭に迷う子供達をどうする気なの？　そんな人達の心を計算から外し、戦略や戦術ばかりに気をとられている。そんな事で手にした安あん寧ねいが、長く続く訳がない」

「続けさせるわ」

「どうやって？」

「……力ずくで」

　議論は、平行線だった。

「やはり、君と平和を語ることは出来ないようだね」

「私達は、分かり合えないの？」

「不可能だよ」

　睨み合う、二人の軍師。

　空に浮かぶ黒い雲が落ちてきたかのような沈ちん黙もくが、辺りを包み込んだ。

「……わかったわ」

　ユミカは大きく溜ため息いきをつき、シエルに告げた。

「なら、私はあなたの拠より所を全て壊こわしてあなたを手に入れる。もう、五体満足でいられると思わないでね」

　容姿からは全く想像できないような恐おそろしい言葉を吐はき、ユミカは背を向けてアルルガ将軍を連れ、自軍に引き返していった。

「ぐ、軍師、あのまま帰していいのですか？　今なら、まだ矢は届くぞ!?」

　マードックがそう進言したが、シエルは何も答えなかった。

（負けるもんか。この戦、勝つのは僕だ！）

　小さなユミカの背中が、シエルにはガーネ山よりも大きく見えていた。




　その後、帝国軍は速やかにモロ城を包囲した。

　東西南北、全ての城門前に兵を配置し、攻こう撃げきに備えて物資を運ぶ姿が、城じよう壁へきの上から見える。だが、結局その日は帝国軍からの攻撃はなく、まるで嵐あらしの前の静けさのような、不気味な静せい寂じやくをモロ城近辺に漂ただよわせただけに終わった。

　そして日が落ち、夜の帳とばりが降りる。翌日は間ま違ちがいなく、外の大軍がモロ城の四角い城壁に襲おそいかかってくるだろう。

　シエルは防衛戦の準備をマードックに任せ、エナと共に城の見張り台から四方を囲む帝国軍の篝かがり火びを眺ながめていた。

「やっぱりおかしいな」

　シエルが闇やみに浮うかぶ灯火に目を向けながら呟いた。

「何がよ」

　エナも腕うでを組み、外を見ながら相づちを打った。豊満な胸を持つエナが腕組みすると、胸が更さらに持ち上げられて嫌いやでも視界に入ってくる。

　シエルは慌あわてて視線をエナの顔に戻もどし、口を開いた。

「ゆ、ユミカだよ。もし僕らが矢の雨を降らせれば、その時点でユミカは終わりだった」

「でも、あんたはそれをしなかったじゃない」

　シエルは頭を搔いて、エナに言った。

「ユミカは僕が矢を放たないと見て、この城に近づいたって事？」

「多分ね。どうせあんたの事だから、戦術で決着をつけたいって気持ちが強かった、そんな所じゃないの？」

「……そうかもしれない」

　だがユミカ程の頭脳の持ち主が、それだけで一歩間違えば命を落とすような事をするだろうか。それが、シエルに激しい違い和わ感かんを与あたえていた。

「ま、あたしだったらユミカが何か言う前に矢の雨を降らせてたけどね」

「ははっ、さすがエナだね」

「あたしは軍人じゃないから、計算と損得勘かん定じようで動くわ」

　エナが腕組みしたまま、どんと胸を張る。

　ゆさっと揺ゆれる胸が、どうにも扇せん情じよう的である。

　その時だった。

『軍師、ここにいるか？』

　ラミナの声だった。

「ああ、入って」

「おう」

　切れ長の眉が凜り々りしいラミナが部屋に入って来た。

「おはようラミナ。君も兵も、よく寝ねれた？」

「ああ、腹減ったよ」

「それじゃあ、食事を済ませた後に早速働いてもらうよ」

　シエルは監かん視し塔とうの窓の外、モロ城を包囲している帝てい国こく軍のテントを指さした。

「これから五〇〇の騎き馬ば隊を率いて、帝国軍に夜や襲しゆうをかけてくれ」

「おうっ！」

　気力十分なラミナに、シエルは頷うなずいて続けた。

「軍議でも話したけど、帝国軍はここまで行軍して来て疲つかれている。だからラミナには今夜、三回夜襲をかけてもらう。一度目は今から。その後、三時間おきにやってくれ」

「一晩で三回もか？」

　ラミナは目を丸くする。シエルはそんなラミナに、細かい指示を与えた。

「一回目の夜襲は普ふ通つうに帝国軍に切り込んで構わない。でも二、三回目はなるべく大きな音を立て、城の周りを一周して戻るだけでいい」

「はあ？」

　ラミナはシエルの意図が読めず、首を傾かしげた。

「この夜襲は敵を倒たおす為ためじゃない。色んな意味があるんだけど、まあ折角敵が疲れているんだから、そのまま朝を迎むかえてもらおうって事だよ」

「あ、なるほど！」

　ぽん、と手を叩たたくラミナ。

「一度目も無理はしないでいい。適当に敵てき陣じんを崩くずしたらすぐ戻るんだ。いいね？」

「了りよう解かいぃ！」

　ラミナはびしっと言い放ち、部屋を出て行った。

「はー、さすがはシエル、意地悪な策を考えたわね」

「人聞き悪いじゃないかエナ！　戦いはもう始まってるんだから」

「それもそうね」

　シエルとエナは、揃そろって城外の篝火に目を落とした。




　それから暫しばらくして、モロ城の北門が静かに開いた。

　中から現れたのはラミナ率いる五〇〇の騎馬兵である。

　ラミナは目の前に広がる篝火を目にして舌なめずりし、一気に帝国軍を襲しゆう撃げきした。

『て、敵てき襲しゆう、敵襲だ！』

　ラミナ軍に気づいた敵兵が、必死に辺りの兵を起こそうと叫さけぶ。

　だが、日中ずっと重い甲かつ冑ちゆうを身につけて歩き続けた帝国兵らの足は重く、テントから出てくる兵は少なかった。

　そこへ容よう赦しやなくラミナ軍の火矢が襲いかかる。

　次々と燃えるテント。その中から、叫び声ごえと共に火に包まれた男たちが飛び出した。

「みんな遠えん慮りよはいらねぇぞ！　邪じや魔まする敵兵は倒し、目につく物全てを焼け！」

『おおお────っ』

　ラミナの声に反応し、兵達が躍やく動どうする。この夜襲の為にゆっくり眠ねむって力を溜ためていたラミナ軍に対し、帝国軍の反応は目に見えて鈍にぶかった。

「くそ、敵はさほど多くない！　槍やりで応戦──」

　部隊長らしき男が言えたのは、そこまでだった。

　すれ違ちがいざまに馬上からラミナの矛ほこが風を切ると、男の頭が回転しながら舞まった。

『あたいはフレリカの千人長ラミナ・ザグロニアだぁ！　我こそはと思う者はあたいの前に出て来やがれ！』

　そんなラミナの声も空しく、部隊長を一いち撃げきでやられた帝国兵は、算を乱して逃にげ出した。

「は！　情けねぇ。それでも男かお前らぁ！」

　燃える帝国軍のテントに照らされたラミナの顔は、まるでこの戦を楽しんでいるかのようだった。

　一方、帝国軍大軍師幕舎付近。

　アルルガ将軍とユミカが、燃える自じ陣じんの灯りを眺めていた。

「どうやらラミナとかいう千人将が夜襲をかけてきたらしい。あー、フレリカ風に言えば千人長か？」

　帝国の将軍アルルガが、椅い子すに腰こし掛かけるユミカにそう報告した。

「やっぱり来たのね」

　ユミカがそう呟つぶやいた。

「ああ。大軍師殿どのの予想通りにな」

「ちゃんと私の命令通りに布ふ陣じんした？」

「勿もち論ろんだ。現在、フレリカ軍が襲っている兵は訓練もろくに行っていない弱兵だ。精せい鋭えいは後こう陣じんに配置してあるから、ゆっくり鋭気を養やしなっておるだろうよ」

「それでいいわ。明日あしたから暫くこのまま主力は休ませて、今の兵で城しろ攻ぜめして」

「了解だ。しかし、さすが大軍師殿。天翔虎カルーデイアの軍師シエルが夜襲を仕し掛かけてくるのを見み抜ぬき、主力を下げておくとは」

「彼の事は、よく知ってるから」

　ユミカはふう、と嘆たん息そくした。

「大軍師殿、大だい丈じよう夫ぶかあ？」

　顔色が悪いユミカを、アルルガが気き遣づかう。

「問題ないわ。それよりも私がお願いしておいた事、やっておいてくれた？」

「ああ。フローラが夜や陰いんに乗じて兵を率いてトゥルネー平原に向かってる。それと兵へい站たんも、三つに分けて配置しておいた」

「ならいいわ」

　気だるそうなユミカがそう応えた。

「大軍師殿、ひとつ訊きいていいかな？」

「何？」

「何な故ぜ、フローラ軍はトゥルネー平原なんだ？　それに、大軍師殿も──」

「質問が二つね」

「あ、ああ、すまんな、でははははは！」

　アルルガが焦あせった声を出すと、ユミカは微かすかに口元を緩ゆるめた。

「どちらも、そのうち分かるわ」

「はあ？」

　アルルガには、ユミカが何を考えているのか理解できなかった。




　ラミナ率いる奇き襲しゆう隊は散々暴れた後、モロ城に凱がい旋せんした。

　この夜襲は大成功だった。ラミナ軍の火矢による火災は多くの帝国兵を焼き、混乱に陥おちいった帝国兵はついに同士討ちを始めた。

　そして夜襲はシエルの命令通り二度、三度と繰くり返され、結局その日はかなりの数の帝国兵が安あん眠みん出来ずに夜を明かしたのである。

　そして、明くる日の朝。

　アルルガ将軍指揮の許、帝国軍が溶とけた飴あめのようにのっそりと動き始めた。

　帝国軍はそのまま左右に広がり、正方形の城じよう壁へきを持つモロ城に対して円形の陣じんで少しの隙すき間まもなく取り囲む。本陣は城攻めを行う帝国軍より少し北側にあり、深紅の布地に大軍師と書かれた旗を靡なびかせていた。

　その旗の下で、ユミカがモロ城に目を向けて小さく言った。

『攻こう撃げき、開始』

「ははっ！」

　部下の兵がそれを聞き、両手を振ふって先せん陣じんに合図を送る。それを受けた兵士が、空に笛矢を放たせた。

『おおおおおおおおおおおおおお！』

　それを合図に兵達が雄お叫たけびを上げ、城へと走り出す。

　いよいよ、戦が始まったのである。

「全員、配置についたか!?」

　シエルは北の城壁の上から、そう叫んだ。

「西壁、準備完かん了りよう」

「南、東、共に準備完了！」

　弓を手にした兵が応える。

「では、敵軍を充じゆう分ぶん引きつけた後、攻撃を行え！」

『ははっ！』

　シエルは土つち埃ぼこりを上げながら迫せまってくる帝国軍先陣の奥で腕うでを組むユミカに目を向ける。

　ユミカの本陣は二〇〇〇程度の兵で守られていた。

（やはり本陣は少し引いた位置にある。マギーとリンシアなら……やれる！）

　シエルはどくん、と心臓が高鳴るのを感じた。

　学問所時代、模も擬ぎ戦で一度として勝てなかったユミカに、実戦で勝てる。

　喜びと、ほんの僅わずかな罪悪感がシエルの心に宿った。

　シエルは頭を振って拳こぶしを握にぎり、顔を下に向けた。

「来い、ユミカ！」

　そこには、波状攻撃を仕掛けてくる帝てい国こく軍の姿がある。

　昨夜の夜襲によって疲れ果てていた帝国兵の足は鈍く、顔色も悪かった。

　更さらに、夜襲の目的は敵を弱らせるだけではなかった。

「来やがれ、帝国軍！」

「矢をもっと運び込め、帝国の連中にたっぷりくれてやろうぞ！」

「湯を沸わかせ！　もっと火を焚たくんだっ！」

　昨夜の夜や襲しゆう成功の報を聞いてから、シエルの後ろで働く兵の士気は上がる一方だった。

　四方を敵に囲まれる、という心理的圧あつ迫ぱく感かんはとても大きい。故にシエルは、夜襲を成功させる事によって、兵からこの重しを取り除いたのだ。

「迎げい撃げき準備！」

『ははっ！』

　シエルが叫んだ、その時だった。

　城壁前に迫った帝国兵が、続々と落とし穴に落ちていった。

　どぉん、がしゃん、と、モロ城のあちこちから重い物が転落する音が響ひびく。よく見ると、落とし穴の深さは三メートル程あり、落ちた兵士がじたばたともがいていた。

『撃うてっ！』

　シエルの合図で、城壁上から矢の雨が降る。

　身動きが取れない兵は次々と矢の餌え食じきとなって倒れていく。穴に落ち、何とかして脱だつ出しゆつしようともがくその姿は、窪くぼみに落ちた甲こう虫ちゆうのようだった。

　しかも穴が深かったせいで、帝国軍が用意した梯はし子ごが城壁の上まで届かないという事態が発生し、城外は大混乱に陥っていた。

　それでも梯子を掛かけて登ろうとする帝国兵に、城を守るシエル、エナ、マードックの三人は兵を動かして矢や熱湯で応戦する。

　梯子を登る途と中ちゆうで熱湯や矢を浴び、帝国兵は悲鳴を上げて転落していく。元々、攻城戦は守備側が圧あつ倒とう的てきに有利だが、この戦いにおいては一方的とも言える状じよう況きようだった。

「ダメだ、このままじゃ埒らちがあかん。引け、引けぇーっ」

　帝国軍の指揮官らしき男がそう叫ぶ。

　仕方なく、穴に落ちた兵は攻城戦用の梯子を反対側に掛け、脱出を図った。

『今だ、矢をありったけ撃てぇっ！』

　シエルが叫ぶと、退たい却きやくしようとする帝国兵の背中に容赦なく矢が降り注いだ。

　こうしてモロ城の戦い初日は、フレリカ軍の圧勝で幕を下ろした。




「落とし穴をそのまま堀ほりとして使うなんて、さすがね」

　緒しよ戦せんを上々の戦果で終えたフレリカ軍は城内で特別に酒を許され、さながら祭りのような賑にぎわいを見せていた。

　まるで合戦の最中を思わせない楽しげな雰ふん囲い気きの中、シエル、エナ、マードックは監かん視し塔とうの一室から城外の帝国軍を見張りながらこの時間を過ごしていた。

「いや、全く恐おそれ入りましたな。一〇〇〇〇もの軍勢を相手に一人も城内への侵しん入にゆうを許さぬとは。これなら籠ろう城じようを重ねているだけで敵のほうが勝手に自じ滅めつするぞ！」

　マードックも酒を口にしながら、上じよう機き嫌げんでシエルにそう言った。

「マードック三百人長。今日の籠城戦で僕はあなたの動きに特筆したものを感じた。籠城戦、攻城戦の経験もあり、兵を鼓こ舞ぶするのも上手で頼たよれる存在です。だから明日から正式に千人長として働いて貰もらいたい」

「な、何ですと!?」

　マードックはシエルに対して背筋を伸のばし、深々と頭を下げた。

「このヴィジー・マードック、喜んでその職を拝命致いたします。では早速、隊の中から三百人長を選出し、編制に当たりまする」

「うん。よろしく」

　マードックはシエルとエナに一礼し、そのまま退出して行った。

「ふふ……旧フレリカ王国の将軍が、千人長に昇しよう格かくしてあんなに喜んでるなんてね」

　エナがそう言うと、シエルは重い口ぶりで答えた。

「それだけの物は持っている御ご人じんだよ。でも、増長すると能力を発揮しない人でもある。ああいう人は、一度下からやり直したほうがいいんだ」

　マードックは旧フレリカ王国時代、立ち回りのうまさで出世した将軍だった。機転の利くマードックは金銭や珍めずらしいアーティファクトを王おう侯こう貴族に配り、フレリカ王やミオ王女とも昵じつ懇こんの仲だった。

　戦に出ればそれなりに働けるのに、結局マードックは近衛騎き士し団長となって前線に行く事は殆ほとんど無く、その割を食ったのが旧フレリカ王国大将軍ラゴス・スノーハートであり、シエルの父だった。

　とはいえ、今はもう昔のしがらみなどどうでもいい。

　能ある者を正しく働かせる。シエルはそれのみに集中していた。

「それよりも帝国軍だ。堀ほり崩くずれの計が上手くいったのは大きいけど、随ずい分ぶんらしくない戦いをしたね」

　シエルは頭を搔かき、帝国軍陣じん営えいに目を向けた。

　今日の帝国軍の動きは、モロ城に攻せめ込んで罠わなに落ちて退却。たったそれだけだった。

「緒戦だから、様子見なんじゃないの？」

　エナがシエルの隣となりに立つ。

　夜風がエナの髪かみを躍おどらせ、空に浮うかぶ蒼と紅の月が薄うすく伸ばされた布のような雲の向こうでぼんやりと輝かがやいていた。

「相手が相手ならそういう考えも出来るんだけどね。それに、帝国軍がこの包囲を解かないのも妙みようだ。ここまで完全に封ふう鎖さしなくたっていいじゃないか」

　シエルの指し摘てき通り、そこは通常の攻城戦と大きく違ちがう点だった。普ふ通つうは城側からの反はん撃げきを怖おそれ、夜は少し離はなれた位置で固まって布ふ陣じんし、朝になってから再び城を囲む。

　ところが、目の前の帝国軍は昼夜を問わず、モロ城の囲みを解かなかった。

「何が狙ねらいなんだ、ユミカ……」

　シエルは激しく頭を搔きながら、そう呟つぶやいた。

　そしてシエルがこの時に感じていた違い和わ感かんは、その後も続く事となる。




　深夜になると再びラミナ軍が城から出しゆつ撃げきし、散々騒さわいで帝国軍陣営を慌あわてさせた。

　何せ、夜襲を率いているのは旧ゼルバーグ王国大将軍に鍛きたえられた娘むすめ、ラミナ・ザグロニアであり、フレイには勝てなかったとはいえかなりの達人である。

　実際、ラミナの前に立ちはだかった者達は、次々と討ち取られていった。

　そして、モロ城の戦いが始まって五日後。

　その日は夜が明けていないのではないかと思える程、分厚い雲が垂れ込めていた。

「いよいよだ」

　シエルは腕を組み、北に布陣する帝国軍本陣を睨にらみながら言った。

　その側に控ひかえるのはエナとマードックである。マードックはすっかりシエルに心しん酔すいしてしまい、シエルと肩かたを並べる事を拒こばみ、一歩下がって片かた膝ひざを突つく程だった。

「これまでの軍師の策が見事に的中し、帝国軍は大きく陣じん形けいを変えてきました。本陣の前には常に二〇〇〇の兵がおりましたが、今日はその兵もモロ城包囲軍に組み込まれ、敵本陣を守るのは一〇〇〇程度でございます」

　マードックが報告すると、エナがその後に続けた。

「モロ城の物資、武器等、問題なし。今のペースならあと一ヶ月は籠城可能よ」

「よし」

　シエルはかっと目を開き、振り返った。

「今日、僕らは帝国軍大軍師ユミカを討ち取る。その為ためにもモロ城の守りは気を抜ぬかずに続けるように。リンシアとマギーの作戦が上手くいけば、成功の合図として北ほく壁へきに火矢が放たれる。失敗したら東壁だ。合図があれば、すぐ僕に知らせてくれ」

「「おお──っ！」」

　シエルの命が下されたと同時に、ぱたり、と城壁の側そばの床ゆかを大きな雨あま粒つぶが打ち、じんわりと乾かわいた岩に染みこんでいく。ひとつ、またひとつと雨が空より落ちてきて、あっという間にサー、という音を立てた雨に変わった。

「降れ、もっと降れ！」

　シエルは天を仰あおぎ、そっと目を閉じた。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　モロ城の北、ルナリムの森。

　辺りは水みず飛沫しぶきで視界が悪く、昨日まで乾いていた森の木々は一いつ斉せいにその水を吸おうと根が湿しめっていった。

「はは、ホントに雨が降った」

　その森の中を、がさり、と音を立てて進む一軍があった。

　マギー率いる帝国軍本ほん陣じん奇き襲しゆう部隊二〇〇名である。

　マギーは早々に支度を済ませて進軍命令を下し、森を抜けてモロ城の北へと現れた。

　雨は更に激しさを増している。周囲には靄もやが発生し、視界は非常に悪くなっていた。

「それにしてもつくづく思うですが……あにきはバケモノですかね？」

　マギーはそう呟いて、モロ城がある南側の丘おかの上を睨み付けた。

　シエルがマギーに与あたえた指示のうち、森の中に潜せん伏ぷくするように、という言葉が非常に利いていた。何度かマギーは帝国軍の斥せつ候こうを確認したが、明るい所から暗い場所を目視するのは容易ではない。

　しかもマギーは斥候部隊である蜂蜘蛛隊の、元隊長である。

　どうすれば敵兵に気付かれないかを熟知していた。

　帝国が誇ほこる最強の四将が一人、征西将軍レンギルを討ったフレリカの将軍マギー・バイパーの名は、今や帝国で知らぬ者は無い程、有名になっていた。

　そのマギーが帝国軍本ほん陣じんに迫せまればさすがのユミカも大いに慌て、必死にマギーを止めようとするに違いない。

　そこまで計算された、シエル乾けん坤こん一いつ擲てきの策だった。

　マギーが静かにすう、と息を吸う。

　噎むせ返るような土と草と、水の匂においが肺に入り、全身に力が巡めぐった。

「マギー軍、進軍開始です」

『おおっ！』

　マギーは手を振ふり上げ、馬の腹を蹴ける。

　それに続いて騎き馬ば隊が、草と泥どろを巻き上げて速度を上げた。

　進路を真っ直ぐ南に取り、丘を登って一気に下る。

　雨が頰ほおを打ち、靄を馬ば蹄ていの響ひびきと共に切り裂さいていく。

　陣形は錐行陣。

　マギーを三角形の頂点とし、そのまま敵にぶつかっていく陣形である。

　全力で馬を走らせる事、二時間程。

　いくつ目かの丘を越こえたところで、眼下に気配を感じた。

　マギーは帝てい国こく軍本陣の北側に姿を現わしていた。

　モロ城はその奥にあるが、豪ごう雨うと靄によって包まれ、状況を確認する事は出来なかった。

「よし、このまま突っ込むです！」

　マギーは前まえ屈かがみになり、思い切り息を吸い込んで、叫さけんだ！

『突とつ撃げきぃ！』

『うおおおおおおおおおおおおおおおおあああああああ！』

　フレリカ兵を乗せた馬が跳はね上がり、怒ど濤とうの勢いで敵本陣に迫った。




「た、大変です！　我らの背後より、フレリカ軍が現れました！」

　帝国軍本陣。

　ここでユミカは屋根付きの櫓やぐらを建て、モロ城攻こう略りやくの指揮を執とっていた。

　雨や雪を避さける為の物なので四方に壁かべは無く、せいぜい建屋の二階程度しかない。見晴らしは良いものの、防衛設備としては何の役にも立たなかった。

「……相変わらず、巧こう妙みような戦術を使うわね、シエル」

　ユミカは顔色一つ変えずに呟いた。

「い、如何いかが致しますか？　前線からアルルガ将軍を呼び戻もどしますか？」

　その進言に、ユミカは首を振った。

「伏ふく兵へいといっても少数でしょう。本陣守備軍を全て北側に展開。三重横陣で迎むかえ撃うって」

「ははっ！」

　ユミカの命を受けた将校が、直ちに陣じん替がえを命じる。

　さすがに訓練された帝てい国こく軍なので、その移動は素早かった。

　三重横陣。

　ユミカはフレリカ軍の奇き襲しゆうに対し、兵を三段に分けて横陣を重ねた陣で応戦した。

　この陣形ならば、そうそう破られるものではない。

（これまで散々索さく敵てきさせたのに……どこから兵を出してきたの？）

　ユミカは、シエルなら必ず本陣を狙う伏兵を用意していると見ていた。故に、かなり広こう範はん囲いにまで索敵の網あみを広げたのだが、ついに敵てき影えいを見る事はなかった。

（シエルは帝都に居た頃ころから蜂蜘蛛隊なる斥候部隊を組織していた。私やアレイアが後回しでもいいと思っていた事を、真っ先にやってくる）

　ぞくり、とユミカの背中に悪寒が走る。ユミカは両手を交差させて自分の肩を包み込むように抱だいた。

（やっぱり、あなたは壊こわさなきゃ。帝国の為に……そして、私の為に）

　ユミカは再び南に目を向け、奇襲軍を意識から外した。
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　時を少し遡さかのぼり、マギーが森を出発する一時間前。

　モロ城の東にあるダンジョン『ガーク・トリムラー』入り口前に、軍隊らしき一団の姿があった。

「さて、皆みなさん揃そろいましたか？」

　最後の兵が階段を上がりきると、フレリカ軍千人長リンシアがそう声をかけた。

「しかし何という雨……軍師は化け物なんでしょうか？」

　リンシアは顔に打ちつけてくる大おお粒つぶの雨を浴びながら、この豪雨を予見していたシエルに驚おどろきを隠かくせなかった。シエルの事を疑っていた訳ではないが、もし雨中での戦いになるならそれなりの準備がいる。

　雨が降ってから支度をするのと、予め準備をしておくのとでは、進軍開始時間に雲うん泥でいの差さがあった。

「リンシア軍長。出しゆつ陣じん準備、整いました！」

　兵がそう報告すると、リンシアは頷うなずいて馬に乗った。

「では出撃しましょう。ここから馬を全速力で走らせれば六時間程でモロ城まで辿たどり着けるでしょう。狙うは帝国大軍師、天竜姫テユリオンユミカ・ローレンツの首一つです」

『おおおおおっ！』

　兵らも一斉に馬に乗り、雨の中を西に向かって駆かけた。

　リンシアが率いる騎馬隊は、みなスピアボウを持っている。これは「トゥルネー平原の戦い」で帝てい国こく征せい西せい軍を破ったもので、ロングボウと長なが槍やりの特性を併あわせ持つ武器である。

　但ただし軍長であるリンシアだけは愛用のロングボウを携たずさえていた。スピアボウは柄えが少し固いという特性上、矢の飛ひ距きよ離りはロングボウに及およばないからである。

　こうしてリンシア軍も馬を走らせ、戦場に到とう着ちやくした時はマギー軍が帝国軍本陣に突撃を敢かん行こうし、突とつ破ぱを図ろうとしている真っ最中だった。

　帝国軍本陣を守る兵はマギー軍を迎げい撃げきすべく、その全てが北側に布ふ陣じんしている。

　豪雨と靄でうっすらとしか見えないが、リンシアの進路には無防備な帝国軍本陣があるのは間ま違ちがいなかった。

「よし、軍師の作戦通りですね。皆みんな、矢を構えなさい。このまま本陣に突撃し、一斉射撃をかけます！」

『ははっ』

　リンシアが声を上げ、兵がそれに応える音も、雨が土つち草くさを打つ響きに混じって遠くまでは聞こえなかった。

　正に、千せん載ざい一いち遇ぐうの大チャンスである。

　リンシアは手た綱づなを口に咥くわえて矢を手にし、それを薄うす黒ぐろい空に向かって掲かかげる。

　それが、突撃開始の合図だった。

　スピアボウを持った騎馬隊がリンシアの両りよう脇わきを駆け抜け、敵本陣に向かって進む。

　帝国軍のシンボルカラーは赤なので、白い靄の中に大軍師旗がぼんやりと浮うかんでいた。

　やがてリンシア軍の先手が、矢を放った。

　矢は大軍師ユミカを守る僅わずかな兵に命中し、ばたばたと倒たおれていく。

『て、敵てき襲しゆう、右方より敵襲だあっ！』

　そんな声が帝国軍から聞こえたが、時既すでに遅おそし。

　リンシア軍はもう大軍師旗の目と鼻の先まで迫っていた。

　矢を打ち尽つくした騎馬兵が、スピアボウを持ち替かえて近接戦せん闘とうに入る。

　大軍師ユミカを守る兵は僅か二十人足らず。

　リンシア軍は突とつ風ぷうのような早さで彼らをスピアボウで薙なぎ払はらった。

　そしてリンシアとその手勢が見上げた先には、目を見開き、驚きよう嘆たんの表情を浮かべている帝国の大軍師ユミカ・ローレンツの姿があった。

「どこ、から……？」

　次の瞬しゆん間かん、後方からユミカに狙ねらいを定さだめたリンシアが、馬上からロングボウの弦つるを目め一いつ杯ぱい引き、矢を放った！

　その矢は、まるで時がゆっくり流れているかのように柔やわらかな軌き跡せきを描えがいた。

　まるで雨あま粒つぶを弾はじき、空気を裂きながら獲え物ものを捕とらえんとする蜂蜘蛛の如ごとく。




　そして、矢はユミカの小さな胸に……突つき刺ささった。




「あ」

　ユミカは小さくそう漏もらし、脱だつ力りよくしてその場に膝ひざを突く。

　深々と刺さった矢の位置は、間違いなく心臓だった。

　それを目にしたリンシアは弓を高く掲げて、叫んだ。

『帝国大軍師ユミカ、討ち取りました！』

　リンシアが勝ち鬨どきを上げると、麾き下かの兵が「おおおおおおおお」と歓かん声せいで答える。

　……ところが。

『やられちゃった。こういう所が怖こわいのよ、シエルは』

　ユミカは平然とその場に立ちあがったのである。

　胸に刺さった矢に手を添そえて、じろりとフレリカ軍を睨にらむ。

　ぴし、ぴき、と音を立ててユミカの身体からだにヒビが入っていく。
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　その姿に畏い怖ふを感じぬ者はおらず、歓声は瞬またたく間まに消え去った。

『まあいいわ。フレリカの皆さんご苦労様。このお返しは後でシエルに直接──』

　ユミカの身体がバリン、と弾け、粉々になって散らばる。

　リンシアが放った矢は空しくその場にからんからん、と音を立てて……落ちた。

「これは……アーティファクト!?」

　リンシアはその瞬間、ユミカがこの奇襲を読んでいた事を悟さとった。

「まずい、このままだとマギー軍が！」

　マギーやリンシアだけでなく、シエルですらこの戦は大軍師ユミカを討ち取れば終わりだと思っていた。それが失敗に終わった今、ユミカを守っていた一〇〇〇の帝国軍に突撃してしまったマギー軍は全ぜん滅めつの危機にあった。

「誰だれか、軍師の許に走れ！　残った者はマギー軍を救出しに行くぞ！」

「は、ははっ」

　ユミカ消失を目の当たりにして呆ほうけていた兵は我に返り、五騎きばかりがモロ城に向かって行った。そしてリンシアはロングボウを捨ててスピアボウを手に取り、残った軍勢を連れて帝国軍近衛兵の背後を突くべく、馬を走らせた。




　一方、モロ城では相変わらずの展開が続いていた。

　シエルが仕し掛かけた堀ほりは豪雨によって水が溜たまり、その防ぼう御ぎよ力をより高めていた。

　帝てい国こく軍がモロ城の城じよう壁へきに近寄る為ためには、この水堀を泳いで越えなくてはならない。それだけでもかなり過か酷こくだったが、ようやく近づけたと思えば今度はモロ城からの矢が待っている。

　雨のせいで視界は悪く、体温を奪うばわれて身体が思うように動かない。その上、湿しめった梯はし子ごを登らなくてはならないのだから、この日もフレリカ軍が一方的に近寄ってくる帝国兵を矢で射落とすだけの戦闘となった。

『だああ、こりゃ無理じゃあ。引け、退たい却きやくじゃ！』

　前線を任されたアルルガ将軍が、早々に撤てつ退たい命令を下す。

　普ふ段だんは粗そ暴ぼうで部下に思いやりの欠片かけらも見せないアルルガ将軍だったが、この時ばかりは帝国兵全員が心の底からアルルガ将軍に感謝した。

　帝国軍が堀から上がると、矢の届かない位置まで引き、再びモロ城を包囲した。

「ったぁく、あの城をただの平城だと侮あなどったのが間違いだったんじゃねぇかぁ？」

　アルルガは嘆たん息そくして、ユミカがいる本ほん陣じん方面に目を向ける。すると、そこから一騎の馬に乗った伝令兵が慌あわててアルルガに向かって走って来た。

「将軍は、アルルガ将軍は何処いずこに!?」

『何じゃ、オレぁここじゃあ！』

　アルルガが叫さけぶと、伝令兵は急いでアルルガの許に駆け寄り、馬を下りて片かた膝ひざを突いた。

「急報です！　我が軍の本陣が奇き襲しゆうされました！」

『なぁにぃ？』

　アルルガの眉まゆが、鬼おにのように上がった。

「それで、大軍師殿どのは!?」

「は、それが、確かに矢で胸を貫つらぬかれたのですが……そのまま消えてしまいまして……」

　伝令兵は見たまま、ありのままを伝えた。

　それを聞いたアルルガは……大きな口を開いて笑った。

『でははははは！　さすがは天竜姫テユリオンの軍師じゃないか！』

「は？」

　伝令兵も、周囲の帝国兵も、アルルガが何を言っているのか理解出来なかった。

「よぉし、今よりここの軍の指揮権はオレに移った。後方の本陣は破は棄き、ここを本陣とし、近衛軍はそのままフレリカの奇襲部隊を殲せん滅めつするよう伝えろ！」

「は、は、ははっ！」

　伝令兵は訳が分からないといった表情を浮かべたが、将軍の命令を受けて馬に乗り、北へと駆けていった。

「さぁてと、オレらは暫しばらく城しろ攻ぜめを中止、モロ城からの脱だつ走そう兵の監かん視しを強化せい。大軍師の言葉通りであれば、近々、奴やつらは城を捨てるそうだぞ」

　アルルガの命令に、帝国兵らは大きくどよめいた。

　城攻めに来ているのに、攻めなくていいという命令は、理解に苦しむものだった。

「なお、外側から城に向かう伝令らしき者への監視はたった今をもって解く。好きにさせてやれ！」

「は、ははっ」

　アルルガはそう言うやいなや、部下に幕舎を張らせ、あろう事か酒を飲み始めた。

　ここからモロ城の戦いは、急転直下の事態を迎むかえる。
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『失敗？』

　その報がモロ城に届いたのは、帝国軍が退却してから一時間後だった。

　間違いなく、火矢は東の城壁に向かって放たれていた。

　大軍師ユミカ強きよう襲しゆう失敗の合図である。

「そん……バカな……」

　シエルは頭をばりばりと搔かき、雨に打たれるのをそのままに、北の本陣に目を向けた。

　当然、靄もやが掛かかっているので視界は真っ白である。

　その先で、何が起こっているのか。

　僅かでもそれを知る事は、不可能だった。

「シエル、とにかく結果は結果よ。このままだとマギーとリンシアが危ないわ」

　エナが、シエルの後ろから両りよう肩かたに手を置いて言った。

「わかってる。二人にはこの作戦の正否に拘かかわらず、事後、速やかに森に入って西のルナリムを目指すよう伝えてある」

「ルナリムを？」

「うん。さすがに遠えん征せい軍がルナリムを落としてないって事はないだろうし、大軍に囲まれたモロ城に帰き還かんは出来ないから。遠征軍と僕ら、どちらの状じよう況きようも把は握あくしやすいルナリムに行ってもらうのが一番だ」

「ええ……そうね」

　シエルは北を睨めつけ、うわごとのように呟つぶやいた。

「ユミカは奇襲軍を退けたのか？　いや、それはない。現にアルルガ将軍はここに引きつけた。フローラ将軍は西に布陣しているし……」

　その時だった。

　城の中から、一騎の伝令兵がシエルを呼び叫んでいた。

　全身ずぶ濡ぬれで、リンシア軍に与あたえたスピアボウを手にしている。

　明らかに奇襲部隊の者だ。

　そしてその傍かたわらで蜂蜘蛛隊三人に囲まれて来た者を見て、誰しもが目を疑った。

「エナ、彼らを応接室に。僕は少し身体が冷えたから、先に行って暖まってくる。それとマードックとラミナも連れて来てほしい。ラミナは今夜の夜や襲しゆうに備えて寝ねているだろうけど、起こして構わない」

「え、あ、うん」

　シエルに頼たのまれ、エナは急いで階下へと向かった。

「四方を敵に囲まれている中で、どうしてあの伝令はここに入れたんだ？」

　シエルは暖だん炉ろがある応接室に向かって歩き始めた。

　その間、頭の中を様々な情報が駆かけ巡めぐる。

　奇襲の失敗。何故か城内に入れた伝令と、蜂蜘蛛隊に捕らえられたあの男。

（僕が考えもつかない所で、何かが起きている）

　その感覚は、先に起きたリルガ橋の戦いの前に感じたものに近かった。




　モロ城、応接室。

　シエルは相変わらず渋しぶい顔のまま、暖炉の前で濡れた服と頭を乾かわかす。

　揺ゆれる炎ほのおが、芯しんまで冷えたシエルの身体に温もりを与えた。

　ほどなくして、エナがラミナ、マードック、そして伝令兵を連れて応接室に入って来た。

「シエル、伝令を連れて来たわ」

「ああ、ありがとう」

　シエルが返事をすると、寝ぼけ眼まなこのラミナとマードックがソファに腰こしを下ろし、エナが「寒い寒い」と言いながらシエルの横に来て火に当たる。

　そしてリンシアの兵が片膝を突いた。

「まず、奇襲はどうなったのかを訊ききたい」

　シエルが視線を向けると、伝令兵は頭を下げて報告を始めた。

「ははっ。軍師の策の通り敵本陣に突とつ撃げきを敢かん行こうし、リンシア軍長の矢は帝国軍大軍師ユミカの胸に命中しました」

　その瞬しゆん間かん、全員が目を剝むいて伝令兵を見た。

「で、ですが、大軍師ユミカは……まるで床ゆかに落としたビアジョッキのように……粉々になったのです」

『何だって？』

　大きな声を上げたのは、シエルだった。

「もう少し詳くわしく。リンシアの矢は、確かにユミカに命中したんだね？」

「それは……はい、間ま違ちがいありません。視界は悪かったのですが、前線にいた多くの兵達も目もく撃げきしております」

　シエルは少し俯うつむいて、頭を搔いた。

「それで君はどうやってこの城にやって来たんだい？　この城の周辺は、帝国軍に包囲されているのに」

　伝令兵はごくりと唾つばを吞のみ、思い切るように言った。

「は、初めは乱戦に乗じて城に近づいたのですが、帝国軍は急に城攻めを止めて引き返したのです。そして私は帝国軍に囲まれたのですが……私は伝令だと言うと、不思議な事に、奴らは道を開けたのです」

「おいおいそんな話、誰が信じると思うんだ？　伝令だとバレれば、普ふ通つうは逆に捕つかまるはずだぞ？」

　その言葉に苛いら立だちを見せたのは、マードックだった。

「ほ、本当です！　何でも将軍のアルルガが外からの伝令は通し、城の中からの伝令は捕とらえろと命令を下したそうで、そのお陰かげで私はここに来れたのです！」

　伝令兵を睨にらむマードック。その眼光に怯ひるみつつも、毅き然ぜんとした態度を崩くずさない兵。

「二人ともそこまでだ。少なくともあたいにはこいつが噓うそをついているようには見えねぇ。ここは命がけで城に来てくれたこいつに恩賞を与えて労ねぎらうのが妥だ当とうだろ？」

　ラミナは伝令兵に、にぱっ、と笑いかける。

『何だとラミナ、敵のスパイかもしれないこの男に恩賞だと？』

　それを耳にしたマードックが、いきり立つ。

　だが、それを制したのはシエルだった。

「僕もラミナと同じ考えだ。エナ、君もそう思うなら、充じゆう分ぶんな恩賞を与えて欲しい」

　シエルがそう言うと、エナはポケットから数枚の金貨を出し、兵に手て渡わたした。

「ご苦労様。町に行けば酒場はやってるから、これでお酒でも飲んで。これからもフレリカの為ためにがんばってね」

「あ……ありがとうございます……」

　伝令兵は少し涙なみだぐんで、応接室を後にした。

「やれやれ。って事は天竜姫テユリオンの軍師ユミカに矢が当たって、その後消えたって話も信じるんですかい？」

　マードックは少しふてくされたように言った。

「そんな事が可能なのはアーティファクトだ。そう考えれば納得できる事があるんだよ」

　そう言うシエルにエナが続いた。

「開戦前を思い出して。ユミカは今やラーカスを統すべるトーレ帝てい国こくの大軍師。それがわざわざ敵前に姿を現すなんて、おかしいじゃない」

「「あ……！」」

　マードックとラミナが、顔を見合わせた。

「つまり、この合戦の初日に現れたユミカは、既すでに偽にせ物ものだったって事か？」

　ラミナがそう訊くと、シエルは大きく頷うなずいて答えた。

「そう考えれば辻つじ褄つまが合う。多分、ユミカは自分の分身みたいなものを作り出すアーティファクトを使っていたんだろうね。そして僕がどんな奇襲をかけても、本人を討つには至らないようにした」

　眉み間けんに皺しわを寄せるシエル。その表情から、悔くやしさが滲にじんでいた。

「問題はユミカ本人がどこにいるのか、って事ね」

　エナが言うと、シエルは頭を搔いた。

「それがわからない。ユミカはこれから一体、どんな手を打ってくるのか……彼なら何か知っているかもしれない。さあ、彼を部屋に入れて」

　シエルがドアに向かって声を上げると、静かに扉とびらが開いた。

　かつ、かつと足音を響ひびかせ、四人の男が中に入って来た。

「軍師……お連れしました」

　蜂蜘蛛隊三人に囲まれ、縄なわで後手に縛しばられた──。

『ファルリア!?』

　エナが、思わず叫さけんだ。




　外は相変わらずの雨が降り続けている。

　モロ城の応接室では、ずぶ濡れで、罪人のように扱あつかわれているファルリアを囲み、誰だれもが驚おどろきで声を出せなかった。

　シエルは暖炉から離はなれ、ファルリアに近づく。

　蜂蜘蛛隊の三人はファルリアの膝ひざを強引に折り、平へい伏ふくさせた。

「残念だよ、ファルリア」

　シエルは悲しそうにそう口にして、ファルリアを見下ろした。

「いつから気付いていたのですか？」

　ファルリアはシエルを睨みつけた。その形相は、これまでフレリカの人々に接していた優しいファルリアの顔ではなかった。

「初めて君と会った時から違い和わ感かんはあった。あの時も言ったけど、ベリーベル家は没ぼつ落らくしたとはいえ名家だ。それがいち王女の追つい撃げき隊の副長だなんて、やっぱり分不相応だよ」

　ぎり、とファルリアが歯ぎしりをする。

　その時、エナがシエルの隣となりにやって来た。

「シエル、もっときちんと説明して。ファルがどうしてこんな扱いを受けているの？」

　シエルはふう、と息を吐はき、天を仰あおいだ。

「ファルリアは帝国が、いやユミカがフレリカに送り込んで来たスパイだ」

『…………!?』

　ぴん、と部屋の空気が張り詰つめ、重々しさすら感じた。

「何で……ファルはパルディナとの同盟をまとめてくれたり、ルイユノークを治めていたドリスをミオ様に引き合わせたり、フレリカの為に働いてくれたじゃない！」

「ファルが持ってきたパルディナからの親書は偽物だよ。つまり、パルディナとの同盟はファルの虚きよ言げんで、実際は結ばれていない。ドリスの件は元々フレリカへの帰属を望んでいたのだから、ファルでなくても務まった」

　シエルの視線は厳しかった。

　ファルはそれを正面から受け止めようとせず、目を逸そらして聞いていた。

「そしてミオから爵しやく位いを与えられた時の反応で、疑念は確信に変わった」

　シエルはそこで一呼吸置き、悲しそうに語った。

「爵位をもらってベリーベル家を再興出来たのに、ファルは困こん惑わくの表情を見せた。喜びと、そうではない何かが混じったような複雑な顔だった。その時僕は蜂蜘蛛隊に裏を取らせるだけに留め、ファルが本当の意味でフレリカの臣下になってくれる事を信じていたんだ。それを……見事に裏切ってくれたね」

　ファルリアはシエルの怒いかりが届いていないかのように、目を逸らして鼻で笑った。

「モロ城の戦い前、ファルはパルディナに援えん軍ぐんを求めるとして城を出た。おかしいじゃないか、同盟が成立していない国に援軍を求めるなんて。だから僕はこのまま行かせたらファルはもう戻もどって来ないと思い、ファルが帝国鎮南軍に足を向けた時、すぐ捕らえるよう護衛と蜂蜘蛛隊に命じておいた」

「そんな、そんな事って……」

　エナは悲しそうにファルリアを見る。ファルリアは捕らわれたモンスターのように時折暴れ、拘こう束そくを解こうと必死だった。

「大方、帝国によるフレリカ侵しん攻こうの際、こちらの内情を全て帝国に流そうとしたんでしょ。でも、僕がいる限りそんな事は──」

「違ちがうね」

　ファルは暴れるのをやめ、突とつ然ぜんそう言った。

「僕が鎮南軍に向かおうがどうしようが大軍師様の策は少しも揺るがない。今いま頃ごろ、帝国鎮南軍は……フレリカ王都ルイユノークを落としているさ！」

「「何だって!?」」

　ラミナとマードックが、声を揃そろえて叫んだ次の瞬間、応接間の扉が蹴け破やぶられるように激しく開き、中に入って来た者があった。

　先の、伝令兵だった。

「おいお前、いきなり無礼じゃ──」

　マードックがまた文句を言おうとしたが、伝令兵は構わず続けた。

『一大事です。お、王都ルイユノークが、帝国鎮南軍の手によって陥かん落らくしたとの事！』

　一いつ瞬しゆん、誰もが部屋を流れている空気が、止まったような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　たった今ファルリアが口にした事が、あっさりと現実になったからだ。

「ど、どういう……？」

　エナが震ふるえる声でそう訊きき返す。

「は、ははっ。たった今、伝令がありまして、帝国鎮南軍三〇〇〇が二日前にリルガ橋を渡わたり、一気にルイユノークへ攻せめ込んだそうです」

「そんな……王都を守っていたドリスや、アルは？」

　ラミナも、エナの言葉に重ねるように訊いた。

　特にアルガード・ザグロニアは、ラミナの実弟なのだ。

「はい、アルガード様は伝令をモロに送った後、城を守っておりましたが……帝国鎮南軍の前にあえなく破れ、傷を負ってドリス様と共に西へと落ち延びたそうです」

　ぱちぱちと、暖だん炉ろの中で薪まきが燃える音がする。ファルリアを除く全員が、部屋の空気が丸ごと凍こおってしまったかのような寒気を覚えた。

「しまった……ファル、君が向かったのは──」

　シエルがそうファルリアに言うと、ファルリアは口許を歪ゆがめて楽しそうに笑った。

「帝国鎮南軍の、後方支援隊さ」

　エナも。ラミナも。マードックも。

　知らされた事の大きさにそれ以上何を訊けばいいのか、言葉にならなかった。

　そんな中、身体からだを固まらせていたシエルが動いた。

「とりあえず、ファルを牢ろうに連れて行ってくれ」

　シエルが伝令兵と蜂蜘蛛隊にそう告げると、彼らはシエルらに一礼してファルリアを無理矢理立たせ、部屋を出ていった。

「今すぐ考えなきゃならないのは、王都ルイユノークを落とした帝国鎮南軍が、その兵をこっちに向けてくるかもしれないって事ね」

　エナが不安そうに眼鏡めがねを弄いじりながら言った。

「悔しいけど、王都防衛が失敗した以上、この城に籠こもっているのは危険だ。すぐにでもこの城を脱だつ出しゆつしないといけない」

　シエルがモロで帝国軍を食い止めていたのは、王都ルイユノークを守る為である。そのルイユノークが落ちてしまったならば、速やかに次の行動に移らねばならなかった。

「軍師、どこへ逃にげるんだ？」

　ラミナが不安そうに言った。

「ルイユノークが落ちた今、僕らは西に向かうしかない」

　堅かたく拳こぶしを握にぎり、そう口にするシエル。

「西……確か、城の西には開戦当初から帝国軍の別部隊が陣じん取どっていた。まさか、こちらの動きを予想して？」

　マードックが、顎あごに手を当てながら呟つぶやいた。

「間ま違ちがいないね。これまでモロ城の包囲を解かなかったのも、全てここに僕らを封ふうじ込こめ、ルイユノークを攻める帝国鎮南軍の情報を与あたえない為ためだったんだ」

　ラミナとマードックは、互たがいに視線を交わして息を吞のんだ。

「みんな、今すぐ兵をまとめて西へ向かう。ルイユノークが落ちた事を知れば、帝国軍はこの城を本気で潰つぶしにかかる。逃げるなら今しかない。すぐに準備を！」

「ははっ！」

　シエルから命令を受け、ラミナとマードックが急いで部屋を出て行った。

　その日の深夜。

　脱出の準備を整えたフレリカ軍は、帝国軍に気づかれぬよう静かにモロ城西門前に集結していた。シエル、エナ、ラミナ、マードックがそれぞれ台の上に乗り、モロ城を守っていた兵士達を見下ろす。

　誰もが、これから過か酷こくな逃とう亡ぼう戦に身を投じなければならない事を理解していた。

「まずラミナは先せん陣じんとして一〇〇〇を率い、モロ城の外を包囲している帝国軍に穴を開けて貰もらいたい。次にエナと僕がラミナの後を追う。後軍はマードックだ」

　話を聞いた者達は、静かに頷うなずいた。

「更さらに、包囲を抜ぬけるとその先の街道の西に帝てい国こくの将軍フローラが無傷の兵で待ち構えている。この状じよう況きようでフローラ軍に当たるのは危険だけど、フローラ軍に突とつ撃げきを敢かん行こうし、その裏にあるルナリムの森を目指す」

　シエルは何か言いたげだったエナを手で制し、首を振ふった。

「エナが言いたい事は分かってる。でも、街道を進む方が危険だ。僕がユミカなら、フローラを配置して森に入れないようにして、街道に伏ふく兵へいを置くよ」

「その為のフローラだって言いたいの？」

「そうだよ。フローラ軍が一歩も動いていないのは、僕らが森の中に潜せん伏ぷくするのを怖おそれてると見た。だからこそ、活路はフローラ軍を突とつ破ぱした先にある」

　シエルの言葉は、説得力があった。今でこそ城を捨てるような事態に陥ってはいるが、偽にせ物ものだったとはいえシエルの策で一度はユミカの裏をかいたのだ。

　諸将と兵は小さく頷き、帝国軍を突破する覚かく悟ごを決めた。

「では出しゆつ陣じんしよう。ラミナ、頼たのんだよ」

「任せとけ！」

　ラミナが腕うでをぱしんと叩たたき、にかっと白い歯を見せた。

　その後、騎き乗じようして矛ほこを手にしたラミナを先頭に、騎き馬ば隊が列を作る。

　松明たいまつに火を点つけ、炎ほのおの灯りで一気に場を明るくした。

『今はとにかく軍師と左尚書を無事に脱出させる事だけを考えろ！　城門を開け！』

　ラミナが叫さけぶと、ぎぎぎ、と音を立てて西門が開かれていく。

『行くぞ！』

「「「おおおっ！」」」

　まるで川の堰せきが開かれたかのように、ラミナ軍が外へと解き放たれる。

　これまで毎日城を出て夜や襲しゆうのフリをしてきたラミナ軍を見た帝国兵は、また今夜も騒さわぎ出すのかと辟へき易えきし、もはや槍やりを手にする者すらいなかった。

　それが、今になって奏功した。初動が大おお幅はばに遅おくれた帝国軍に対し、殺気を孕はらんだラミナ軍が猛もう然ぜんと襲おそいかかったのだ。

　無類の強さを誇ほこる帝国兵も、武器防具無しではどうにもならない。

（軍師は城を脱出する時の事まで考えて、連日あんな夜襲をさせたのか？）

　これまで本当の夜襲は最初だけであり、その後は旅の音楽隊のような事ばかりやらされてきた。そんなラミナ軍全体が溜たまっていた鬱うつ憤ぷんを吐き出すように槍を振るい、帝国兵に斬きりつける。

　ラミナ軍は難なく逃げ惑まどう帝国兵を蹴け散ちらし、モロ城の包囲に穴を開ける事に成功した。

「よぉし、このまま一気に駆かけ抜けろ！」

　ラミナの指揮で、フレリカ軍が次々と西を目指して走って行く。

　こうしてモロ城を守っていたフレリカ軍は、追つい撃げきすら受けずに城を脱出したのだった。







　第五章　天才と、稀き才さい







　モロ城を脱出して、二日後。

　モロを出た時は二〇〇〇程度の兵があったのだが、この逃亡中に脱だつ走そう兵が続出し、今は一五〇〇まで減ってしまっていた。

　それというのも、陣じん中ちゆうにルイユノークが陥落した情報が伝わってしまったのである。王都ルイユノークを失い、重要拠きよ点てんであるモロを捨てて逃げたという事は、フレリカ王国は完全に帝国が支配する土地となってしまったのである。これをフレリカ王国の滅めつ亡ぼうと見た兵士達が、フレリカに見切りをつけたのは仕方の無い事だった。

　だが、シエルはまだ諦あきらめてはいなかった。フレリカには遠えん征せい軍が切り取ったルナリムとランカスタが残されており、この地で再びフレリカ王国を興す事は可能だと考えたからだ。

　今回の戦で、シエルはユミカの胸に矢を突つき立てた。

　それを自信に変え、疲ひ労ろうに耐たえるフレリカ軍を励はげまし、西へと歩みを進めた。

　やがてフレリカ軍は、帝国軍が布ふ陣じんしているというトゥルネー平原に到とう着ちやくした。

　フレリカ軍は一五〇〇。

　フローラ将軍率いる帝国軍は一〇〇〇である。

　フレリカ軍の方がまだ多いが、いつモロから帝国軍の追撃隊が来るのかという緊きん張ちよう感かんに包まれながら行軍していたフレリカ軍は夜も眠ねむれず、食事も喉のどを通らなかった。

　シエルは馬上から自軍を見み渡わたす。

　皆みんな、疲つかれた表情で、行軍する姿も重々しかった。

　そんな中、やたらと元気な二人にシエルは救われる思いだった。

　先陣を預かるラミナと、後軍を率いているマードックである。

　二人はモロ城の脱出でフレリカ軍に殆ほとんど被ひ害がいが無かった事を強調し、本国は失ったが、それはファルリアの裏切りのせいであり、戦術的には天翔虎カルーデイアの軍師シエルの勝ちだったと褒ほめ称たたえる事で、残ったフレリカ兵の心を奮い立たせてくれていた。

「ほんと、いい二人ね」

　隣となりにやってきたエナが、シエルにそう声をかけた。

「うん。きっとあの二人がいなかったら、もっと兵が減ってただろう。有り難いよ」

　シエルが西の空を見る。

　何としてもフローラ軍を突破し、森に入って北へ進み、ルナリムに入る。

　それが出来なければ、ここにいる者達の命運は尽つきたも同然だ。

「大だい丈じよう夫ぶよシエル。あんたはどういう訳か、人に恵めぐまれてるからさ」

「それは、君も含ふくめて？」

「あたしがそばにいる事が、あんたにとって一番恵まれてると思うけど？」

　エナはそう言って頰ほおを赤らめ、眼鏡を弄くって笑顔を見せた。

「本当に……そうかもね」

「うわ、冗じよう談だんで言ったのに」

「冗談だったんだ!?」

　シエルとエナは少しの間、視線を交わして微ほほ笑えみ合った。

「ねえシエル、元気出しなさいよ。元々は私達二人しかいなかったんだから。ミオ様をお助けしてフレイと合流して、マギーやザグロニア将軍が加わって……滅亡したフレリカ王国をここまで再興したんだから。それって凄すごい事なんだからね」

　エナの髪かみが風に揺ゆれる。

　シエルは、思わずどきっとした。

「エナがそんな事を言ってくれるとは、思わなかった」

「あたしだって、たまにはそんな事を言うのよ」

　シエルの胸に、温かなものが流れ込んでくる。

　だが、モロ城の戦いでは善戦したものの、総そう括かつ的に見ればユミカに本国を落とされてしまったのは揺るぎない事実である。

（僕はもっと深い軍師にならなきゃいけない。今回は戦術で勝ち、戦略で負けたんだ）

　何な故ぜ、怪あやしいと思ったユミカの行動の裏を読めなかったのか。

　反省すべき点は山のようにあるが、今は目の前の状況を切り抜けなければならない。

　シエルは頭を搔かいて、トゥルネー平原に目を向けた。

　その時、正面から先に放っておいた蜂はち蜘く蛛も隊たいの男が戻もどって来るのが見えた。

「軍師、朗報です！」

　その男はシエルの横に来るやいなや、開口一番でそう口にした。

「正面に布陣していたはずの帝国軍の姿が、消えております！」

『え!?』

　シエルもエナも、その報告に顔色を変えた。

「そんな馬ば鹿かな？　何ど処こに向かったのか、わかるかい？」

　シエルが訊たずねると、蜂蜘蛛隊の男は大きく頷いた。

「行軍の痕こん跡せきが残っておりました。帝国軍は陣じんを引き払はらい、北の街道に向かったようです」

「北？」

　トゥルネー平原から北に向かうと、その先にはモロとルナリムを結ぶ街道がある。

「という事は、ここにいた帝国軍の目的は、逃にげてくるあたし達を森に入れない為じゃなかったって事？」

　エナが眼鏡めがねに手をやりながらシエルに訊きいた。

「一体、何がどうなってるんだ？」

　シエルは頭を搔きながら、ユミカの思考を探る。

『急報、急報！』

　とその時、後軍にいたマードックが慌あわててシエルの許に馬を駆ってきた。

「マードック千人長、どうしたの？」

　返事をしないシエルの代わりにエナが応じた。

「後方に出しておいた斥せつ候こうから、帝国の追撃隊が来たと報告があった。その数、騎馬隊二〇〇〇。率いているのはアルルガ将軍だ！」

『…………ッ！』

　その報を受け、エナは胸の上で拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめた。

「あたしたちは騎馬隊五〇〇以外、みな歩兵だわ。このまま追いかけられたら、あっという間に追いつかれる……」

　しかも将軍級の将が率いているのだから、相当訓練を積んだ兵士である事は間ま違ちがいない。

　シエルは頭を搔きながら、ふー、と一息吐はいた。

「考える時間も与あたえてくれないのか、ユミカは」

　消えた帝国軍。

　街道に伏していると思われる本物のユミカ。

　後ろから追ってくるアルルガ軍。

　シエルはかっと目を見開き、正面を指さして叫んだ。

「僕らは予定通りルナリムの森を目指す。森にさえ入ってしまえば、騎馬隊しかいない追撃軍は足を鈍にぶらせる。そのまま身を隠かくしながらルナリムに向かおう」

「ははっ、了りよう解かいしました！」

　マードックはそう返事をして、この場を去っていった。

『よし、大急ぎで平原を抜ぬける。先せん陣じんのラミナにも伝えてくれ！』

　シエルの声で、フレリカ軍は再び歩き始めた。




　満天の星空の下、フレリカ軍はかつて征西将軍レンギルと激戦を繰くり広げたトゥルネー平原を夜通し駆け抜け、そのままルナリムの森へと足を踏ふみ入れた。

　シエルは注意深く蜂蜘蛛隊を四方に放って安全なルートを見つけさせ、それを先頭のラミナに伝える事で、森の中を進んでいた。

　ユミカはモロとルナリムを結ぶ街道沿いのどこかでフレリカ軍を包囲するつもりだ、とシエルは読んでいた。故に、一度森の奥深くまで進み、そこから北上してルナリムとランカスタを結ぶ街道に出てから、ルナリムに入るのが最も安全なルートだと考えた。

　森の広さ、足場の悪さを考えると、このルートでルナリムに到着するには三日はかかる。今の時期は冬なのでもっと時間がかかるかも知れないが、毒どく蛇へびや害虫などが発生しない時期である事を考こう慮りよすれば、森を通るのは悪い選せん択たくでは無かった。

　普ふ段だんは鬱うつ蒼そうとしている森も、雪の重みに頭を垂れて幾いく分ぶん視界はいい。

　シエル率いるフレリカ軍は野や獣じゆうや毒虫に気をつけながら森の中で一夜を明かし、翌朝には再び行軍を開始した。

　その道中、シエルは蜂蜘蛛隊から、ある報告を受けた。

　トゥルネー平原に陣じん取どっていたはずの、帝てい国こく軍の行方ゆくえである。

「フローラ将軍率いる帝国軍はモロ城陥かん落らくと同時期にこの場を離はなれて北東へ進み、街道へ出てそのままモロに入ったとの事です」

　それを聞いて、シエルの許に集まっていたラミナとマードックが安あん堵どの溜ため息いきを漏もらした。

「そうか、奴やつらは我らが街道を逃げると踏んで、街道を封ふう鎖さすべく移動したのだな。もし軍師がトゥルネー平原に出る道を選んでいなければ、まともに帝国軍とぶつかっていた」

　マードックが白い息を吐きながら、シエルの戦術眼に対して敬服の言葉を口にした。

「上手い事、帝国軍の迎げい撃げきを避さけられた形になったけど……あのユミカが、そんなミスをするかな？」

　頭を搔きながらそう漏らすシエルの背中を、ラミナがばんと叩たたいた。

「少しは自信持てよ軍師！　あんたの英断が道を開いたんだ。だってそうだろ、普ふ通つうに考えたら逃とう亡ぼう軍が敵軍に突っ込んでいくなんて、考えられねぇよ」

　確かに、ラミナの言う事にも一理あった。

　だがそれは相手が並の相手ならば、である。

　ユミカを知らないラミナとマードックはさすがシエルだと言ってくれるが、エナもシエル同様、浮うかない顔をしていた。

「細心の注意を払って進んだ方がよさそうね。もしかしたらユミカは、この森に潜ひそんでいるかもしれない」

「「何だって？」」

　ラミナとマードックは驚おどろきの声を上げ、シエルははっとしてエナを見た。

「なあ軍師、あんたの蜂蜘蛛隊はこのあたりで敵軍を発見したのか？」

　ラミナが訊くと、シエルは首を振ふった。

「そんな報告は受けていないけど、細心の注意を払って進むという意見には賛成だ。正直言って帝国軍に当たらなかったのは偶ぐう然ぜんだ。こういう時は、用心した方がいい」

　シエルはその言葉を最後に、黙もつ考こうに入った。

　エナの指し摘てきに、シエルは考えさせられた。シエルよりも圧あつ倒とう的てきに広く、深く策を巡めぐらすユミカなのだから、モロ城の戦いの結末までを最初から読み切り、この森に伏ふく兵へいを置いておく事は充じゆう分ぶん考えられる。その策の匂においから、如い何かにもユミカらしさを感じた。

　だが、ここにいるフレリカ軍は敗残兵とはいえ、まだ一五〇〇もある。この一五〇〇の兵を囲むには、最低でも数百の兵が必要だ。

　更さらに蜂蜘蛛隊はシエル自身が選りすぐった、自じ慢まんの斥候部隊である。

　モロ城の戦いでユミカに悟さとられず奇き襲しゆうをやってのけたのは元蜂蜘蛛隊隊長のマギーだったから、可能だったのだ。

　それ程までに蜂蜘蛛隊の潜せん伏ぷく、索さく敵てき能力は群を抜いている。

　その蜂蜘蛛隊をもって、この森の敵てき影えいを発見出来てはいないのだ。

（とすると可能性は二つ。僕とエナの考えすぎか、敵が僕らの知らないアーティファクトを使っているか……）

　何れにしても、楽観的に考えるよりはいい。シエルは全軍により慎しん重ちように行動するよう命を下し、ルナリムを目指して行軍を開始した。




　翌日。

　シエルは時折戻って来ては報告をしていく蜂蜘蛛隊の言葉に耳を傾かたむけつつ行軍していた。森とはいえガーネ山に近いこの場所は、起き伏ふくが激しい。時には崖がけのような急きゆう斜しや面めんを滑すべり、雪に埋うもれた草を引っ張り出して坂道を登らなければならない。

　そうしている内に、フレリカ軍は休きゆう憩けいに丁度いい平地を発見した。

　四方が切り立った土ど壁へきに囲まれ、その上に木々が寒さを凌しのぐように密集して立っている。壁かべがあるお陰かげで寒風を防げるし、崖がけ下したに入れば軍馬を休めるには手て頃ごろなスペースもあった。

　シエルはその周囲を入念に調べさせ、人気がない事を確認すると、全軍をその中に入れて休憩させた。

　久々に、良く晴れた天気だった。

　青空に薄うすい雲が浮かび、ゆったりと流れていく。

　シエルはエナと並んで座り、干し肉をかじりつつ、遠えん征せい軍がどうしているのかを気にしていた。

　思い返してみると、これ程長くミオが隣となりにいない事はなかった。

　ミオはいつでも凜り々りしくて、先代国王にそっくりな暖かみのある人物だった。

（ミオ……）

　ぐっ、と目を閉じて、その名を心の中で呟つぶやく。

　猛もう烈れつにミオの顔を見たいという衝しよう動どうに駆かられたが、無理矢理それを圧おし潰つぶした。

　ミオはフレリカ王国の王女である。

　仮にミオもシエルが好きでいたとしても、身分の違ちがいは明らかだ。

「ミオ様やフレイ達は、どうしてるかしらね」

　エナがそんな事を言ったので、心の中を覗のぞかれたのではないかと思って動どう揺ようした。

「そうだね。斥候からの連れん絡らくはランカスタを落とした、って所までで止まってる。今いま頃ごろ、ガーネ山道辺りで帝国軍と戦ってるんじゃないかな」

　ユミカが動けば、必ず別の帝国軍がエリューディンへ侵しん攻こうするだろう、とシエルは確信していた。

　それも並の将軍ではない。恐おそらく帝国の四将が一人、平北将軍ベルガーだ。

　だとしたら、こちらに気を回す余よ裕ゆうなどないだろう、とシエルは思っていた。

　シエルとてユミカと戦っていて、遠征軍を気にする余裕など全くなかったのだから。

『シエル！』

　その時、エナがシエルの口を押さえ、鋭するどい目つきで周囲を睨にらんだ。

　ひゅん、と何かが風を切る音がする。

「うわっ！」

　振り返ると、兵の肩かたに一本の矢が刺ささっていた。

「こ、これは!?」

　シエルが驚きの声を上げた、次の瞬しゆん間かんだった。

　崖上の誰だれもいない場所から一人、また一人と、赤い鎧よろいをまとった兵士が姿を現す。

　そして、ものの一分も経たないうちに、崖上は帝国軍で埋め尽つくされた。

『そんな……何だこれ……』

　この地に足を踏み入れる前に、崖上は入念に調べた。何な故ぜならそこに敵があれば、シエルらは低所で敵に囲まれるという絶体絶命に陥おちいる可能性があったからだ。

　それなのに、確かに誰もいなかったはずなのに、気づけば数百の兵に囲まれていた。

「な、なんじゃこりゃあ！」

「敵が上じゃ、手が出せねぇ！」

　ラミナもマードックも、武器を片手に辺りを見み渡わたす。

　フレリカ軍は自然と弓を手にした帝国兵から身を守ろうと、平地の中央で円えん陣じんを組んだ。

「軍師と左尚しよう書しよをお守りしろ！　何があってもお二人だけは怪け我がをさせてはならん！」

　マードックが叫さけぶと、シエルとエナは円陣の中央へと誘さそわれた。

　だが……そこですら、帝国兵の矢は届く位置だった。

『天翔虎カルーデイアの軍師シエル・スノーハートはいるかな？』

　その時、上の帝国軍からそんな声が響ひびいた。

「僕はここだ！」

　シエルが大きな声で返事をした。

　ここまで完全に包囲されてしまってはどうにもならない。

　敵の気分一つで、フレリカ軍は全ぜん滅めつする。

　ならば出来る事は一つ。

　敵と話す事だけだった。

「まずこちらから訊ききたい。僕らはここに来る前、かなり慎重に調べた。その時は一人の姿もなかったのに、どうやってここに現れた！」

　シエルが叫ぶと、一人の女の子が前に出て来た。

『!?』

　その姿を目にして、絶句するシエル。

「バカな……そんなバカな……」

　見間ま違ちがう事無く、天竜姫テユリオンの軍師ユミカだった。

「お久しぶり。モロ城では見事だったわ」

　平然とそう話すユミカ。

　少し大きめのコートを着ているせいか、口許は隠かくれて見えなかったが、その黒い大きな瞳ひとみは真っ直ぐシエルを見み据すえていた。

「少し説明してあげる。何故、私がここにいるのか。どうしてこれだけの兵が突とつ然ぜん姿を現したのか」

　シエルの思考を読みとるように、ユミカは懐ふところから黒くろ塗ぬりの鏡かがみを取り出した。

　妙みような形をしていた。外周は半円形で、その反対側は湾わん曲きよくしている。

　もう一つ同じ物があれば真円となるであろう鏡だった。

「アーティファクト〝化け怪け臨りん身しん鏡きよう〟。二対一体の物で、能力はもう一つの鏡に自分の分身を作り出す」

　シエルらは、ユミカの言葉をただ呆ぼう然ぜんと聞くしかなかった。

　モロに現れたユミカは、このアーティファクトによる偽にせ物ものだった。

　しかし、肝かん心じんなのはそこではない。

　モロ城の戦いが始まる前から、ユミカは既すでにこの場所にいたのである。

　それは今回の戦の一部始終を予想していなければ出来る事ではなかった。

「そしてもう一つあなたが見落としていた事。それは私が連れて来た将軍がアルルガ、フローラだけではなく、もう一人いた事」

　その時、ユミカの隣に長ちよう髪はつの男が現れた。帝てい国こくの将軍クラウだった。

「お初にお目にかかるな。早速だが私のアーティファクトをご紹しよう介かいしておこうな」

　クラウは腰こしに下げていた黄色い袋ふくろを手にし、シエルに見えるようそれを掲かかげた。

「アーティファクト〝混こん睥ぺい灰ばい〟。この袋に入っている灰で円を描えがくと、その中にいる者の気配を完全に消せるのだな。お前の蜂蜘蛛隊は私の目の前まで来ていたが、誰も我らに気付かなかったな」

　クラウが笑いながら言った。そのアーティファクトによってこれだけの数の兵士が発見出来なかったのだから、効果は絶大だった。

「クラウのアーティファクトは潜伏には適しているけれど、こちらから攻こう撃げきすると効果を失う。私のもそうだけど、補助的なものでしかない。あなたならわかるでしょ？」

　ユミカはそう言って、シエルを見下ろした。

「そうだね。そして何より恐るべきは僕らがこの場所を通る事を、ユミカは開戦前から予見していたって事だ」

　シエルがそう言うと、ユミカは目を細めた。

「ただ、モロ城で話した内容はちゃんと伝わってるわ。化怪臨身鏡で作り出された分身は、意識も移るから」

　ユミカは、目を閉じてシエルに告げた。

「あなたの意志も伝わってる。だから私は、ここであなたを……」

　ユミカが手を挙げると、帝国兵らが一いつ斉せいに弓を構える。

『壊こわすわ』

　袋の鼠ねずみとなったフレリカ軍に、緊きん張ちようが走った。

「命まで取ろうとは思ってないから。ただ、あなたを二度と戦場に立てない体にするだけ。あなたの事は死ぬまで、私がちゃんとお世話してあげる」

「はは……冗じよう談だんじゃない」

　背筋が凍こおるような言葉だった。

　ユミカの表情が全く変わらないだけに、本気かそうでないかを読む事は出来なかった。

「シエル、もし今あなたが帝国に戻もどる決意をして、ある事を成してくれれば、ここにいる兵を助けてあげてもいい」

「へえ、僕にチャンスをくれるんだ。何をさせたいんだい？」

　ユミカの視線がシエルから外れ、隣にずれる。

　そして、ゆっくりと指でエナを差した。




「エナ・ワトソンを、あなたの手で殺して」




『な!?』

　ずしり、と重たい沈ちん黙もくが辺りを包み込む。

　それ程までに、予想を超こえた言葉だった。

「これまでのフレリカの躍やく進しんを顧かえりみるとエナ・ワトソンの功績は計り知れない。たとえて言うなら私やシエルは水を動かす事を学んできた。でもエナ・ワトソンはその水を生み出せる。まさかとは思うけどシエル、彼女の才に気づいていない訳じゃないわよね？」

　ユミカが凍る様な瞳でシエルを射い貫ぬく。

　シエルは唇くちびるを嚙かんで、気持ちで負けない様に睨めつけた。

「勿もち論ろん気づいてる。エナは昔から才さい気き溢あふれる人だったから」

「強大なトーレ帝国で尚書まで駆け上がり、厳重な監かん視しをかいくぐってフレリカ再興の根回しをする。そんな事、私にもシエルにも出来ないわ。だから──」

　ユミカが静かに右手を挙げると、それに呼応して帝国兵らが弓矢を構えた。

「エナ・ワトソンだけは、確実に亡き者にする」

「く……」

　エナを庇かばうように腕うでを広げるシエル。だが四方八方を囲まれている中で、その行動はエナを守りたいという気持ちを示すだけに過ぎなかった。

　ユミカが厳しい視線を向ける。

　エナもシエルも、ユミカを睨み返す。

　重苦しい緊きん張ちよう感かんが、静せい寂じやくとなって辺りに広がった。

「シエル」

　ユミカを睨みつけるシエルに、エナがそっと囁ささやいた。

「その気持ちだけで充じゆう分ぶんよ。ここまで一いつ緒しよに来られて嬉うれしかった」

「エナ？」

　視線はユミカから外さないまま、背後からの声に耳を傾かたむけた。

「シエルお願い。あたしを……刺して」

『バカな！　そんな事、絶対に出来ないよ！』

　か細いエナの声を塗ぬり潰つぶすように、シエルが叫んだ。

「このままじゃ、ここにいるみんなが餌え食じきになるだけじゃない。あんたには……死んで欲しくない。あたしが命を捧ささげればユミカは本当にあんたを助けてくれるわ。何でだかわかんないけど、それだけは確信が持てる」

　シエルは伸のばした両りよう腕うでを力なく下げ、俯うつむいた。

「エナ、そんな悲しい事を言わないでよ。ユミカの言う通り、君がいたからフレリカ王国は再興出来たんだ。君がここで命を捨てるのなら……僕もここで死ぬ」

「シエル……」

　エナが、シエルの背中に抱だきついた。

　ユミカの策に落ち、逃にげ場のないこの状じよう況きようで、シエルはエナの温もりを感じて不思議と落ち着きを取り戻した。

　完かん膚ぷなきまで、ユミカに負けた。

　その代だい償しようをエナが支し払はらう事はない。

　拳こぶしを握にぎりしめ、ユミカの顔を目に焼き付けた。

　自分を倒たおした者の姿を、心に刻み込むように。




　……と、その時だった。




　ルナリムに向かう崖がけの切れ目を守っていた帝国軍の背後に、突とつ然ぜん巨きよ大だいな一本の柱が立ち上る。柱はそのまま凄すさまじい勢いで帝国軍に振ふり下ろされ、その一いち撃げきで多くの帝国兵が圧し潰された。

『軍師ぃ、ここにいるかぁ!?』

　太い声が、帝国軍を通り越こしてシエルらの耳に入った。

『ザグロニア将軍！』

　シエルはエナを庇いつつ、フレリカ軍に向かって叫んだ。

「外に援えん軍ぐんが来ている！　ここは内外から帝国軍を討ち、脱だつ出しゆつするぞ。ラミナ！」

　この軍の中で最も突とつ破ぱ力を持つのはラミナである。

　ラミナは矛ほこを手に馬に乗り、シエルの声に応えた。

「まかせとけ軍師ぃ。行くぞてめーら！」

「おおおっ！」

　ラミナが、ザグロニアが穴を空けてくれた場所へ突とつ撃げきする。そのすぐ後ろを、シエル、エナ、マードックが続いた。

　それを、ユミカは悲しそうな瞳で眺ながめていた。

「大軍師、このままではフレリカ軍を逃がしてしまいますな！　攻撃開始のご命令を！」

　クラウが、ユミカに嘆たん願がんする。

　ユミカはぐっと拳を握り、その口を重々しく開いた。

「好きにして」

『ははっ！』

　その命令はクラウから直ちに帝国軍へ伝えられた。

『攻撃だ！　ありったけの矢を放ち、奴やつらを逃がすな！』

　命令と同時に、帝国兵がフレリカ軍に向かって矢を放つ。

　フレリカ軍は盾たてやその辺りに転がっていた板を手にして防いでいたが、囲まれた状態からの帝国軍の攻撃は凄まじく、フレリカ兵はばたばたと倒れていった。

　そんな中、ラミナは矛を振り回して矢を弾はじきつつ、帝国軍に向かって突撃した。

『おりゃあああああ！』

　雄お叫たけびと共に矛を振るい、次々と帝国兵を討っていくラミナ。

　それに呼応するかのようにザグロニアも外から突撃を敢かん行こうする。

　特にザグロニアのアーティファクト〝隆りゆう骨こつ杵しよ〟が、この場面で効果的にその能力を発揮していた。

　巨きよ大だい化したメイスが振り下ろされる。実に単純な攻撃だが、逃げ場のない帝国兵にとってはこれほど恐おそろしい物はなかった。

　片かた腕うでのザグロニアが恐きよう怖ふで顔が引きつる帝国兵を次々と叩たたき潰し、道を作る。

　やがて外のザグロニアと、内のラミナの視線が交こう錯さくした。

「親父おやじ！」

「おう娘むすめぇ、軍師は無事だろぉなぁ？」

「あたりめーだ！　傷一つ付けずにそっちに送ってやらぁ！」

　父の姿を目にしたせいか、ラミナの矛のキレが一段と増した。

「そらぁ、もう一発！」

　隻せき腕わんのザグロニアが、再び隆骨杵を握り締しめる。

「やれ親父ぃ！」

　ラミナも矛を振り、帝国兵を次々と斬きり倒した。

『うぉりゃああああああああああああああああああ！』

　どぉん、という凄まじい轟ごう音おんが辺りに響ひびき、帝国兵数人が宙を舞まう。

　そして、ついに帝国軍の包囲が破られた。

「親父、助かったぜ！」

　ラミナがザグロニアの隣となりに来て、そう声をかけた。

「詳くわしい話は後だぁ、軍師はどこだ!?」

「マードックが護衛してる。もうすぐここを通るはずだ！」

「よぉしラミナ、お前はこのままルナリムへ走れ。ここはワシに任せろぉ」

「わかった！」

　ラミナが駆かけて行くと、一斉にフレリカ軍がラミナの後を走り出した。

「逃がすな！　矢を放て、味方に当たっても構わん！」

　クラウ将軍が命じると、周辺の帝てい国こく兵がザグロニア、ラミナ両将が空けた逃げ道に向かって矢を放った。

　更さらに後方の帝国軍は崖を滑すべり降り、フレリカ軍の背後を突つこうと走り始めた。

「将軍！」

　矢が飛び交う中、シエルはエナを馬の前に乗せ、マードックと兵に護られつつザグロニアの横までやって来た。

「おう軍師、それに左尚書も無事で何よりじゃあ。さあ、急いでこの場を離はなれよ。殿しんがりはワシの兵が承る！」

「将軍……ありがとう」

「気にするなぁ。ワシは、ラーカスの平和と未来を救いに来ただけじゃあ」

　シエルはザグロニアに軽く頭を下げ、駆け抜けていった。

　包囲されていたフレリカ軍の兵たちも必死に逃げたが、帝国軍の矢の前に次々と倒れていく。

　そして帝国軍も味方からの矢と、ザグロニア率いる援軍によって倒される。

　普ふ段だんは静かなルナリムの森が、阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うずと化していた。

「将軍、軍師と左尚書は無事にこの戦線を離り脱だつしました。我々も退たい却きやくしましょう！」

　隆骨杵を振るうザグロニアの許に、副長のキラゼルがやって来て、そう告げた。

『お前等も逃げぃ。ワシは最後まで残るぞぉ』

「しょ、将軍!?」

　キラゼルがザグロニアの身体からだを見て、思わず息を吞のんだ。

　ザグロニアは、全身に矢を受けていたのだ。

「ど、どのみちこの傷じゃあ、もう助からん。それにワシ等がここで逃げ出せば、帝国軍は背後から襲おそいかかってくる。そうなれば全ぜん滅めつは必至、軍師らの命も危うくなる。一秒稼かせげば、その分軍師らの命が一秒延びる。これはそういう戦いじゃ！」

　もう一度、ザグロニアが隆骨杵を横よこ殴なぐりに振るうと、帝国兵がごっそりと崖がけ下したへ転落していった。

「だが、お前等まで死ぬ事はない……ワシ一人で充分じゃあ！　全軍退却せい！」

　ところが、その命令がまるで耳に入らなかったかのように、ザグロニアの兵達は逃げる様子もなく戦い続けた。

『お前等、ワシの命令が聞けんのか！』

『聞けません！』

　一人の兵士が槍やりを手にしたまま、そう応えた。

「我らは旧ゼルバーグ王国時代から将軍にお仕えしてきました。圧あつ倒とう的てきな兵力を持つ帝国軍に対し、将軍は一人でも兵が欲しい状況で、家族ある者は逃げろと仰おおせになりました。我らはその時のご恩義、一日たりとも忘れた事はございません。

　フレリカが再興され、檄げきに応じたのも将軍だったからこそ。最後まで、ザグロニア軍の兵として戦わせて下さい！」

　ザグロニアの麾き下か、およそ五〇〇名。

　その全員が、逃げようとせずにこの場に残っていた。

「お、お前等ぁ……」

　ザグロニアは敵兵を吹ふき飛ばしつつ、ニヤリと笑った。

『……わかった。共にラーカスの未来の為ために、戦い抜ぬくぞぉ！』

「「喜んで！」」

　ザグロニアの言葉で、兵達の目に力が漲みなぎる。

　果か敢かんに攻せめ続けるザグロニア軍に、帝国兵は動どう揺ようし始めていた。

「おいキラゼル、一つ頼たのまれてくれんかぁ？」

　そんな中、ザグロニアは副長キラゼルに声をかけた。

「は、何なりと──」

　言い終わる前に、ザグロニアのアーティファクト隆骨杵が胸に飛んできた。

「そいつをラミナに渡わたしてくれ。あやつも武門の家に生まれた者……それ以上の言葉は不要じゃろぉ！」

　キラゼルは、ザグロニアの隆骨杵をぐっと握り締めた。

「ご命令、しかと、しかと承りました」

「うむ。アルにもよろしくなぁ」

「ははっ！」

　ザグロニアは走り出すキラゼルの背中を見送ると、顔つきを変えた。

「みな槍を持てぇ！　若きフレリカ王国の者達に、わが祖国を蹂じゆう躙りんした憎にくきトーレ帝国の連中に、男とはこう死ぬべしと教えてやろうぞぉ！」

「「「おおおおおおおっ！」」」

　部下から槍を受け取り、ザグロニアが矢の雨の中へ飛び込んでいった。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




「大軍師……どうやら天翔虎カルーデイアを逃にがしてしまいましたな。申し訳ありませんな」

　クラウ将軍が、悔くやしさを滲にじませながらユミカに報告した。

「構わないわ」

「ははっ……して、この後は如何いかがなさいますかな？　敵は将を失い、戦意を喪そう失しつしている事でしょうな。このままルナリムに向かえば、今度こそ天翔虎カルーデイアを──」

　じろり、とクラウを睨にらむユミカ。
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　その表情に、思わず口が止まってしまった。

「全軍、ルイユノークへ撤てつ退たいする」

「て、撤退ですかな!?」

　ここまで来てまさか引き返す事になろうとは、予想だにしなかった。

「元々エリューディン攻めは平北将軍ベルガーの仕事よ。今すぐベルガーと平北軍軍師オリバーに使者を出し、時じ間かん稼かせぎは終わらせてよしと伝えて」

「は、ははっ」

　クラウはユミカの言葉を部下に伝え、早々に馬を飛ばすよう命じた。

「なるほど……ベルガー将軍がここまで大人しくしていたのは、我らが天翔虎カルーデイアシエルをルナリムかランカスタに追いやるのを待っていた、という事ですかな？」

　ユミカはその問いに答えなかったが、状じよう況きようを見れば明らかだった。

　シエルはルナリムに逃げ込み、フレリカ王女ミオはディアナにある。この状況でシエルにミオを放っておいてエリューディンを脱だつ出しゆつする、という選せん択たく肢しはないだろう。

　平北将軍ベルガーがガーネ山道を抜け、ルナリムとディアナの間にあるランカスタを落とせば、後はもう時間の問題だ。

「しかし、もっと早くベルガー将軍を動かしてランカスタを抑おさえてしまった方が良かったのではないですかな？」

　クラウがそう言うと、ユミカはその大きな黒い瞳ひとみをクラウに向けた。

「それが一番やってはいけない手。もしランカスタを我らが制圧し、ディアナにいる王女ミオを討てば、シエルとエナは行方ゆくえをくらまして潜せん伏ぷくしてしまう。何ど処こにいるのかわからない敵を討つことがどれだけ難しいか、リヴェラルウイングで懲こりてるでしょう？」

「う……」

　クラウが言葉を詰つまらせた。これまで散々辛しん酸さんを舐なめさせられている反はん帝てい国こく軍を引き合いに出されては、そうなるのも無理はない。

「ミオ王女を討ち、シエルとエナを残しておくのは最良じゃない。まずシエルとエナを討ち、次に王女。これが一番いい形よ」

　ユミカの言葉に、クラウは底知れぬ畏い怖ふを感じた。

　確かに、森でフレリカ軍が帝国軍の包囲を抜けようとした時、ユミカは何の指示も出さなかった。シエルをルナリムに追い込めば、ミオがディアナに閉じ込められている事実を知らせる事が出来る。そうなればシエルは退くも進むもままならなくなり、これをベルガー率いる帝国平北軍に討たせる。

　それが、ユミカが描えがいた絵図だったのだ。

「いやはや……さすがは大軍師殿どの。恐おそれ入りましたな」

　クラウが賛辞を送ると、ユミカは目を細めて嘆たん息そくした。

「それに、あまりフレリカばかりに構っていられない」

　クラウは、ユミカの言葉ではっとした。

「……パルディナとリュナスですかな？」

　こくり、と頷うなずくユミカ。

「もうここに用はない。後はクラウ将軍、アルルガ将軍、フローラ将軍に任せるわ。私は鎮南将軍ルニと共に東へ向かう。わかったらルイユノークに退却する準備をして」

「ははっ！」

　クラウはユミカの言葉に納得し、急いで兵をまとめ始めた。




　こうしてルナリムの森の戦いも幕を下ろした。

　結果は……フレリカ軍の大惨ざん敗ぱいだった。




　一方、命からがらルナリムに逃げ込んだシエルは、傷つき、疲つかれきっていた。

　ニーアにルナリムの守護を任されていたカリノはセラックからの侵しん攻こうに備えて街道を封ふう鎖さした後、マギーとリンシアの伝令を受け、城に戻もどって来ていた。

　カリノとその兵は続々と帰ってくる兵士らを受け入れる為、大おお慌あわてで兵舎を整え、食事の準備と傷ついた兵の手当てをした。

　そんなカリノの目に印象的だったのが、軍師シエルと左尚書エナの姿だった。

　エナは虚うつろな瞳で、すっかり元気を無くしていた。

　そんなエナを庇かばうようにシエルが後ろからしっかりとその背中を抱だきしめ、帝国の矢から護っていたのである。そのお陰かげでエナに傷一つ無かったが、シエルには腕うでに二本、背中に一本の矢が刺ささっていた。

　カリノは直ちに救護班を呼び、二人を医い療りよう棟とうへと運び込んだ。エナはすぐに落ち着きを取り戻したが、シエルの方は矢傷もあり、高熱を出して倒たおれてしまった。

「ありがとうカリノ。あなたがここにいてくれて助かったわ」

　ベッドで懇こん々こんと眠ねむるシエルの横に座ったエナが、カリノに礼を言った。

「あ、い、いえ、マギー隊長……将軍のご命令に従ったまでですので」

　カリノは何故か頰ほおを赤らめ、潤うるんだ瞳でエナをちらっと見た。

「ねえカリノ、どうしてマギーはあそこに帝てい国こく軍が潜伏していた事に気づいたの？　何か聞いてる？」

　エナがそう訊きくと、カリノははっとして語り始めた。

「あ、はい。私の麾下にあった蜂蜘蛛隊が、あの森で帝国軍を発見したのです。その中に帝国の大軍師ユミカの姿があったという事なので、ここへやって来たマギー将軍にその事をお伝えしました所、血相を変えられて。もしユミカがいるなら、狙ねらいはあにき……あ、いえ、軍師に違ちがいないと。そして地形を細かく聞くと、軍師をお救い出来るのはザグロニア将軍しかいないと、すぐさまここをお発たちになりました」

　エナはその話を聞いて、思わず笑顔になった。

「そう……いい判断だわ。マギーも将軍らしくなってきたわね。頼もしいわ」

　素直にエナがそう褒ほめると、何故かカリノが頰を赤く染めた。

「ところでミオ様は？　遠えん征せい軍はどうなっているの？」

　エナがそう訊たずねると、カリノは表情を一転させ、しゅんとなって俯うつむいた。

「それが、わたしも気になって何度もランカスタに伝令を送っているのですが、陛下もフレイ将軍も、軍師も見当たらなかったとか──」

『なん……だって!?』

　カリノの言葉に反応したのは、シエルだった。

　真っ赤な顔で、見るからに発熱しているのがわかる。
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　それでも身体からだを起こさない訳にはいかない程の衝しよう撃げきを受けていた。

「シエル、無理しないで！　あんたまだ起きれる状態じゃないんだから！」

　エナの窘たしなめも聞かず、シエルは胡う乱ろんな瞳をカリノに向けた。

「遠征軍は帝国の、シュルツ将軍を……討った？」

「え、そ、それは……わかりません。少なくともルナリムを落とした時には、そんな話はありませんでしたが……」

「急いで蜂蜘蛛隊を、ディアナに向かわせるんだ。ミオの命が危ないかもしれない」

「ディアナですか？　わ、わかりました！」

　シエルの命を受け、カリノは大慌てで部屋を出ていった。

「ニーア……」

　シエルはそれだけ言うと、咳せき込こんで身体を折った。

「おおよそ見当はついたわ。後は任せて」

　エナがシエルの身体を優しくベッドに寝ねかせた。

「エナ、頼たのむ」

「うん」

　シエルの額に手を当て、瞳を覗のぞき込むエナの表情は、まるで母親のようだった。

「シエル」

「ん？」

「守ってくれて……ありがと」

　シエルは微ほほ笑えんで、そのまま意識を失った。




　シエルらがルナリムに入った、その日の夜。分厚い雲は千切れて流され、空には紅の月と蒼の月が互たがいの輝かがやきを重ね合わせ、辺りを紫むらさき色いろに染めあげている。

　そんな時刻になっても森を抜ぬけてルナリムへとやって来るフレリカ兵が後を絶たず、ラミナとマードックが彼らを城内へと誘いざなっていた。

「くそ、親父おやじは何やってんだ！」

　ラミナは未だに姿を見せないザグロニア将軍を気にかけ、落ち着かない様子だった。

　そんなラミナに、マードックが声をかける。

「心配するな。あのザグロニア将軍の事だ、いつも通り笑いながら戻って来るさ」

　ザグロニアとマードックは歳が近いせいもあり、この若きフレリカ王国にあってよく酒を酌くみ交わす仲だった。

「将軍は常々、子供に手を焼かされている、ラミナとアルガードが一人前になるまでは死ねんと仰おつしやっていたからな。必ず、必ず戻って来るさ」

　マードックは屈かがんで傷ついた兵士の包帯を縛しばる。

「はっ！　あの親父の言いそうな事だ！」

　ラミナは舌打ちして、視線を床ゆかに落とした。

「それとこうも言っていたぞ。あの二人は親の贔屓ひいき目めかもしれないが、大きな才能を秘めている。ラミナはフレイという自分よりも圧あつ倒とう的てきに強い男と出会い、自分も負けまいと急成長している。アルガードは見えない所で堅けん実じつにサポート出来る能力を伸のばしている。これからが楽しみな二人なのだ、とな」

　ラミナがぎゅっ、と拳こぶしを握にぎり締しめる。

　その時だった。

「ラミナ様、ザグロニア軍の副長キラゼル殿が、ラミナ様をお探しになっております」

　兵がそう報告すると、ラミナは弾はじかれたようにその兵の胸ぐらを片手で摑つかみ、強引に顔を近づけた。

「どこだ、案内しろ！」

「うぐ……は、ははっ」

　ラミナが兵と共にルナリムの北の城門へ向かうと、そこにはザグロニア軍副長キラゼルが……ザグロニアのアーティファクトを胸に抱いて歩いて来た。

「どうしてお前がそれを持ってんだ……他の、みんなは？」

　ラミナに肩かたを揺ゆさぶられるキラゼルは、何も言わず隆骨杵を差し出す。

　その顔は、涙なみだでぐしゃぐしゃだった。

「これを、あ、あたいに？」

「はい」

「……親父、何か言っていなかったか？」

「このアーティファクトを託たくす。それ以上の言葉は……必要あるまいと」

「そう、か」

　ラミナはその言葉で、全てを察した。

　そして隆骨杵の柄えを右手できつく握り、ヘッドを斜ななめ上に向けた。

「折角これからフレリカで活かつ躍やくして、これまで好き勝手やってきた分……孝行するつもりだった、のになぁ」

「ラミナ様……」

　キラゼルはラミナの凜り々りしい後ろ姿に、涙を禁じ得なかった。

「小さい頃ころ、親父がこれを振ふっているのを見て、欲しがったんだよなあ。そしたら親父、お前がワシを超こえればいつでもくれてやる、なんて言ってたなぁ」

　今は無き、ゼルバーグ王国。その大将軍にまで登りつめたアルバーノ・ザグロニアは、ラーカス南方でその名を轟とどろかす人物だった。

　その遺志は今、アーティファクトと共に娘むすめラミナの手に渡わたった。

「アルの奴やつぁ、泣き虫だからな。きっと夜通し泣くだろうなぁ」

　ラミナは涙を見せず、ただ天を仰あおいだ。

『潰つぶせ、隆骨杵！』

　ラミナの声に応え、隆骨杵がぐんと巨きよ大だい化する。

「重いなあ……」

　その声は僅わずかに震ふるえていた。

「あんたの魂たましい、確かにこのラミナが受け継ついだ。そっちで見ててくれよな……親父ぃ」

　ラミナはまるで父親に話しかけるかのように、高く聳そびえる隆骨杵に向かって呟つぶやいた。







　第ＸＸ章　天翼狼ジオードの軍師







「ちきしょうダメだ！　鉱山の入り口なんて、どこにも見当たらねぇ！」

　フレイがディアナ城の城門までやって来て、ばったりとその場に倒れ込んだ。

　寒風吹ふき荒すさぶディアナ城に閉じ込められたミオらは、ガーネ鉱山から外界に抜ける道を探していた。

　だが、元々迷路のように入り組んだ地形である上に、鉱山までの道を知る者が誰だれもおらず、その捜そう索さくは難航していた。

「町の者には訊いたのか？」

　ミオがニーアを伴ともなって、横になっているフレイに声をかけた。

「当然訊きましたけど、誰も知らないんすよ。以前、アンバーが言っていた通りね」

　むくりと上体をあげ、フレイががっくりと肩を落とした。

　かつてこの地を支配していた帝国の征西将軍レンギルは反乱を防ぎ、効率よくガーネ鉱山の開発を行う為ため、旧エリューディン王国の臣下や犯罪者などをごっそりガーネ鉱山の中に送り込み、そこから出さないよう厳重に監かん視ししていた。

「でもねえ、仮にガーネ鉱山を発見出来たとしても、外に出られるとは限りませんぜ？」

　フレイがふてくされたように言うと、ニーアがしゅんとして目を落とした。

　それを目にしたミオが、フレイに言った。

「だがな、我が軍の郷導士となったアンバーは、その鉱山からフレリカにやって来たんだ。必ず、必ずどこかに抜け道があるはずだ」

「そりゃわかってますがね……こうなると、アンバーを外に置いて来ちまったのが悔くやまれてならねぇで──いてっ！」

　フレイがそうぼやくと、ミオはフレイの頭をぱしんと叩たたいた。

「起きてしまった事をとやかく言うな！　このディアナにガーネ鉱山への入り口があるのは間ま違ちがいないんだ。過去を振り返るより、今に全力を尽つくせ！」

　眉まゆを吊つり上げてフレイを叱しかるその姿は気品に溢あふれており、その凜々しい姿にさすがのフレイも反論出来なくなった。

「わかりましたよ、もっかい行ってくる」

「うむ、頼んだぞ！」

　フレイは「まいったな」とだけ呟いて立ち上がり、顎あごをさすりながら歩いて行った。
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　その背中を見送っていたニーアが、ミオに片かた膝ひざをついて口を開いた。

「陛下は、私をお叱りにならないのですか？」

「……何な故ぜ、お前を叱らねばならん？」

　ミオがきょとん、と首を傾かしげる。

「此こ度たびの失敗は、ディアナに兵を進めるよう進言した私にあります。私がシエルに勝ちたい一心で──あいたっ！」

　ミオが、今度はニーアの頭をはたいた。

「思い上がるな。兵を進めたのは私で、お前はそう勧すすめただけに過ぎん。全責任は決定権を持つ私にあるのだ。今は下らん罪悪感など捨て、ここを脱出する事だけに専念しろ！」

「陛下……」

　ミオの言葉には、底が見えない程の優しさが込められていた。

　ニーアは零こぼれんばかりに涙を溜ためたまま、ミオに深々と頭を下げて進言した。

「陛下、兵に城内を探させましょう」

「何、ディアナ城の中をか？」

「はい。このような大きな城には、必ず非常時の脱出ルートが作られるものです。もしかしたら、そこから鉱山に抜ける道があるかもしれません」

　ミオはにこっと笑い、ニーアの肩に手を置いた。

「そうだな、軍師の言う通りだ。ミスティケープにもルイユノークにも隠かくし通路があった。よし、私が行ってこよう！」

　その言葉に、思わずニーアが顔を上げた。

「そんな、陛下が御おん自みずからなどと……」

「気にするな。今は一人でも多くの人員を動員すべき時だ。軍師は町周辺を捜索しているフレイと城内を調査している私の情報を集め、それをまとめる役をしろ。わかったな！」

「……ははっ！」

　こんな苦境にあって、ミオはここで朽くちるなど微み塵じんも思っていない。

　その前向きな姿にニーアは声も出せず、ただ頭を垂れるばかりだった。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　帝てい国こく暦れき三九年二月。

　モロ城の戦いにおいて天翔虎カルーデイアの軍師シエルは天竜姫テユリオンの軍師ユミカに大敗し、フレリカ王国本土を失った。

　そればかりか、シエルを助ける為に歴戦の老将ザグロニアが姿を消し、ガーネ山道ではマギーとアンバーが必死に帝てい国こく平へい北ほく軍の侵しん攻こうを防いでいる。

　そんな絶望的な状じよう況きようにあるミオやシエルに会う為に、二人の人物が歩を進めていた。




　一人はガーネ鉱山より、ミオを救い、この地の平へい穏おんを願う者。

　もう一人は天翼狼ジオードの軍師、アレイア・スカラーである。




　もはや滅めつ亡ぼうと思われていたフレリカ王国がこの後、帝国に対して猛もう反はん撃げきを開始しようとは、誰しも予想していなかった。







　あとがき







　読後の皆みなさんも読前の皆さんも、こんにちはっ！

　上総かずさ朋とも大ひろです。




　天翔虎カルーデイアの軍師三巻、いかがでしたでしょうか？

　今回は担当さんとの打ち合わせで「そろそろシエルを大負けさせますか」という事でしたので、どうせならと徹てつ底てい的てきにやってみました。

　そもそも一巻発売後、担当さんに「ミオ、エナ、マギー、どのヒロインが人気ありそうですか？」と窺うかがったところ「ダントツでユミカです」というお答えを頂き、フレリカ陣じん営えいじゃなくて帝てい国こく陣営なのですか!?　と、大変困こん惑わくしたのを覚えています。

　完全に想定外ですよ。やられました。

　この時点で二巻の原げん稿こうは出来ていたので、ならばユミカとの直接対決は三巻でという事になりましたが、ユミカとの対決なら生半可な事では僕も納得いきません。という訳で実はこの三巻、一度完成していた原稿を全ぜん没ぼつにして一から書き直したものでもあります。

　自分から「これじゃダメだ、やり直そう」と思ったのは初めてかもしれません。

　でも、その判断は正しかったと思います。




　一巻のあとがきでも書きましたが、シエルはユミカと違ちがい一流の軍師ではありません。故ゆえに、様々な人に助けられてここまでやって来ました。このシリーズを始める前から、僕は徐じよ々じよに賢かしこくなっていく軍師を書きたいという想おもいがありましたので、次巻ではその辺りを少し深く描えがけたらなと思います。もう呉ご下かの阿蒙あもうではないのです。

　そしてもう一つ、新軍師ニーアが登場です。

　こちらはそのシエルよりも更さらに数段劣おとる軍師です。何だか劣ってる人ばっかりですが、そんなに天才だらけでは僕が困ります。

　このニーアってキャラはかなり暴走してくれまして、充じゆう分ぶんに気をつけていないと想定した物語の主しゆ軸じくを鉛えん筆ぴつを折るようにあっさりと破は壊かいしてくれます。

　キミのせいでやりなおしになったんだよニーアぁあ！（叫）

　……とまあ、キャラに愚ぐ痴ちっても仕方ないです。落ち着きましょうね。はあはあ。




　さてさて、本作も執しつ筆ぴつに当たり沢たく山さんの方々からご協力を頂きました。本当に、小説は一人では書けないものです。

　まずは毎回すてきなイラストを描かいて下さる庄しよう名な泉みつ石いし先生に深く御お礼れい申し上げます。まだお会いした事がないので、機会があればおいしいコーラでも飲みに行きましょう。

　お酒？　飲めませんから。一巻のシエルのようになるので。

　続いて担当のＨさま。いつもお忙いそがしい中、時間を割さいて下さってありがとうございます。またおいしい地サイダーのお店に行きましょう。

　お酒？　飲め（以下略）




　そして今、本書を手にして下さっているあなたに。

　あなたのお力ちから添ぞえなしで、このシリーズを続ける事は不可能なのです。

　本当に、心から感謝します。

　これからも、どうぞよろしくおねがいしますっ！




　それでは、またお会いしましょう。


二〇一三年八月二七日　上総朋大
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天翔虎カルーデイアの軍ぐん師し３








上総かずさ朋とも大ひろ
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